
オーナーズハンドブック





EMIRA V6
EMIRA 4-CYLINDER



はじめに



5

ロータスファミリーへようこそ
ロータスは、革新、純粋、競争力という創業時の原則を、何十年にもわたる開発を通じて忠実に守り続けてきたという、ドライビング
の象徴です。

あなたの新しいロータスは、精巧なハンドリングがもたらす高パフォーマンスいうロータス・スポーツカーの真の伝統を受け継いで誕
生しました。レーストラックで培われ、ロードカーに期待されるダイナミックで妥協のないパフォーマンスを余すことなく実現する、本
格的なドライバーズカーです。

その軽量な骨格、卓越した敏捷性、エアロダイナミクスに優れたスタイリングは、ライバルを大きく引き離す優れものです。余計なもの
は一切纏わず、妥協することなくパフォーマンスを発揮すべく設計され、ロータスレーシングの真のレガシーを踏襲したこの車と、ドラ
イバーであるあなたが一体となれることをお約束します。 

はじめに
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ハンドブック情報

オーナーズハンドブック 
オーナーズハンドブックは、デジタル版と
印刷版をご用意しています。エミーラのモ
バイルアプリおよびロータス・カーズのウ
ェブサイトからご利用ください。 

クイックガイドには、車両で最もよく使わ
れる機能に関する情報を記載しており、
印刷したものを車両と一緒にお渡ししま
す。こちらを電子版または印刷版のオー
ナーズハンドブックと合わせてご利用く
ださい。

印刷版のハンドブック
オーナーズマニュアルの完全印刷版は、
ロータスのディーラーにてご注文いただ
けます。

ロータス・カーズのウェブサイト
車両に関する詳しい情報やサポートは、
グループ・ロータスのウェブサイトをご覧
ください。

ウェブページはこちらです。 lotuscars.com
サポートはほとんどの市場にてご利用い
ただけます。

カスタマーアシスタンス
グループ・ロータスのウェブサイトには、
カスタマーサポートの連絡先やロータス・
ディーラーのネットワークが記載されて
います。

このハンドブックのご利用にあたり
車両を初めて運転する前に、このハンドブ
ックをお読みください。

内容には、お客様を傷害から保護するた
めの重要な安全情報、運転操作の説明と
手順、オーナー様によるメンテナンスの必
要性、技術仕様、保証の説明などが含まれ
ています。本書は整備に必要なすべての技
術情報を提供するものではありませんの
で、調整が必要な場合はロータスのディー
ラーにご相談ください。車両の整備を正し
い期日で行うことは、保証の要件であり、
オーナーやドライバーの方の責任です。

特定の機能や項目に関する情報を検索す
るには、本書の目次（6ページを参照）と
巻末のアルファベット順の索引をご利用
ください。

本書に掲載されている情報は、本書印刷
時点において正確なものとします。ロータ
スには、常に継続的に製品改良するとい
う方針があり、本書に記載されている内容
に関して、予告なく仕様、デザイン、機器の
廃止や変更を行う権利を有しています。ロ
ータスの正規ディーラーと定期的に連絡
を取り、車両の仕様や、性能、安全性を向
上させる可能性のある技術開発について
常に情報を入手するようにしてください。
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本ハンドブックはさまざまなモデルを対象
としていますので、お客様の特定の車両に
はない装備や機能についての説明も含ま
れている場合があります。

警告と注意事項

ハンドブックに含まれるもの

アラーム: 安全アラーム記号で示し、
運転者、他の乗員、他の道路利用者
または傍観者が死亡または重傷を
負う危険性があることを示します。

注意：メッセージは、車両、他の資産、
または環境への損害を避けることを
目的としています。

注記：メッセージは、他の情報源にア
クセスするために受信者を支援また
は案内することを目的としています。

車両の表示
車両には警告と情報を示す表示がありま
す。ラベルやメッセージは、モデルの種類
や市場によって異なる場合があります。

ハンドブック情報
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ハンドブック情報

SCCTC12219HN1000

LOTUS CARS LTDMANUFACTURED BY

MAX VEHICLE WEIGHT
MAX COMBINED WEIGHT
MAX AXLE WT. FRONT
MAX AXLE WT. REAR

V.I.N.

PAINT CODE
 

VEHICLE IDENT NO.
NAT. TYPE APPR. NO.

Kg
Kg
Kg
Kg

0+ 4 +

1 -
2 -

MAXIMUM ALLOWABLE MASS IN
LUGGAGE COMPARTMENT: 50kg

SCCXXXXXXXXXXXXXX

案内や支援を目
的としたメッセー
ジや記号 

アラーム: 危険があることを示すメッセージなので、無視すると重大な人身事故や死亡事故につながる可能性があります。

i 特定の情報を表示するラベル 
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安全に関する情報 

アラーム: 本項目の次の段落には、
安全に関するメッセージが記載さ
れています。

	– すべての乗員はシートベルトを着用す
る必要があります。

	– アルコールや薬物の影響下にあるとき
は、絶対に運転しないでください。

	– 疲労しているときは決して運転しないで
ください。

	– 運転中は、携帯電話の使用や地図を読
むなど、気の散るような行為は絶対に
お避けください。

	– 運転中はインフォテインメントの設定を
調整してはいけません。

	– 常に交通法規を遵守し、現地の制限速
度を超えないこと、また交通状況や道
路状況を考慮してください。

	– 滑りやすい路面や濡れた路面での運転
には特に注意してください。

	– 経験を積むまでは、車両の性能をフル
に発揮することは控え、合法的で安全
な状況でのみ使用するようにしてくだ
さい。

	– 整備のスケジュールを遵守し、車両を良
好な状態に保ってください。

	– 幼い子供を注視することなく車内に残
してはいけません。

	– このハンドブックの安全に関するメッセ
ージをすべて読み、従ってください。

	– アクセサリーや改造については、211
ページをお読みください。

アラーム: 運転中は中央スクリーン
の画面に気を取られないようにし
てください。事故を起こす要因とな
ります。

キーボードの使用、住所や連絡先の
入力など、特定のオプションを使用
する前には停車するようにしてくだ
さい。

車両を運転する前に
ご出発の前にはいつも：

	– タイヤの損傷、摩耗、空気圧が適正かどう
かを確認してください。空気圧が適当で
ないと、車両の操縦性が劣ります（228
ページの「タイヤ」の項目を参照）。

	– ウィンドー、ミラー、カメラレンズ、ライト
がいずれもきれいな状態で遮るものは
ないか、またすべてのライトが正しく作
動しているかを確認してください。

	– フロントボディアクセスパネルの固定具
がしっかり と固定されていることを確
認します。

	– シートとミラーを調整し、制御方法をよ
くご理解ください。

	– すべての計器類と表示ランプが正しく
点灯していることを確認してください。

	– すべての乗員がシートベルトで適切に拘
束されていることを確認してください。

ハンドブック情報
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著作権情報
Bluetoothのワードマークとロゴは
Bluetooth SIG, Inc.が所有する登録商標
であり、ロータス・カーズによるこれらのマ
ークの使用は、ライセンスに基づくもので
す。また、その他の商標および商号は各所
有者のものです。
 
Apple CarPlay、iPhone、iPodはApple 
Inc.の商標です。

Android TMおよびAndroid AutoTM

は、Google LLCの商標です。 

法的規約と個人情報保護に関する注意事項 
車両機能を使用するにあたって適用され
る以下の法的文書をご確認いただけます。

	– ロータス・カーズ・リミテッド ライセンス
同意書

	– ロータス・カーズ・リミテッド 個人情報
保護方針

	– 	その他のライセンス、使用条件、および
プライバシー通知に関する情報

以下のウェブページよりご覧ください。
https://www.lotuscars.com/en-GB/
emira-privacy

ハンドブックの画像
本ハンドブックに記載のドライバーディス
プレイおよび中央ディスプレイのメニュ
ーオプションのスクリーン画像は、一部、
出版物に合わせるために再編成されて
います。

ハンドブック情報

https://www.lotuscars.com/en-GB/emira-privacy
https://www.lotuscars.com/en-GB/emira-privacy
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事故イベントデータ
自動車の衝突や事故に関連する情報を
記録することが主な目的です。記録された
データから、事故や負傷が発生する状況
をより深く知ることができる場合がありま
す。記録される情報の一部は、整備やメン
テナンスの際に車両の故障を診断し、修
正するために必要なものです。 

また、ロータスが品質と安全性を継続的
に開発するための、研究上の理由でも使
用されます。

ロータスでは、警察当局など（またこれに
は限定されません）の法的権利を主張す
る政府機関に対して、他の種類の記録デ
ータを開示を求められる場合があります。

エンジンデータの記録 
さまざまな運転パラメータは、特定の電子
制御モジュールによって継続的に監視・記
録されています。このデータは、ロータス・
ディーラーが必要に応じてダウンロード
し、故障診断の補助や車両の不正使用の
特定に役立てることができます。 

ソフトウェアの更新
ロータスでは、継続的改善の一環として、
ソフトウェアを更新開発しており、お客様
がロータス正規ディーラーに訪問の際に
この更新ソフトウェアをエミーラにインス
トールできる場合があります。エミーラに
適用される更新やどのシステムが更新さ
れるかにつきましては、エミーラのアフタ
ーサービスに認定された、ロータス正規
ディーラーのワークショップをご利用の
際にお客様へご説明することになってお
ります。

注記：ソフトウェア更新後、一部の車
両システムで機能が異なる場合があ
ります。 

ハンドブック情報
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ハンドブック情報

車両識別情報
V.I.N.(Vehicle Identification Number）
は、車内の4カ所に分かれて配置されてい
ます。スペアパーツの注文時やロータス・
カーズへの問い合わせ時に、V.I.N.の提出
を求められることがあります。 

中央ディスプレイ
中央ディスプレイのサイドバーから、＞グ
ローバル設定とアプリのオプション＞一般
＞車両情報を選択します。124ページの中
央ディスプレイ情報を参照してください。 ウインドシールド 

車外から見てウインドシールドの右側、ダ
ッシュボードに貼付されています。

シャーシ
右側シート下のクロスメンバーに刻印さ
れており、シートを後方にずらすとアクセ
スできます。 

フロアパネル
右側シート後方のフロアに貼付の刷ラベ
ル。カーペットのフラップを引くと表示が
あります。



車両概要
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車両概要 

エクステリア 
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車両概要

エクステリア ページ
1 ホイール 238
2 タイヤ 228
3 フューエルフィラーキャップ 208
4 ドアノブ 47
5 ドアガラス 152
6 ドアミラー 153
7 ウィンドシールドワイパーブレード 224
8 エクステリアランプ-フロント 258
9 パーキングセンサー-フロント（左右両側に装着） 101

10 フロントアクセスパネル 216
11 フロントカメラ（装着の場合） 119
12 フロントレーダー（装着の場合） 119
13 リカバリーマウントポイント 259
14 リバース/リアフォグランプ 258
15 ナンバープレートランプ 258
16 テールゲート 50
17 リアパーキングアシストカメラ 103
18 セントラルハイマウントブレーキランプ 258
19 ヒーテッドリアスクリーン 170
20 パーキングセンサー-リア（左右両側に装着） 101
21 エクステリアランプ - リア 258
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車両概要

キャビン内ドライビングエリア
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キャビン内ドライビングエリア ページ
1 オーバーヘッドコンソール/バックミラー（USBポート含む） 25/155/161
2 グローブボックス 158
3 中央ディスプレイ 124
4 通気口 173
5 エクステリア照明/トリップAリセット 142/144
6 左側キーパッド 86
7 ドライバーディスプレイ 61
8 ホーン 165
9 右側キーパッド 76

10 ウィンドシールドワイパー/ウォッシャー 151
11 ドアコントロールパネル 28
12 シートコントロール 28
13 ディスプレイ照度調整 148
14 テールゲート解除 50
15 電動パーキングブレーキ 197
16 ステアリングコラムアジャスター 165
17 センターコンソールコントロール 27
18 補助電源ソケット 159
19 USBポート（アームレストとフロント下部センターコンソール） 159
 

車両概要
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オーバーヘッドコンソール ページ
1 インテリア照明ボタン 147
2 マイク（インフォテインメントガイドを参照してください）
3 パッセンジャーエアバッグステータスインジケーター 38
4 シートベルトステータスインジケーター 33

車両概要 
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ステアリングホイールのスイッチ類 左側キーパッドスイッチ

1 左/右スクロール    ページ 86

2 車速レジューム/加速 ページ 87

3 アダプティブクルーズコントロール 
（装備の場合） ページ 88

4 インフォテインメントガイドを参照 
してください。            

5 スクロールして確認       ページ 76

センターパッド
6 ホーン ページ 165

7 ドライバーエアバッグ ページ 37

 右側キーパッドスイッチ
1 左/右スクロール ページ 76

2 上/下スクロール ページ 76

3 音量の上げ/下げ下 ページ 76

4 メニューオプション ページ 76

5 スクロールして確認 ページ 76

車両概要
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車両概要 

センターコンソールコントロール ページ
1 気温-エアコンスイッチ 168
2 音量/再生/一時停止ボタン 126
3 マニュアルギアシフトレバー 184
4 ハザードランプ 145
5 オートクライメートと送風スイッチ 171
6 エンジンスタート/ストップボタン 182
7 ドライブモードスイッチ 200

エミーラV6オートマチックトランスミッションと 
エミーラ4気筒セレクターレバー
8 ギアセレクター 186
9 P-パークボタン 187
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車両概要

ドアコントロールパネル ページ
1 ドアロック解除ボタン 48
2 ドアロックボタン 48
3 ドアミラー調整ボタン 153
4 パワードアウィンドウスイッチ 152
5 シートメモリスイッチ（装備の場合） 163



安全性



30

シートベルト
アラーム: シートベルトを着用せずに
急ブレーキをかけると、重大な人身
事故の原因となることがあります。

慣性リールシートベルト
慣性リールシートベルトは、通常の運転で
は上半身の前方移動が可能ですが、ブレ
ーキ時、加速時、コーナリングフォース、衝
突時の衝撃により自動的にロックします。
また、車両が任意の方向に傾いた場合に
もロックがかかります。

シートベルトプリテンショナー
エアバッグシステムが作動するほどの激し
い前面衝突が起こった場合、両フロント席
シートベルトのリトラクター内のプリテン
ショナーが作動してベルトを締め付け乗
員を保護します。

アラーム: シートベルトは、エアバッグ
システムと連動するように設計され
ています。シートベルトが使用されて
いない、または誤って使用されている
場合、衝突時にエアバッグによる保護
機能が低減する可能性があります。

アラーム: 車両が激しい衝撃を受け
た場合、シートベルトのアセンブリの
損傷が明らかでなくても、ベルトアセ
ンブリ全体を交換し、シートベルトの
アンカレッジポイントを確認すること
が不可欠です。シートベルトにほつれ
や汚れ、損傷が生じた場合は、ベルト
を交換する必要があります。定期的に
点検してください。

アラーム: シートベルトが機能してい
ない座席には、誰も座ってはいけま
せん。 

安全性

アラーム: シートベルトの点検や整備
を怠ると、必要なときに正しく作動し
ないことがあります。ベルトは定期的
に点検し、問題があればすぐに修理し
てください。

アラーム: シートベルトを改造したり、
何かを追加してはいけません。 

アラーム: バックルに異物を差し込ま
ないでください。衝突の際、シートベ
ルトが意図したとおりに機能しない
場合があります。
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安全性 

シートベルトの着用 
運転前、ドライバーと乗員は必ずシートベ
ルトを着用し、また適切に着用しているこ
とを確認してください。 

快適な座り心地を確保し、車両の制御装
置、フットペダル、ステアリングホイールに
容易に手が届くことを確認してください。 
163ページをご覧ください。

装着 

1.	背筋を伸ばし、シートに完全に腰掛けて
ください。シートベルトのタングプレー
トを持ち、リトラクターからベルトを引
き出して身体を横切るようにします。 

2.	ベルトを体に巻きつけてから、ベルトの
タングをシートのインボード側にあるバ
ックルロックに「カチッ」という音がする
まで押し込んでください。 

3.	ベルトを引っ張り、正しくラッチされてい
ることを確認し、ベルトが身体にしっか
りとフィットし、リールのたるみがないこ
とを確認します。 

ベルトは骨盤の前面（腹部ではなく）と胸
部、肩部の低い位置で着用します。 

アラーム: ベルトの一部がねじれた
り、ドアやシート機構に絡まったりし
ていないことを確認してください。

アラーム: 2人で1本のベルトを使用し
たり、子供をドライバーや乗客の膝に
乗せてはいけません。 

アラーム: シートベルトをフックなど
の室内備品に引っ掛けたりクリップ
で留めたりすると、ベルトが正しく巻
き取れなくなります。

アラーム: シートベルトを適切な位置
で締めていないと、衝突時に重傷を
負ったり死亡事故の原因となること
があります。 

ベルトの解除

ベルトのバックルにある赤いボタンを押
し、ベルトを巻き取らせます。

ベルトが完全に引っ込まない場合は、ベ
ルトがたるんだままにならないよう、しっ
かりと手でリールに戻してください。
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安全性

妊娠中のベルト着用

妊娠中のドライバーは、自分と胎児の両
方を保護するため、常にシートベルトを着
用する必要があります。

ベルトの斜め掛けは肩の上から胸の間を
通り、腹部の脇へと通します。

ベルトのラップベルト部分はできるだけ
腹部より低い位置とし、腹部の上に乗りあ
げないようにします。リールのたるみを取
り除き、できるだけ身体に近い位置に収ま
るようにします。

妊娠中の方は、運転中にフットペダルや
ステアリングホイールを操作しやすいよ
うに、お腹とステアリングホイールの距離
をできるだけ離すよう、シートやステアリ
ングホイールの位置を調整する必要があ
ります。 

妊娠の進行に沿って車両の制御を維持す
るために、さらなるシートとステアリング
ホイールの調整が必要になる場合があ
ります。

妊娠中の運転の可否については、定期的
に医師に相談する必要があります。

ドア/シートベルトのリマインダー
ベルトを装着していない乗員に対しシー
トベルトの着用を促すアラートです。

ドライバーディスプレイ
ドライバーディスプレイの画像で、どのシ
ートが埋まっているか、またシートベルト
の装着、未装着を強調表示します。

エンジンがかかっている状態で、ドア、フロ
ントアクセスパネル、テールゲートが開い
ていると、ディスプレイにアラームが表示さ
れます。車両が移動している場合、閉める
べきドアを示す表示が赤色に変わります。 

ステアリングホイールの右側キーパッドの
中央の「O」/確認ボタンを押すと、画像は
消えます。

車両が10 km/h以上の速度にな
ると、ドライバーディスプレイのア
ラーム記号が点灯します。

画像や情報、もしくはアラーム記号が表
示された場合は、安全を確認後に車両を
停め、表示された開いているドアを閉じて
ください。
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オーバーヘッドコンソール
シートベルトを着用していない場合、乗員
に対し視覚と聴覚により注意を促します。
音声リマインダーは車速に依存します。

子供の安全
統計によると、後部座席で子供を適切に
拘束することがより安全であることが示
されています。この車にはオプションがあ
りません。また、助手席エアバッグが搭載
されているため、子供（特に赤ちゃんや幼
児）にとって重大な危険性があります。子
供を助手席に乗せる場合は、以下の注意
事項を参考にしてください。

標準シートとシートベルトは、子供が標準
装備の膝および斜め掛けのシートベルト
に十分に適切な体格で、ベルトが鎖骨の
上と胸の中心に位置している場合にのみ
使用すべきです。

年齢や体格に関わらず、子供はすべて、常
に車内に正しく座り安全な状態でなけれ
ばなりません。助手席乗員のひざの上に
子供を座らせては絶対にいけません。

子どもの拘束
ベルトが子供の首に触れたり交差したり
する場合、または法律で義務付けられて
いる場合は、適切なブースタークッション
またはチャイルドシートを使用する必要が
あります。このアドバイスは、身長が低い
大人にも適用されます。 

適切なチャイルドシート
エミーラには汎用チャイルドシートのみが
適しています。詳細については、 35 ページ
を参照してください。

安全性



34

チャイルドシートの設置
 
前向きチャイルドシート
チャイルドシートを前向きに取り付ける場
合は、助手席エアバッグが作動しているこ
とを確認してください。38ページを参照し
てください。

後向きチャイルドシート
支えがなくては自分で座ることができな
い子供には、後向きのチャイルドシートの
みを使ってください。

チャイルドシートを後ろ向きに取り付ける
場合は、 助手席エアバッグが無効になっ
ていることを 確認してください。38ページ
を参照してください。

アラーム: エアバッグが有効な時は、
助手席で後向きのチャイルドシート
を使用しては絶対にいけません。

8894982965

助手席エアバッグシステムのアラーム表
示は、ウィンドシールドガラスの上部ヘッ
ドライニングの助手席側、もしくは、はサン
バイザー（装備の場合）にあります。 

アラーム: 助手席エアバッグが無効
な場合、前に向きに座る人（子供と
大人）は絶対に助手席に座ってはい
けません。

アラーム: 助手席の前に人を立たせ
たり座らせたりしてはいけません。

アラーム: シートベルト、チャイルドシ
ート、エアバッグシステムに関する情
報に従わないと、生命を危険にさら
したり、重大な人身事故となる可能
性があります。

注記：子供用の安全装置を使用する
際は、付属の取り付け説明書を読み、
正しく装着することが重要です。子供
用の安全装置を取り付ける際に質問
がある場合は、そのメーカーにお問
い合わせください。

注記：チャイルドシートを車内で緩め
た状態のままにしないでください。未
使用であっても、取付説明書に従って
必ず固定してください。

注記：チャイルドシートを長期間装着
していると、車のシートや内装が摩耗
することがありますが、これは車両保
証の対象外です。

安全性
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適切なチャイルドシート
エミーラには汎用チャイルドシートのみが適しています。「汎用」とは、すべての車種への取り付けが認められていることを意味しま
す。ただし、お選びいただいたチャイルドシートが、エミーラの助手席にぴったりと収まるかどうかをご確認ください。表は、エミーラの
3点式シートベルトで固定された汎用チャイルドシートの取り付けオプションを示しています。

シートの位置
シート位置番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9
ユニバーサルベルトに適した座席位置（はい／いいえ） はい N/A はい N/A N/A N/A N/A N/A N/A
iサイズの座席位置（はい/いいえ） N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A
側面固定具に適した着座位置(L 1/L 2) N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A
後方向き最大固定具（R1/R2X/R2/R3） N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A
前向き最大固定具（F2 X/F2/F3） N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A
最大のブースター固定具(B2/B3) N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A

チャイルドシートを取り付ける前に、助手席シートをリア方向へ
完全に移動させ、背もたれ角度は25度、シートは最低位置から
10mm上げてください。

シート番号 車両内の位置
1 左前方
2 前中央
3 右前方
4 2列目左
5 2列目中央
6 2列目右
7 3列目左
8 3列目中央
9 3列目右

安全性
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エアバッグ安全システム 
シートベルトの着用と合わせて、万が一の
衝突時に乗員を保護するのがエアバッグ
システムです。

エアバッグは、シートベルトシステムと連
動するように設計されています。シートベ
ルトを使用しない場合や間違った方法で
使用した場合、衝突時のエアバッグによる
保護が低下する可能性があります。

アラーム: エアバッグが装備されてい
ても、シートベルトをしていないと、
衝突時に乗員が死亡または重傷を
負う可能性があります。

エアバッグシステムの主なコンポーネント
は次のとおりです。

	– 電子モニタリングシステム（ SRS制御モ
ジュールとセンサー）。 

	– 運転席エアバッグ。
	– 助手席エアバッグ。
	– 運転席および助手席サイドエアバッグ。
	– ドライバーおよびパッセンジャーカーテ

ンエアバッグ。
	– プリテンショニングシートベルト。 

安全性

エアバッグ警告ランプ
走行中にこのアラームランプが
点灯した場合は、エアバッグセー
フティシステムに異常が検出さ
れたということです。そのため、
衝突時に1つまたは複数のエア
バッグが作動しない可能性があ
ります。 

アラーム: イグニッションをオンにし
てもエアバッグ警告灯が点灯しない
場合、または数秒以上点灯したまま
の場合は、直ちにロータスの正規デ
ィーラーで不具合を解決してくださ
い。ランプを無視すると、必要なとき
にエアバッグやベルトプリテンショナ
ーが作動しない可能性があります。

アラーム: SRSのコンポーネントや
ワイヤーハーネスの近くで電気試験
装置を使用したり、電気アクセサリ
ーの配線を変更したりしないでくだ
さい。エアバッグが作動しなくなっ
たり、意図しない展開になり、人身
事故の原因となることがあります。

シートベルトプリテンショナー
エアバッグシステムが作動するほどの激し
い前面衝突が起こった場合、両フロント席
シートベルトのリトラクター内のプリテン
ショナーが作動してベルトを締め付け乗
員を保護します。
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運転席および助手席エアバッグ
運転席エアバッグは、ステアリングホイー
ルの中央に装備されています。助手席エ
アバッグはグローブボックス上部コンパー
トメントに装備されています。どちらのエ
アバッグのカバーパネルにも「AIRBAG」と
表示されています。

激しい正面衝突の際、エアバッグは一瞬
で展開し、乗員の上半身を保護します。 

衝突の角度（正面または正面に近い）によ
っては、運転席と助手席のエアバッグが作
動し、その他のエアバッグは作動しない場
合があります。 

衝突時膨らんだエアバッグが急速に萎む
ことで、乗員への障害を最小限に抑え、窒
息の危険性を低減します。エアバッグが萎

む際にバッグから煙が出ますが、これは正
常な状態です。

アラーム: できるだけまっすぐに座り、
足をフロアにつけ、背中をシートの背
もたれにつけている状態であれば、
前面衝突時にエアバッグが展開して
も、負傷する可能性が低くなります。

ステアリングホイールは必ず外輪を握る
ようにしてください。エアバッグカバーの
上に手を置いたり、ステアリングホイール
のハブに物を取り付けたりしてはいけま
せん。

助手席エアバッグが搭載されているダッ
シュボードの前や上に物を置いてはいけ
ません。

アラーム: エアバッグの膨張するエリ
アには何も置かないようクリアにし
ておく必要があります。人とエアバッ
グの間に物があると、エアバッグが
正しく膨らまなかったり、物が人に当
たって死亡や重傷の原因になること
があります。 

8894982965

助手席エアバッグの表示
助手席エアバッグシステムのアラーム表
示は、ウィンドシールドガラスの上部ヘッ
ドライニングの助手席側、もしくは、はサン
バイザー（装備の場合）にあります。 

アラーム: エアバッグが有効な時は、
助手席で後向きのチャイルドシート
を使用しては絶対にいけません。

アラーム: 助手席エアバッグが無効
な場合、前に向きに座る人（子供と
大人）は絶対に助手席に座ってはい
けません。

安全性
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A

B

助手席エアバッグのスイッチ
助手席フロントエアバッグを無効または
有効にするためのスイッチが、グローブボ
ックス内に設置されています。このスイッ
チは、グローブボックスを開けた状態での
みアクセス可能です。

A ON -エアバッグが有効で、前に向き
に座る人（子供と大人）は助手席に
安全に座ることができます。

B オフ-エアバッグが無効で、後ろ向き
のチャイルドシートの子供は、助手
席に安全に座ることができます。

安全性

1

2

助手席エアバッグの無効化
1 1.	スイッチを外側に引き出す。

2 2.	ONからOFFの位置まで回す。

ドライバーディスプレイには、助手席エア
バッグが無効になっているという旨のメッ
セージが表示されます。

ステアリングホイール右側キーパッドにあ
る中央の /confirm （確認）ボタンを押し
てメッセージを確認します。 詳細について
は、66 ページををご覧ください。

アラーム: 助手席エアバッグが無効
な場合、前に向きに座る人（子供と
大人）は絶対に助手席に座ってはい
けません。
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 また、上部コンソールには助手席エアバッ
グの無効化を知らせるメッセージと記号
が表示されます。

注記：イグニッションポジションI以下
で助手席エアバッグが起動された場
合、イグニッションポジションをIIにす
ると約6秒後にメッセージが表示さ
れます。

1

2

助手席エアバッグの有効化
1 1.	スイッチを外側に引き出す。

2 2.	OFFからONの位置まで回す。

ドライバーディスプレイには、助手席エア
バッグの有効化を知らせるメッセージと
記号が表示されます。

ステアリングホイール右側キーパッドにあ
る中央の /confirm （確認）ボタンを押し
てメッセージを確認します。 詳細について
は、66 ページををご覧ください。

アラーム: ブースタークッションの上
に子供を座らせないこと。エアバッ
グが有効な場合は、助手席で後ろ向
きチャイルドシートを使用しないでく
ださい。

アラーム: 助手席エアバッグは、助手
席に前向きで座る人（子供または大
人）が使用する際は、常に有効でな
けれでなければなりません。

また、上部コンソールには助手席エアバッ
グの有効化を知らせるメッセージと記号
が表示されます。

注記：イグニッションポジションI以下
で助手席エアバッグが起動された場
合、イグニッションポジションをIIにす
ると約6秒後にメッセージが表示さ
れます。

安全性
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サイドエアバッグ
サイドエアバッグは、両シート背もたれの
外端に取り付けられており、「AIRBAG」の
文字で識別できます。

車両が中～重度の側面衝突を受けた場
合、乗員とドアパネルの間でサイドエアバ
ッグが展開します。 

注記: サイドエアバッグは、すべての
側面衝突の状況下で展開しないこと
があります。

衝突時膨らんだエアバッグが急速に萎む
ことで、乗員への障害を最小限に抑え、窒
息の危険性を低減します。エアバッグが萎
む際にバッグから煙が出ますが、これは正
常な状態です。シートベルトのプリテンシ
ョナーも同時に作動します。 

アラーム: 窓から腕や頭を出して運
転すると、サイドエアバッグの展開範
囲に腕、頭、首が入るので、絶対にし
てはいけません。

アラーム: サイドエアバッグとドアの
間に物を挟まないでください。エア
バッグが正しく膨らまなかったり、物
が車内に侵入して死亡または重傷
を負う可能性があります。 

アラーム: サイドエアバッグカバーに
何かを取り付けたり、置いたりする
と、エアバッグが正常に展開しなくな
る場合があります。

サイドエアバッグとチャイルドシート
チャイルドシートやブースタークッション
に座っている子供にエアバッグシステムが
もたらす保護機能は、サイドエアバッグに
よって低下することはありません。

安全性 
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カーテンエアバッグ
カーテンエアバッグは、ヘッドライニング
に沿って両脇に装備されており、運転席と
その他のシートの乗員の保護に役立ちま
す。パネルに「AIRBAG」と表示しています。

中・重度の前面衝突、側面衝突、車両横転
時に、カーテンエアバッグが展開し、衝突
時に乗員の頭部が車内側にぶつかるのを
防ぎます。

衝突時膨らんだエアバッグが急速に萎む
ことで、乗員への障害を最小限に抑え、窒
息の危険性を低減します。エアバッグが萎
む際にバッグから煙が出ますが、これは正
常な状態です。

注記：カーテンエアバッグは、側面衝
突の状況下によって展開しない場合
があります。

アラーム: 車両のルーフライニング、ド
アピラー、サイドパネルに何かをネジ
で止めしたり取り付けたりしないでく
ださい。これにより意図した保護機能
が損なわれる恐れがあります。 

アラーム: シート後方の貨物エリア
は、リアサイド・クォーターライト・ウィ
ンドウの上端から10cm下がった位置
よりも高く荷を積みあげないようにし
てください。これより高い位置に物を
置くと、カーテンエアバッグの機能が
阻害される恐れがあります。

セイフティモード
エアバッグやシートベルトプリテンショナ
ーなどの安全装置が作動した場合、セー
フティモードが起動します。衝突によって、
燃料やブレーキシステム、安全システムの
センサーなど、車両の重要な機能が損傷
している可能性があります。

車両が衝突した場合でも、ドライバーディ
スプレイや車両の電気系統が機能してい
る場合は、ドライバーディスプレイに「セー
フティモード オーナーズマニュアルを参
照のこと」というメッセージとアラーム記
号が表示される場合があります。セーフ
ティモード状態では、車両の機能が低下
します。 

アラーム: 燃料の臭いや燃料漏れの
兆候に気づいた場合は、絶対に再始
動しないでください。直ちに車両から
離れてください。

車両の損傷状況によっては、システムをリ
セットして起動し、可能な限りの最短距離
で車両を動かすことができます（危険な交
通状況から車両を遠ざける場合など）。

安全性
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アラーム: 衝突事故が発生した後は
いずれも、必ずロータス正規ディー
ラーにより、車両点検を受けてくださ
い。車両が損傷していないように見え
ても、一部の機能が失われている可
能性があります。

﻿ アラーム:  車両がセーフティモードに
なっている場合は、運転や牽引をして
はいけません。点検/修理のために、
平台の回収トラックでロータスディー
ラーまで輸送する必要があります。

安全性
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キー
キーフォブは2つあ
り、次の目的で使用
します。 

	– 車両のロック/ロッ
ク解除。 

	– 車両アラームシ
ステムの起動/解
除。57ページを
参照。

	– キーレスエンジンは、有効なキーフォ
ブがキャビン内にあるときに始動しま
す。181ページを参照してください。 

	– 必要に応じ、取り外し可能なキーブレー
ドを使用して手動によりドアのロック/
ロック解除が可能です。

キーフォブの収納 
キーフォブを1つしか使用していない場合
は、もう1つのキーフォブを安全な場所に
保管し、どちらかを紛失した場合はすぐに
代替品を入手する必要があります。 

キーフォブの追加注文
キーフォブやキーブレードの追加注文やプ
ログラミングは、ロータスの 
ディーラーが承ります。

キーフォブの紛失・盗難
キーフォブやキーブレードを紛失した場
合、盗難防止のために紛失したキーフォ
ブのコードを車両システムから消去する
ため、他のキーもロータス・ディーラーに
持ち込む必要があります。また、車両のセ
キュリティを徹底的なものとするために、
車両のドアロックを交換することも推奨
します。

アラーム: 車から離れるときは、必ず
イグニッションスイッチを切り、キー
フォブを車内に残さないようにしてく
ださい。

アラーム: 特に、監視下にない子供や
動物が車内に残されている場合、キ
ーフォブを車内に置いたまま車を離
れたりしないでください。

注意：  キーフォブを改造したり、キー
フォブで硬いものを叩いたりしないで
ください。これによって生じたキーフォ
ブの不具合は、車両保証の対象外と
なります。 

キーフォブのリマインダー
イグニッションモードを起動しエンジンを
始動するには、キーフォブがキャビン内に
なければなりません。キーフォブが検出さ
れない場合、ドライバーディスプレイにメ
ッセージが表示されます。

車内にキーがありません

キー、ロック、アラーム
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キーフォブのボタン
ロック: ボタンを押すと、両方のドア、
テールゲート、フューエルフィラーキ
ャップがロックされます。アラームも
有効になります。56ページを参照して
ください。
長押しするとすべてのドアウィンドウ
が同時に閉まります。

﻿ロック解除: ボタンを押すと、両方の
ドア、テールゲート、フューエルフィラ
ーキャップがロック解除されます。ア
ラームも解除されます。57ページを
参照してください。
長押しするとすべてのドアウィンドウ
が同時に開きます。

この設定は中央ディスプレイで変更可能
です。59ページを参照してください。

ボタンを約 1.5 ～ 2 秒間押す
と、テールゲートのラッチが解
除され、フューエルフィラーフ
ラップがロック解除されます。

0.5秒ほど短く押すと、フュー
エルフィラーキャップのみがロ
ック解除されます。

ロック解除のオプション
ロック解除方法には2つのオプションがあ
り、選択できます。

両ドア：ボタンを1回押すと、両方のドアを
同時にロック解除。

片側ドア: 1回押すとドライバー側のドア
をロック解除し、2回目に押すとパッセン
ジャー側のドアをロック解除。

このオプションは、中央のディスプレイで
変更することができます。 59ページをご
覧ください。

キーフォブの作動範囲
標準の作動範囲は、車両から20メートル
以内ですが、以下の様な場合にはこれよ
り短くなることがあります。

	– 車両がラジオ/テレビ塔/マストや発電所
の近くにある。

	– キーフォブが携帯電話、送信機、ラジオ
など他の無線機器に近接している。

	– キーフォブが金属材料に触れている、ま
たは覆われている。

	– キーフォブがパソコンなどの電気機器
に近い。

	– キーフォブ内蔵の電池の充電量が不
十分。 

	– 環境条件。

キーフォブのボタンを押してもドアがロッ
ク/ロック解除されない場合、車両に近づ
いてからもう一度試してみてください。

キー、ロック、アラーム
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キー、ロック、アラーム

ロック/ロック解除の確認
	– ロック：ハザードランプが1回点滅し、ド
アミラーが内側にたたまれ、デイタイム
ランニングライトがフェイドオフ（徐々に
消灯）します。ロック時の音声フィードバ
ックも利用可能です。 59ページをご
覧ください。

	– ロック解除: ハザードランプが2回点滅
し、ドアミラーが展開します。 

車両を完全にロックし、アラームを有効と
するには、両ドア、テールゲート、ボンネッ
ト、フューエルフィラーキャップが閉じてい
る必要があります。

ロック＆アラームインジケーター
ダッシュボードの表示ランプが点滅し、車
両がロックされアラームが有効となって
いることを知らせます。 57ページも参照し
てください。

ロック表示の設定
中央ディスプレイの設定メニューで、ロッ
ク状態のフィードバック応答のオプション
を設定可能です。
目視フィードバック：オン-オフ
音声フィードバック：オン-オフ

ドアミラー折りたたみのオプションも、有
効/無効が設定可能です。59ページをご覧
ください。

ロック
両方のドア、テールゲート、フュ
ーエルフィラーキャップが閉じ
ていることを確認し、キーフォブ
の ボタンを押します。

	– 両ドアがロックします。 
	– 室内灯（点灯している場合）は消灯し
ます。

	– 10秒後にフューエルフィラーキャップが
ロックします。

	– 45秒後にエンジンが停止し、アラーム
が有効になります。

	– このとき、ロック/アラームインジケータ
ーランプが2秒に1回点滅します。

ドアが完全に閉まっていない状態で車両
をロックしようとすると、目視または音声
によるフィードバックは作動せず、いずれ
のドアもロックされず、アラームも有効と
なりません。

テールゲートを開けたままロックしようと
すると、ドアはロックされ、アラームは作動
しますが、車両をロック解除するとハザー
ドランプは点滅しません。
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注意：  車両の他の部分がロックされ
アラームが有効の場合、テールゲート
を閉めると車両が完全にロックされ
るため、キーフォブをトランクに入れ
たままにしないでください。車両をロ
ック解除するには、別のキーフォブが
必要になります。

ロック解除
キーフォブの ボタンを押し
ます。

	– 両ドア*とフューエルフキャップがロック
解除されます。 

	– ダッシュボードのロック/アラームインジ
ケーターランプの点滅**が停止します。

	– アラームが解除され、エンジンが始動
準備となります。

	– 室内灯が徐々に点灯します（「カーテシ
ー」ポジションに設定の場合）。 147ペ
ージをご覧ください。

*選択したロックオプションによります。59
ページを参照してください。

**盗難未遂が検出された場合を除きま
す。56ページを参照してください。

外側からドアを開ける
車両がロック解除された状態で:
	– ドアのハンドルのフロント部を押します。
	– ハンドルのリア部が外側に旋回します。 
	– ハンドルのリア部を引いてドアを開け

ます。  

自動再ロック
ロック解除後2分以内にドアやテールゲー
トが開けられなかった場合、車両は自動
的に再ロックされ、アラームは再度有効
状態となります。これにより、車両が「意図
せずにロック解除された状態のまま」とな
らないことを確保できます。

キー、ロック、アラーム
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自動ロック
車両が一定速度に達すると、ドアとテール
ゲートが自動的にロックされます。設定オ
プションについては59ページを参照して
ください。

キーフォブが機能しない
車両に近づいて、もう一度ロック解除を試
みてください。

キーフォブがドアをロックまたはロック解
除しない場合は、55ページを参照してく
ださい。

事故時のロック解除
エアバッグ展開の起こった事故の際、乗降
を援助する機能として、キャビン内側から
ロックされたドアは自動的にロック解除
されます。

インテリアドアロック/ロック解除 

ドアスイッチ
ドライバー側ドアパネルにあるセンター
ロックスイッチでドアロック/ロック解除が
できます。

 ボタンを押すと、両側のドアがロック
解除されます。45ページも参照してくだ
さい。 

両方のドアを閉じた状態で、 ボタンを押
してロックします。

発進後のロック
車速が5km/hを超えると自動的にドアを
ロックするというオプションが選択可能で
す。このドアロックは、インテリアドアリリ
ースハンドルが引かれる、もしくはインテ
リアセンタードアロックの  ボタンが押さ
れるまでは、ロックされたままの状態とな
ります。このオプションは、中央ディスプレ
イで変更することができます。59ページを
ご覧ください。 

 キー、ロック、アラーム
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ロック解除–ドアリリースハンドル
内側からロック解除するには、ドアリリー
スハンドルを引いて離し、2回めに引くとド
アが開きます。

キーフォブを使ったテールゲートの解除
キーフォブの ボタンを押
す（約1.5〜2秒）と、テールゲ
ートのラッチが解除され、フュ
ーエルフィラーキャップがロッ
ク解除されます。

	– これでテールゲートを持ち上げ開ける
ことができます。

	– ドアはロックされた状態で、アラームも
稼働しています。 

	– ダッシュボード上のロック＆アラームイ
ンジケーターが消灯し、車両が完全に
ロックされていないことを知らせます。

テールゲートを閉めるときは、キーフォブ
がトランク内に取り残されていないことを
確認してください。 

テールゲートを閉めると、アラームシステ
ムは元の状態に戻ります。

注記: キーフォブの ボタンを約
0.5秒短く押すと、テールゲートを閉じ
たままフューエルフィラーキャップの
ロックが解除されます。

注意： テールゲートを閉めると車両
が完全にロックされるため、車両の
他の部分がロックされアラームが有
効な場合は、 キーフォブをトランクに
入れたままにしないでください。車両
をロック解除するには、別のキーフォ
ブが必要になります。

キー、ロック、アラーム
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スイッチを使ってテールゲートを解除
ステアリングコラムの外側にある ス
イッチを長押しして、テールゲートのラッチ
を解除します。 

これでテールゲートを開けることができ
ます。 

注意：  スイッチを押すとラッチ機構が
解除されるため、誤ってスイッチを押
してしまった場合は、運転または車両
のロック前に手動でテールゲートを
閉じる必要があります。  

テールゲートの リフトアップ
テールゲートのラッチが外れた状態で、テ
ールゲートを完全に上に持ち上げます。こ
のときストラットがリフト時の補助となり、
テールゲートが完全に持ち上げられた位
置に保持します。

アラーム: 換気グリルが熱くなるこ
とがありますので、やけどに注意し
てください。後部トランクルームを使
用する場合、エンジンルーム内の高
温の表面が露出しないようご注意く
ださい。

テールゲートを閉める
テールゲートを下ろし、ラッチが完全に嵌
合するよう、スポイラー中央部をしっかり
と押します。テールゲートを閉めるときは、
キーフォブをトランク内に取り残さないよ
うご注意ください。

テールゲートを閉める前に、人や物などが
取り残されていないことを確認してくださ
い。 また、テールゲートがきちんと閉まら
ないような障害物がないことを確認して
ください。

イグニッションをオンにした状態でテール
ゲートが開いていたり、完全に閉まってい
ない場合は、インストルメントパネル画面
の車両シルエットのディスプレイに 警告
が表示されます。

キー、ロック、アラーム
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荷物の重量
すべてのモデルについて、リアトランクに
積める荷物の最大重量は50kgです。

アラーム: これらの限度を超えると、
タイヤに過大な負荷がかかり、車両
の操縦に影響を及ぼし、事故につな
がる恐れがあります。

注記：必要に応じ、手荷物を保護した
り、固定してください。トランク内で鋭
利なものや重いものが滑ったり転が
ったりすると、車体に損傷を与える可
能性があり、これは車両保証の対象
外となります。

注意：  車両の他の部分がロックされ
アラームが有効の場合、テールゲート
を閉めると車両が完全にロックされ
るため、キーフォブをトランクに入れ
たままにしないでください。車両をロ
ック解除するには、別のキーフォブが
必要になります。

緊急リリースハンドル 

キャビン内
必要な場合は、メカニカルロックを使って
左側のドアを開けてください。 54をご覧
ください。

左側シート後方、左手のリアクォータート
リムパネルにあるアクセスパネルを取り
外します。 

ハンドルを手前にしっかりと引いて、テー
ルゲートラッチを解除します。

緊急リリースハンドルを使用した後は、テ
ールゲートが完全に閉まっていることを確
認するよう特にご注意ください。  

トランク内

（子供が閉じ込められたら）
子供がリアトランク内に閉じ込められた
場合、緊急リリースハンドルがあります。

ランク後部のハンドルを車の右側方向に
向かって引き、テールゲートのラッチを解
除します。

この機能の使い方を子供に教えるかどう
かは、保護者の方が判断してください。

キー、ロック、アラーム
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キーフォブが車両から離れた場合
エンジンがかかっている状態でキーフォブ
が車から離れていると、ドライバーディス
プレイにアラーム記号と通知メッセージ
が表示されます。

車内にキーがありません

両方のドアが閉まると、音声で知らせし
ます。

このメッセージは、キーを車内に戻すか、
ステアリングホイールの右側キーパッドの 

 ボタンを押すか、両方のドアが閉まると
消えます。

キーフォブの電池
電池の寿命は、車やキーの使用頻度によ
って異なります。

年に一度、電池交換をお勧めします。キー
フォブの電池は、以下の場合に必ず交換し
てください。 

	–  のアラーム記号と通知メッセージが
ドライバーディスプレイの画面に表示
される。 

リモートキー バッテリー残
量少

	– 車両から20メートル以内のキーフォブ
からの信号にロックが繰り返し反応し
ない。

電池ケースを開ける
指や親指の爪でバッテリーカバーの端を
押し開き、カバーを持ち上げます。

キー、ロック、アラーム
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電池を取り出す
電池を端から持ち上げて、キーホブから取
り外します。

新しい電池をセットする
電池は、（＋）側が上向きになっていること
を確認してください。電池の端を少し下げ
て電池ホルダーに電池をセットします。

注意：  新しいバッテリーの電気接触
面に指で触れないでください。これ
により、バッテリーの機能が損なわ
れたり、寿命が短くなる可能性があ
ります。

注記：3V、CR2032タイプの電池にの
み交換してください。

電池ケースを閉じる
電池カバーのフック付きの先端をキーフォ
ブケース先端の溝にスライドさせ、電池カ
バーを元の位置に戻します。カチッと音が
すればカバーは確実に閉まっています。

アラーム: 電池が正しく装着されて
いることを確認してください。リモコ
ンキーを長期間使用しない場合は、
電池の液漏れや破損を防ぐため、電
池を取り外してください。電池の破
損や液もれにより、皮膚に触れると
腐食性の傷害を受けることがありま
す。破損した電池を扱うときは、必ず
防護用グローブを使用してください。

アラーム: 電池は、飲み込まれる危険
があるので、子供やペットの手の届か
ないところに置いてください。

アラーム: 電池を分解したり、短絡さ
せたり、裸火の中に投げ入れたりし
ないでください。

アラーム: 充電式でない電池を充電
すると、爆発する恐れがあります。

キー、ロック、アラーム
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アラーム: 使用前にリモコンキーに
破損がないかを確認してください。
バッテリーカバーがきちんと閉まら
ないなど、破損が確認された場合
は、そのキーを使用しないでくださ
い。不良品は、子供の手の届かない
ところに保管してください。

電池を廃棄するときは、必ず公
的なリサイクル回収に出して
ください。他の一般家庭ごみと
一緒に廃棄してはいけません。

緊急キーブレード
キーフォブには着脱式のキーブレードが
内蔵されており、車両電気、キーフォブ、 車
両電気系統の故障時に、左側ドアを手動
でロック解除してキャビン内にアクセスす
ることができます。

1

2 3

キーブレードの取り外し
1 指や親指で、キーフォブの側面にあ

るリリースボタンを長押しします。

2 キーフォブの端のパネルが開きます。

3 キーブレードをキーフォブケースから
引き出します。

キーブレードの再セット
キーブレードをキーフォブのケースに戻
し、カチッと音がするまでスライドさせ、カ
バーの端部を閉じます。

キー、ロック、アラーム
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緊急キーブレードの使い方

1
2

3/4

5

左側ドアのロック解除
1 左側ドアハンドルのフロント部を押

し、ロックが見えるようにハンドルの
後部を持ってください。

2 キーブレードをロックに挿入します。

3
キーブレードを反時計回りに1/4回
転させます。

4
キーブレードを時計回りに回転さ
せ、元の位置に戻します。

5 キーブレードをロックから外し、ハ
ンドルをドアから離すようにリリー
スします。 

	– ハンドルを引くとドアが開きます。
	– キャビン内に入ると、右側のドアはイン
テリアリリースハンドルで開けることが
できます。

左側ドアのロック
ロック解除の手順1、2、4、5を行いますが、
キーブレードは手順（3）で見る時計回りの
反対方向ではなく、時計回り方向に1/4回
転させます。

注記: 右側ドアは、キーフォブまたは
車両電気系統の故障前に設定され
たセンタードアロックシステムのロッ
ク状態またはロック解除状態のいず
れかに留まり、センタードアロック操
作が完全に回復するまで変更するこ
とはできません。  

車両アラームを無効にする

注記：緊急用キーブレードを使ってド
アをロック解除し開けると、アラーム
が鳴ります。

	– キーフォブをセンターコンソールのアー
ムレスト内収納部後方にある凹部に置
きます。 

	– スタートボタンを押します。
	– アラームサイレンが消音され、アラーム

が無効になります。
車の始動に関しては 181ページをご覧く
ださい。

キー、ロック、アラーム
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アラーム
アラームが有効の場合は、次の場合にア
ラームを警鐘します。

	– ドアまたはテールゲートが開く。
	– キャビン内で動きを検知した（動作検知

器を装備の場合*）。
	– 車両が持ち上げられた、または牽引さ
れた（傾斜検出器を装備の場合*）。

	– スターターバッテリーケーブルが外さ
れた。

	– サイレンが切断された。
*装備の場合。

アラーム警鐘信号
アラームが鳴った場合：

	– アラームサイレンは30秒間、またはアラ
ームが解除されるまで鳴り続けます。

	– ハザードランプは5分間、またはアラー
ムが解除されるまで点滅します。

	– アラーム警鐘の原因が解決されない場
合、このアラームのサイクルは最大10回
繰り返されます。

イモビライザー
イモビライザーシステムは、運転権限のな
い人が車両を始動させることを防止する
ためのものです。正しいキーフォブでなけ
れば、車両を始動させることはできません。 

エンジン始動時にキーがない場合、また
は間違ったキーが検出された場合、ドライ
バーディスプレイにアラーム記号と通知メ
ッセージが表示されます。

キーが見つかりません ロック＆アラームインジケーター
ダッシュボード上のLEDの点滅の速さによ
って警報システムの状態を表示します。

点滅しない
アラームが設定されていない。

2秒ごとに点滅
アラームが設定されている。

アラーム解除後急速に点滅：
アラームが鳴ってLEDが最大30秒間、ま
たはイグニッションポジション I が起動す
るまで、急速点滅。181ページを参照。

キー、ロック、アラーム
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モーションセンサーとチルトセンサー
装備している場合、このセンサーはキャビ
ン内の動きや車を持ち上げたり牽引した
りしようとしたときに反応します。

キャビン内で動きが検出されると、モーシ
ョンセンサーがアラームを発します。空気
の流れも動きとして検出されるため、車両
のロックやアラーム起動時には、ドアの窓
を閉めておく必要があります。 

車両を輸送中（牽引・回収業者、列車、フ
ェリーなど）は、輸送中の動きによりアラ
ームを発する可能性があるため、モーシ
ョンセンサーとチルトセンサーを解除して
ください。

モーションセンサーとチルトセンサーを一
時的に停止するには、 58ページの「アラ
ームレベルの低減」を参照してください。

アラームシステムの故障
アラームシステム内で故障が検出された
場合、ドライバーディスプレイにアラーム
記号と通知メッセージが表示されます。

アラームシステム センサーの
不具合

表示された場合は、ロータス正規ディーラ
ーまでご連絡ください。 

アラームの起動
ドアとテールゲートの両方が
閉まっていることを確認し、キ
ーフォブの  ボタンを押してく
ださい。

	– 両ドアがロックされ、イモビライザーが
作動し、アラームが有効になります。

	– ロック＆アラームインジケーターが2秒
ごとに1回点滅します。56ページを参
照してください。

アラームの解除
キーフォブの ボタンを押し
ます。

	– ドアロックを解除します*。
	– ダッシュボードのロック/アラームインジ
ケーターの点滅が停止します*。

	– アラームが解除され、エンジンが始動
準備となります。

*選択したロックオプションによります。 
59ページを参照してください。

キー、ロック、アラーム
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**盗難未遂が検出された場合を除きま
す。56ページを参照してください。

稼働中のアラームをオフにする
次のいずれか：

	– キーフォブの ボタンを押
します。

	– スタートボタンを押して、イグ
ニッションポジション I にセッ
トします。181ページを参照。

アラームの自動再起動
ロック解除後2分以内にドアやテールゲー
トが開けられなかった場合、車両は自動
的に再ロックされ、アラームは再度有効
状態となります。これにより、意図せずに
車がロック解除されたままになったり、ア
ラームシステムが解除されたりすることが
ありません。

市場によって、運転席のドアがロックされ
ずに開閉された後、一定時間後に自動的
にアラームが作動するものがあります。

この設定は中央ディスプレイで変更可能
です。59ページを参照してください。

アラームレベルの低減
これにより、モーションセンサーとチルト
センサーを一時的に停止させることがで
きます。

人や動物がロックされた車両内に残さ
れる、または車両の輸送中（牽引・回収業
者、列車、フェリーなど）の場合、動きによ
ってアラームが鳴る可能性があるため、ア
ラーム解除が必要な場合があります。 

この設定は中央ディスプレイで変更可能
です。59ページを参照してください。

ロック解除後、ドアが閉じたまま再ロック
された場合、アラームはアラームレベルを
下げた状態を維持します。

キー、ロック、アラーム
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アラーム/ロックプリセットのオプション
中央ディスプレイの「グローバル設定とア
プリのオプション」ボタンのサイドバーか
ら、以下を選択します。車>セキュリティ。

詳細については、 128 ページを参照して
ください。

キー、ロック、アラーム
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ドライバーディスプレイ
1 スピードリミッターまたはクルーズコン

トロールのオプションを選択。86。
2 タコメーター（RPM）。69。 
3 パフォーマンスギアシフト&ローンチコン

トロールインジケーター。 70および 72。
4 速度計。69。
5 ウィジェットのオプションと通知。 76。
6 選択ギアと走行モード。 72と 72。
7 システムステータスとアラームランプ。 

62。方向指示器。 144。 
8 時計。 68。
9 燃料ゲージ。 67。
10 ドライバーアシスタンスのオプション。105.
11 エンジン冷却水温度。 68。
12 外気温度。 69。

中央ディスプレイについては、124ページ
をご覧ください。

ツアーモード

スポーツモード

0.0

0.0

0.0

0.0

1/2

2
1

3 5 7

0 9

4 6

8

+23.4˚c12:21 pm 219 km 87˚c

スポーツM 3
R P M × 1 0 0 0

133
km/h
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トラックモード
(装備の場合)。

1 トラックウィジェット 78.
2 タコメーター（RPM）。 69。 
3 パフォーマンスギアシフト&ローンチコン

トロールインジケーター。 69および 72。
4 ドライバサポートメニュー。 86。
5 選択ギアと走行モード。 72と 72。
6 速度計。69。

7 ウィジェットのオプションと通知。 76。
8 システムステータスとアラームラン

プ。 62。方向指示器。 144。 
9 時計。 68。
10 燃料ゲージ。 67。
11 エンジン冷却水温度。 68。
12 外気温度。 69。

表示記号
インストルメントパネル内で、以下のいず
れかを表示します。
ステータス：システムまたはコントロール
が選択された（方向指示器、クルーズコン
トロールなど）。
アラーム: 車両システムの不具合の可能
性（ブレーキフルードレベルやエンジンオ
イルレベルの低下など）。 

インジケーターチェック 
すべてのアラームシステムが作動している
ことを確認するために、警告用の記号が
イグニッションモードⅡのときに約3～6秒
間点灯します。 181ページを参照してくだ
さい。インジケータが点灯しない場合は、
直ちにロータスのディーラーまでご連絡
ください。  

アラーム記号の点灯 
運転中、アラーム記号が点滅または一定
点灯している場合は、該当するシステム
の作動に不具合があることを示します。ア
ラーム記号の点灯は無視してはいけませ
ん。直ちにロータスディーラーへご連絡く
ださい。

ディスプレイ、アラーム、ゲージ
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ディスプレイ、アラーム、ゲージ

システム状態を表す表示記号 記号 説明
情報/通知
ドライバーディスプレイのテキス
トと記号などに連動して琥珀色
に点灯します。
パーキングブレーキ
パーキングブレーキをかけると
赤く点灯します。197ページ。
左右の方向指示器 
方向指示器またはハザードラン
プが点灯 しているときは、緑に
点滅します。144ページ。
ポジションランプとロービーム
ランプ
ポジションランプとロービーム
ランプ が作動すると緑に点灯し
ます。142ページ。
ハイビームランプ
ハイビームランプ が作動すると
青に点灯します。ページ 143.

記号 説明
リアフォグランプ
リアフォグランプ が作動する
と琥珀色に点灯します。144ペ
ージ。
アクティブ・メインビーム
(利用可能な場合）
選択中は白く、アクティブの時は
青く点灯します。  143ページ。
エレクトロニック・スタビリテ
ィ・コントロールOFF
安定性プログラムが手動でオフ
にされた場合、琥珀色に点灯し
ます。196ページ。 

ESC
TRACK

ESCトラック
トラックドライブモードの選択
時、琥珀色に点灯します。201
ページ。 
シートベルトリマインダー
シートベルトが着用されていな
い場合、赤く点灯または点滅し
ます。32ページ。 
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記号 説明
助手席エアバッグ ON
助手席エアバッグが作動し赤く
点灯して、大人が助手席に安全
に座れることを示します。ブース
タークッションに子供を座らせ
てはいけません。エアバッグが
有効な時は、助手席で後向きの
チャイルドシートを使用しては
絶対にいけません。38ページ。
助手席エアバッグ OFF
助手席エアバッグが無効とな
り、琥珀色に点灯し、後ろ向きの
チャイルドシートにいる子供が
助手席に安全に座れることを示
します。38ページ。
燃料レベル低下
燃料タンク内の燃料が少なくな
ると、琥珀色に点灯します。67
ページ。

アラーム記号の点灯 記号 説明
一般的なアラーム三角形
車両の安全性や走行性に影響
を及ぼす可能性のある故障が
検出された場合、他のアラーム
と連動して赤く点灯します。同
時にドライバーディスプレイに
説明文が表示される場合があ
ります。 
ブレーキ故障
ブレーキフルードレベルが過
度に低下している場合、また
はブレーキシステムに異常が
検出された場合、赤色に点灯
します。
琥珀色に点灯し、電動パーキン
グブレーキシステムの故障が検
知されたことを通知します。
エレクトロニック・スタビリテ
ィ・コントロール
スタビリティプログラムが手動
でオフにされた場合、琥珀色に
点灯します。196ページ。

ディスプレイ、アラーム、ゲージ
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記号 説明
故障 
琥珀色に点灯します。運転中に
点灯したままの場合は、車両の
排出ガスシステムの故障が検
出されています。直ちに減速し、
ロータス・ディーラーに相談し
てください。不要な移動はすべ
て避けてください。

触媒コンバーターの過熱によ
る損傷を引き起こす可能性の
ある故障が発生したときに点
滅します。直ちに減速し、停止
準備をしてください。ランプの
点滅が止まり点灯し続ける場
合は、慎重に対処し、ロータス・
ディーラーにご相談ください。 
ランプが点滅し続ける場合は、
安全確認後に車両を停止させ
エンジンを切ってください。ロ
ータスの正規ディーラーにご相
談ください。

記号 説明
アンチロック・ブレーキ・システ
ム（ABS）        
システムが動作していない場
合、琥珀色に点灯します。車両
の通常のブレーキシステムは作
動し続けますが、ABS機能はあ
りません。194ページ。
油圧
赤く点灯します。エンジン始動
後、ランプが消えない場合、また
はエンジンがオンの際に点灯し
た場合は、ただちに、安全確認
後エンジンを切っていください。
原因解明されるまで再起動し
ないでください。
冷却水温度
詳細については、 68 ページを
参照してください。

記号 説明
充電 
エンジン稼働中にバッテリーが
充電されていない場合、赤色に
点灯します。エンジンの冷却に
も影響を及ぼし、エンジンが急
速に過熱する恐れがあるため、
できるだけ早く車を停止しすぐ
にエンジンを切ってください。
エアバッグ
赤く点灯します。ランプが点灯し
たまま、あるいは走行中に点灯
した場合は、エアバッグもしくは
プリテンショナーシートベルト
システムの故障が検知されたと
いうことです。直ちに修理を行う
必要があります。36ページ。
ワイパーの故障
ワイパーシステムの障害が検
知されると、赤色に点灯しま
す。150ページ。

ディスプレイ、アラーム、ゲージ
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記号 説明
タイヤ空気圧システム
タイヤの空気圧が低すぎる場
合、琥珀色に点灯します。ウィ
ジェットのオプションで選択す
ると、ドライバーディスプレイに
表示することができます。235
ページ。

タイヤ空気圧システムに欠陥
がある場合、記号が約1分間点
滅した後、常時点灯し、システ
ムが意図した通りにタイヤ空気
圧の低下を検出できない、ある
いは警告できないことを示して
います。
ブレーキランプの故障
ブレーキシステムの不具合が
検出されると、琥珀色に点灯
します。
方向指示器の故障 
方向指示器システムの故障が
検出されると、赤色に点灯しま
す。144ページ。

記号 説明
車線逸脱警告
(利用可能な場合）
機能が無効になると、琥珀色に
点灯します。106ページ。
前方衝突警告
(利用可能な場合）
機能が無効になると、琥珀色に
点灯します。115ページ。

133
km/h

54

ヘッドランプシステム 不具合

戻る

:21 pm 219 km
1/2

メッセージ
特定の記号は、チャイム、メッセージ、アイ
コンがドライバーディスプレイの中央また
は右側に優先的に表示されます。 

メッセージは、車両システムの起動、車両
情報が利用可能、またはシステム障害の
検出についてのいずれかを示します。 

このメッセージにより、ドライバーに取る
べき措置を知らせます。 

メッセージの中には短時間簡単に表示し
てその後通知として保存されるものもあ
りますが、関連するメッセージ記号は、そ
の故障が改善されるまで、または次のドラ
イブサイクル（エンジンを切って再びオン
にする）まで点灯したままになります。 
故障が改善されたり、対策（ウォッシャー
ボトルの補充やシートベルトの装着など）

ディスプレイ、アラーム、ゲージ
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がとられると、メッセージは自動的に削除
されることがあります。

安全性や深刻なシステム故障を示すメッ
セージについては、ドライバーがステアリ
ングホイール右側キーパッドの 確認ボ
タンを押してメッセージを確認するまで
は、継続表示されます。

保存された通知を見るには、82 ページを
参照してください。

35 km
1/2

1/2

218 km

燃料ゲージ
ゲージライン内の白いゾーンは、燃料タン
ク内の燃料の量を表しています。燃料が消
費されると、白（ベージュ）ゾーンの長さが
短くなります。

使用可能な燃料で算出した走行可能距
離の目安である燃料レンジは、  記号の
横に表示されます。平均燃費と瞬間燃費
を表示することも可能です。 77ページを
ご覧ください。

燃料の残りが約6リットルになると、インス
トルメントパネルの 記号が琥珀色に点
灯し、ドライバーディスプレイには通知メ
ッ セージが表示されます。 63ページをご
覧ください。 

 記号が点灯した場合は、次の給油機会
に充填してください（208ページを参照）。
残りの燃料は緊急の場合にのみとします。
この残量分を使用すると、断続的に燃料
が枯渇してしまい、エンジンに損傷を与え
る可能性があります。このような場合は、
エンジン負荷とコーナリングフォースを最
小限に抑えるよう走行スタイルを変更す
る必要があります。 

燃料タンク内の燃料残量により、充填量
が「テクニカルデータセクション」に示さ
れる指定タンク容量より少なくなることが
あります。

注意：  触媒コンバーターや燃料ポン
プを損傷する 恐れがあるので、タンク
が完全に空になるまで運転しないで
ください。この結果生じた不具合は、
新車保証の対象外となります。

ディスプレイ、アラーム、ゲージ
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エンジン冷却水温度計
冷却水の温度が高くなると、白ゾーンの長
さが長くなります。現在冷却水温度も  
温度記号の横に表示されます。

冷却水の温度が過剰に高くなるとゲージ
ラインは赤くなり、  記号が赤く点灯し
て、1秒間チャイム音とともに通知 メッセ
ージがドライバーディスプレイに表示され 
ます。 66ページもご覧ください。

ドライバーディスプレイに表示されるエン
ジン冷却水温度の通知メッセージの指示
に従ってください。これらのメッセージに
は、エンジンの損傷を防ぐために直ちに停
車し、エンジン停止させることも含まれて
いる場合があります。 

時計
時計はドライバーディスプレイと中央ディ
スプレイの両方で表示されます。

ドライバーディスプレイでは、時計は画面
の左下に表示されます。日時設定のオプ
ションについては、124ページを参照して
ください。

ディスプレイ、アラーム、ゲージ
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外気温度
画面右下に外気温度の読み取り値が
表示されます。設定オプションについて
は、124ページを参照してください。

停車状態のままでは、表示の外気温度の
読み取り値が高すぎるものとなる場合が
あります。 

 外気温が-5℃～+2℃の場合、雪の結晶
記号とアラームメッセージが表示され、 
1秒間のチャイム音が鳴ります。 

速度計
メインディスプレイに表示の速度の単位
は、mph または km/h に変更可能です。
中央ディスプレイから単位を選択して変
更します。グローバル設定とアプリのオプ
ション → システム → 単位。 128 ページと 
133.ページを参照してください。

注記: これにより、オドメーターの距
離単位もトリップコンピューターのウ
ィジェットディスプレイの該当する値
に変更されます。

トリップコンピューターのウィジェットオプ 
ションでデュアル速度単位を選択すると、 
代わりの速度単位がウィジェットディスプ
レイ に表示されます。 77ページを参照し
てください。

ツアードライブモード

スポーツドライブモード

トラックドライブモード

タコメータ
1分間あたりのエンジン回転数を（rpm）
で表示します。

表示されるタコメーターのレイアウトは、
選択した車両のドライブモードによって異
なります。  

ゲージ線内の白ゾーンは、その時のエン
ジン回転数を表しています。エンジン回転
数が上がると、白ゾーンが長くなり、回転
数×1000の速度桁が点灯します。 

LOTUSロゴが点灯し始め、エンジン回転
数が上がるにつれて明るくなります。

ディスプレイ、アラーム、ゲージ
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タコメーターの「赤線ゾーン」の部分は、
エンジンの安全作動回転数を超えた回転
数を表しています。

最高回転数の表示は、選択したドライブモ
ードによって異なる場合があります。

エンジンが安全最高回転数に接近した
り、それを上回ったりすると、ゲージ線とす
べての速度桁が赤く点灯します。

﻿
冷間時のエンジン回転数 
V6モデルの最大エンジン回転数は、エン
ジンのウォーミングアップ中、正常な運転
温度に達するまで最大6,000 rpmまで徐
々に上がり続け、エンジンウォームアップ
中、赤線ゾーンに修正された最大回転数
値が表示されます。

注意：  損傷や摩耗の可能性を低減す
るために、通常の走行温度に達する
前にスロットルを大きく開けたり、エ
ンジン回転数を上げるといった運転
は避けてください。

注意：  最高エンジン回転数での連続
運転はおやめください。不正確なギア
チェンジや早期のギアダウンによるオ
ーバースピードから、エンジンを保護
することはできません。このことは、車
両保証対象外のエンジン故障を引き
起こす原因となります。

97
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2 3 5 74 6

219 km 87˚c

M 50.0

0.0

0.0

0.0

シフト

パフォーマンス・ギアシフト・ライト
この機能により、ドライバーは最適なシ
フトアップのポイントを確認することがで
き、どのギアでもエンジンとトランスミッ
ションが最大限の加速を実現させるとと
もに、エンジン回転数が上昇しすぎた場
合にはドライバーに警告を発することが
できます。

注記：オートマチックトランスミッショ
ン車の場合、マニュアルモードを選択
した場合のみ選択可能です。  

燃費向上のためのギアシフトインジケー
ターの詳細については、72ページを参照
してください。
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アップシフトインジケーターポイント
エンジン回転数が上がり、最初のシフトレ
ベルポイントに達すると、上側のドライブ
モードインジケーターラインがパフォーマ
ンスシフトライトに切り替わり、白色にな
ります。
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同じギアに入れたままエンジン回転が
上がり続けると、2番目のシフトレベルに
到達し、アウターシフトブロックが点灯し
ます。
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続けて同じギアに入れたままエンジン回
転が上がり続けると、3番目のシフト、イン
ナーレベルシフトブロックが点灯します。
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エンジン回転数の上昇に伴い、パフォー
マンスシフトラインとシフトブロックがゆ
っくりと点滅し、 シフト  がドライバーに理
想的なシフトポイントに到達したことを知
らせます。
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ギアシフトの指示を無視しエンジン回転
数が最終シフトポイント超えると、パフォ
ーマンスシフトラインとブロックの点滅が
速くなります。

ディスプレイ、アラーム、ゲージ
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ギア表示 
ギアインジケーターは、現在選択中のギ
アポジションを表示します。

マニュアルトランスミッション車
表示:
ニュートラル 
リバース 
ギア1 ～ 6

3 ツアー

3 ツアー

87˚c

0.0

0.0

0.0

0.0
M 3 ツアー

87˚c

M 3 ツアー

A D ツアー

76

8

M 3

87˚c

76

8

スポーツM 3

トラック

km/h

M

8

53

4 5 6

3
6 km

オートマチックトランスミッション車
自動モード表示:
P –パーク 
R –リバース 
N –ニュートラル 
D –ドライブ

3 ツアー

3 ツアー

87˚c

0.0

0.0

0.0

0.0
M 3 ツアー

87˚c

M 3 ツアー

A D ツアー

76

8

M 3

87˚c

76

8

スポーツM 3

トラック

km/h

M

8

53

4 5 6

3
6 km

マニュアルモード表示: 
ギア1 ～ 6
‘M’ -マニュアルモード
も表示される。

3 ツアー

3 ツアー

87˚c

0.0

0.0

0.0

0.0
M 3 ツアー

87˚c

M 3 ツアー

A D ツアー

76

8

M 3

87˚c

76

8

スポーツM 3

トラック

km/h

M

8

53

4 5 6

3
6 km

3 ツアー

3 ツアー

87˚c

0.0

0.0

0.0

0.0
M 3 ツアー

87˚c

M 3 ツアー

A D ツアー

76

8

M 3

87˚c

76

8

スポーツM 3

トラック

km/h

M

8

53

4 5 6

3
6 km

ギアシフトインジケーター
高いギアで燃費を向上させながら必要な
パフォーマンスが得られる場合、現在選
択のギアの横にシフトアップの矢印が点
灯します。

オートマチックトランスミッション車の場
合、この機能は「マニュアルギア選択モー
ド」が選択されているときのみ作動しま
す。189ページを参照してください。

ドライブモード表示
ドライバーディスプレイは、現在選択した
ドライブモードにリンクされています。61
ページを参照してください。 

ディスプレイ、アラーム、ゲージ
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ロータス・ローンチコントロール
ロータス・ローンチコントロールが搭載さ
れている場合のみ選択可能です。 

この機能は、エミーラV6オートマチック・ト
ランスミッション・モデル、または8速デュ
アル・クラッチ・トランスミッション・システ
ムを搭載したエミーラ4気筒モデルのみに
適用されます。
 

注意： エミーラ4気筒モデルの場
合、1000 milesを超えるまではロー
タス・ローンチコントロールを使用し
ないでください。詳細については、204
ページの「ならし運転」の項目も参照
してください。

ロータス・ローンチコントロールは、エミ
ーラV6モデルのすべてのドライブモードで
作動します。エミーラ4気筒モデルの場合
は、スポーツモード、もしくはトラックモー
ドでのみ作動します。

この機能は、トラックモードに設定するこ
とでエンジントルクを最大にし、発進から
最速の加速を実現します。

アラーム: いかなる場合でも、この機
能を公道で使用しないでください。

ロータス・ローンチコントロールの準備
ロータスのローンチコントロールを実行
するには、以下の車両条件を満たす必要
があります。

	– 車両は静止しドアを閉めた状態である
こと。

	– エンジンオイル、冷却水、およびトランス
ミッションフルードはすべて、正常な動
作温度範囲にあること。

	– ステアリングホイールが直進位置にあ
ること

	– すべてのタイヤの空気圧が推奨範囲内
であること。

	– MIL （誤動作表示灯）またはスタビリテ
ィ記号の点灯を引き起こすようなシステ
ム障害が存在しないこと。詳細について
は、64ページを参照してください。

	– 現在の車両走行距離が800 km以上で
あること。（エミーラV6モデルのみ）。

注記：エミーラV6モデルの場合、その
他の条件を満たしていても、車両走
行距離が800kmを超えないとロー
タスローンチコントロールは起動で
きません。

ディスプレイ、アラーム、ゲージ
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ディスプレイ、アラーム、ゲージ

ロータス・ローンチコントロールの起動
エンジンがアイドリング回転の状態で：
1.	パーキングブレーキを解除します。
2.	左足でブレーキペダルをしっかり踏み

込みます。
3.	トランスミッションをオートマチックモー

ドにして、D –ドライブを選択します。
4.	左足をブレーキペダルに置いたまま、右

足でアクセルペダルを素早く完全に踏
み込みます。エンジン回転数が設定値
まで上昇します。

ローンチコントロールの準備条件がすべ
て満たされていない場合、ドライバーデ
ィスプレイに通知メッセージが表示され
ます。

2 3 5 7

8

4 6

起動

0.0

0
km/h

ツアー

2 3 5 7

8

4 6

A D0.0

0.0

0.0

準備条件と起動条件がすべて揃うと、上
側のドライブモードインジケータラインが
白に変わり、ほぼ瞬時にロータイマーに
切り替わります。

ローンチタイマーはカウントダウンを続
けます。ローンチモードが準備できると、 

ローンチ  が表示されます。   

アクセルペダルをしっかりと踏み続けた
状態で、左足をブレーキペダルから離しま
す。車両はローンチスタートを発揮し、最
大限の加速を発揮します。
エンジンオイル、冷却水、トランスミッショ
ンフルードが正常な作動温度範囲に戻っ
た後、さらに制御されたローンチを発揮
します。

ロータス・ローンチコントロールの解除
加速中
アクセルペダルを離すか、ブレーキペダル
をかけます。

静止中
アクセルペダルを離すか、ローンチコント
ロールが解除されるまで約5秒間待ちま
す。ドライバーディスプレイに「ローンチモ
ード解除」というメッセージが表示され
ます。

または
73ページに示される、1つ以上のローンチ
コントロールのパラメータが満たされなく
なった場合。



ドライバーディスプレイのウィジェット
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ウィジェットのオプション
ドライバーディスプレイのウィジェットは、ステアリングホ
イール右側のキーパッドで操作します。また、中央ディス
プレイの画面でも見ることができます。137ページをご覧
ください。

アラーム:  運転中はこれらのシステムのオプション
に気を取られないでください。事故を起こす要因と
なります。

	– ボタンを押すかスワイプすると、ウィジェットのオプシ
ョンが表示されます。

	–  は、ウィジェットの他の画面オプションが利用可
能な場合、ウィジェットの下に表示されます。

	– 利用可能なウィジェットを表示するには、  ボタンを
押すか、 ボタンを  スワイプします。

	–  ボタンを押してオプションを選択します。 
	– を押して、利用可能なメニュー設定オプションにア
クセス。 

	– 他の機能がアクティブでない場合、 ボタンは音量
調節として機能します。 

ボタンを下にスワイプすると音量レベルが最小に、上に
スワイプすると中レベルになります。

ドライバーディスプレイのウィジェット

パフォーマンス
 78ページを参照してください。 

0:00.00

                      

ラップタイマー
 79ページを参照してください。 

車両状態
82ページを参照してください。 

999999

1234.5 

1234.5 

トリップコンピュータ
81ページを参照してください。  

 ブランク

メディア
83ページを参照してください。 

電話
84ページを参照してください。 
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オドメーター

6389 km

1234.5 トリップA

1234.5 トリップB

トリップコンピュータ
オドメーター画面

オドメーター 
車両の総走行距離を表示します（リセッ
ト不可）。

﻿

トリップA トリップA を最後に手動でリセ
ットしてからの走行距離が表
示されます。

トリップB 1回の走行距離、または最後
に給油してからの走行距離を
表示するように設定すること
ができます。 

ドライバーディスプレイのウィジェット

トリップB

1 99.9 69.9 3
l/100km l/100km

42 1234.5 123
km km/h

トリップAとBの画面
画面には以下が表示されます。

1 瞬間燃費。

2 トリップAの画面:
トリップA を最後に手動でリセットし
てからの走行距離。

2 トリップBの画面:

現在のドライブサイクルまたは前回
の燃料タンク給油時の走行距離。

3 前回のトリップがリセットされてから
の平均燃費。

4 平均速度またはデュアル速度表示。 
69ページもご覧ください。.
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性能 
76ページにあるように、ステアリングホイールの右側キーパッドの操作で、ウィジェットのメニュー画面を表示します。

G-フォースメーター
B

L R

A

A -加速
B -ブレーキ
L -左
R -右

車両が現在受けている方向性Gフォースは、異なるレベルのGフォースを示す円内
の領域を移動する際に、赤い点で示されます。 

 を押すと、現在のドライブサイクルで到達した最大Gフォース値（gとして測定）
が表示されます。

パフォーマンスゲージ ダウンフォースゲージ
パワー 215 bhp

トルク 240NM 

ブースト 24 %

 または   を押すと、現在のエ
ンジン性能データが表示されます。

 または   を押すと、現在のダウンフォー
スが表示されます。ダウンフォースが増すにつ
れ、車両の上の点灯した気流ラインの数が増
加します。 

トラックツール
トラックツール

タイヤ空気圧                                    

G-フォースメーター                         

パフォーマンスゲージ                     

このメニューは、トラックモードのオプションが搭載されている車両で利用できます。
 または   を押すと、トラックツールトが表示されます。 
 または  を押してから、  を押してオプションを選択します。 

ドライバーディスプレイがトラックモードの場合、画面左側に選択中のトラックツール、右側には選択中のそ
の他のメニューが表示されます。

ドライバーディスプレイのウィジェット
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ラップタイマー 
76ページにあるように、ステアリングホイールの右側キーパッドの操作で、ウィジェットのメニュー画面を表示します。

   セッションの開始
ラップタイマー

- -:- -.-
センタースクリーンで起動

新しいイグニッションサイクルの最初
のセッションは、センターディスプレイ
から起動する必要があります。137ペ
ージをご覧ください。

ラップタイマー

ラップ 1

00:00.13
ストップ                             ラップ                             

現在のラップ番号は、起動したタイマーの上
に表示されます。

ラップタイムを記録 新しいラップを開始
ラップタイマー

ラップ 1

00:46.32
 00:46.32

ストップ                             ラップ                             

ラップボタンが強調表示されている状
態で、もう一度  を押すと、タイマー
が停止し、ラップタイムが記録されま
す。もしこれが最初のラップであれば、
現在のベストラップタイムとして記録
されます。 

ラップタイマー

ラップ 2

0:00.00
 00:46.32

ストップ                             ラップ                             

ラップボタンが強調表示されている状態で、 
を再度押すと新しいラップが開始され、再

度押すとタイマーが停止します。

ラップタイマー

+00.00/15

00:46.47
 00:46.32

ストップ                             ラップ                             

ラップ登録時にベストラップタイムが
ある場合は、前回のラップタイムと今
回のセッションのベストラップタイム
の時間差が10秒間表示されます。

+00.00/15

00:46.47
 00:46.32

- 00.00.45

00:45.47
 00:46.32

現在のラップタイムがベストラップとして登
録されたラップタイムより遅い場合、そのタ
イム差は赤色で表示されます。
より速いラップタイムを達成した場合、タイ
ム差は緑色で表示されます。 

ドライバーディスプレイのウィジェット
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ラップを止める
ラップタイマー

ラップ 2

00:46.47
 00:46.32

ラップ                 ストップ                            

ラップ中にタイマーを停止し、ゼロにリセ
ットすることができます。 

  で停止ボタンを強調表示します。 
 を押すと、タイマーを停止します。

ラップタイマー

ラップ 2

00:46.47
 00:46.32

スタート              終了                         

そのラップのタイマーはゼロにリセットさ
れ、停止ボタンが開始ボタンに変わります。
開始が強調表示されている状態で  を押
すと、そのラップのタイマ ーが再開されます。

セッションの終了 セッションの保存
ラップタイマー

ラップ 2

0:00.00
 00:46.32

スタート              終了                         

上記のように、  で停止ボタンを強調表
示します。
もう一度スワイプすると、終了ボタンが強
調表示されます。

 を押して、セッションを終了します。

ラップタイマー

セッションを\n保存しますか?

はい              いいえ                         

セッションを保存するかどうかを確認する
メッセージが表示されます。

  で、はい または いいえ を強調表示
し、 を押して選択します。 

セッションを\n保存しました。

OK                 

セッションを保存できません。

OK                 

はいを選択した場合、セッションが保存さ
れたことを確認するメッセージが表示さ
れます。
いいえを選択した場合は、プロンプトが表
示されます。
また、セッションが保存されると、センター
の表示画面に通知が表示されます。

ラップタイマー

0:00.00

スタート                             

ラップタイマスタートメニューが表示され
ます。

 を押して、新しいセッションを開始します。
 または   を押すと、別のメニュー項

目が表示されます。

ドライバーディスプレイのウィジェット
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トリップコンピュータのリセット
76ページにあるように、ステアリングホイールの右側キーパッドの操作で、ウィジェットのメニュー画面を表示します。

ﾄﾘｯﾌﾟA
ﾄﾘｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

トリップA                                                                        

トリップB                                                                            

速度表示                                                               

トリップメニューから、   または  
 を押して、トリップコンピューター

を表示します。
次に、  または   を押して、トリッ
プAを強調表示し、  を押して選択
します。
 

  トリップA

走行距離リセット                                                        

燃料コムリセット                                                             

平均速度リセット                                               

全データリセット                                                

 または   を押してリセットオプショ
ンを強調表示し、  を押して選択します。

注記：トリップAのオプションはすべて、ラ
イトスイッチの端にあるリセットボタンを
押してもリセットできます。 144ページを
ご覧ください。

トリップB
トリップコンピューター

トリップA                                                          

トリップB                                                   

速度表示                                                              

トリップコンピューターのメニュー
から、  または   を押して トリッ
プB を強調表示し、  を押して選択
します。

ﾄﾘｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

トリップA                                                  

トリップB                                                           

 または   を押してリセットオプショ
ンを強調表示し、  を押して選択します。

速度表示
ﾄﾘｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

トリップA                                                          

トリップB                                                                     

速度表示                                                         

トリップコンピューターのメニューか
ら、  または   を押して「速度表
示」を強調表示し、  を押して選択
します。

速度表示

平均走行速度                                        

デュアル速度ユニ                                           

 または   を押して速度オプションを
強調表示し、  を押して選択します。

ドライバーディスプレイのウィジェット
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﻿
車両状態
76ページにあるように、ステアリングホイールの右側キーパッドの操作で、メニュー画面を表示します。

タイヤ空気圧 エンジンオイルレベル* 車両ステータス 通知
タイヤ空気圧 車両ステータス

整備期限:
1300 マイル / 149 日

アラーム

x
アラームメッセージ

有効

表示                                              

最初のメッセージ

戻る                                              

    またはr  またはr   またはr   
 または  を押し 

てメッセージ表示。

タイヤ空気圧監視システム。235ページを参照してください。

*エミーラ4気筒モデルのみ 222ページをご覧ください。

サービス期日。214ページを参照してください。

通知。66ページを参照してください。

最終メッセージ

戻る                                              

を押して終了

アラーム

x
アラームメッセージ

有効

表示                                              

ドライバーディスプレイのウィジェット
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﻿ メディア 
76ページにあるように、ステアリングホイールの右側キーパッドの操作で、ウィジェットのメニュー画面を表示します。
詳細については、別途インフォテインメントブックレットを参照してください。メディアメニューから次を選択できます。

ラジオ Bluetooth

ラジオ局名
周波数 Hz

AM/FMラジオから選局してください。 
放送局名、曲名、アーティスト名 
がある場合は表示されます。

曲名
アーティスト名

メディアは、Bluetoothで接続された適切なデバイス
から再生することができます。
アルバムジャケット、曲名、アーティスト名がある場合
は、表示されます。

Apple CarPlay Android Auto

曲名
アーティスト名

曲名
アーティスト名

Apple CarPlayやAndroid Autoのアプリケーションは、適切なデバイスをインフォテインメ
ントシステムとペアリング、もしくはUSBコネクターで接続することで利用可能です。
ドライバーディスプレイに表示される情報は、選択したアプリによって異なります。

マイミュージック

曲名
アーティスト名

インフォテインメントシステムは、接続されたUSBストレージデバイス（フラッシュドライブ/メモリースティック）
内に保存の、認識されたオーディオファイルを再生します。
アルバムジャケット、曲名、アーティスト名がある場合は、表示されます。

 注記: MP3プレーヤー（iPodを含む）はインフォテインメントシステムで再生できません。

ドライバーディスプレイのウィジェット
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電話 
76ページにあるように、ステアリングホイールの左右のキーパッドの操作により、ウィジェットのメニュー画面を表示します。
詳細については、別途インフォテインメントブックレットを参照してください。インフォテインメントシステムに対応した電話がペ
アリングされていれば、電話メニューから選択することができます。

最近の通話

最近の通話

 または   を押して、最近
の通話を表示します。 

 を押してメニューに入ります。

 最近の通話

 連絡先 1                                                 

 連絡先 B                                                             

 + 44 123400000                                             

  マイ電話

 または   を押して、最近の通話の連絡先詳細を
表示します。
強調表示された最近の通話連絡先  を押してダイヤ
ルします。

お気に入りの連絡先
 マイ電話

お気に入り

 または   を押して、お気
に入りの連絡先を表示します。 

 を押してメニューに入ります。

 お気に入り

    連絡先 A                                                  

  連絡先 B                                                            

  連絡先 C                                          

  マイ電話

 または   を押して連絡先詳細を表示します。
強調表示された連絡先  を押してダイヤルします。

ドライバーディスプレイのウィジェット



ドライバーアシスタンス
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ドライバーアシスタンス

クルーズコントロール
クルーズコントロールは、アクセルペダル
を操作することなく、一定の走行速度を保
つことができるため、通常の交通量の高
速道路や長い直進道路を走行する際に
有効です。

アラーム: 道路および交通状況が許
す場合にのみ使用してください。
クルーズコントロールなどのドライ
バーアシスタントシステムは、ドライ
バー支援のために開発されたもの
であり、ドライバーの注意に取って代
わるものではありません。
ドライバーは、車両の運転に際にして
は、全ての責任を負うものとします。
ドライバーは、危険または悪質な路
面状態を避けるために、車速をコン
トロールし、先行車との距離を保つ
心構えが必要です。

クルーズコントロールは、時速32km以上
で選択可能です。

車速は時速1kmまたは5km単位で設定
可能です。トラックモードを選択した場合、
クルーズコントロールは使用できません。

70
km/h

クルーズ

2:21 pm

スタンバイモード
クルーズコントロールは、ステアリングウ
ィール左側キーパッドのスイッチで操作
します。

 または   を押すと、ドライバーディス
プレイにクルーズコントロールの 記号
が表示されます。

 記号が白の場合、クルーズコントロー
ルはスタンバイモードです。

 記号がグレーの場合、クルーズコント
ロールを有効にすることはできません。 

70
km/h

クルーズ

2:21 pm

±70
km/h

起動 
クルーズコントロールがスタンバイモードで： 

	– 必要な車速まで加速または減速します。 
	–  ボタンを押します。 
	– 現在の車両走行速度が設定されます。 
	– 設定した速度が  記号の横に表示さ
れ、緑色に点灯している場合は、クルー
ズコントロールが機能しているという
ことです。 

	– アクセルペダルを離すと、設定した車速
が持続します。 
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ドライバーアシスタンス

通知メッセージ
クルーズコントロールが使用できない、あ
るいは解除されている場合は、ドライバー
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。 66ページを参照してください。

車速を上げる
走行速度をアクセルペダルで一時的に加
速させることができ、アクセルペダルを離
すと、それまで設定されていた車速に戻
ります。

クルージング速度を上げる
クルーズコントロールを起動させて：
設定速度を5 km/h単位で上げ
るには、  ボタンを短く押して
から放します。長押しすると、設定
速度は1km/h。

または
必要な速度まで加速し、  ボタ
ンを押してください。

クルージング速度を下げる
クルーズコントロールを起動さ
せて：
設定速度を5 km/h単位で下げ
るには、  ボタンを短く押して
から放します。長押しすると、設
定速度は1km/h。

手動解除
 ボタンを押します。ドライバー

ディスプレイに、  記号と設定
速度が再び白く点灯します。クル
ーズコントロールがスタンバイモ
ードに戻り、最後に設定された
車両の走行速度が保存され、必
要に応じて再利用できます。

オートマチックの解除 
	– 車両の走行速度が32km/h以下。 
	– 車両の走行速度が約209km/h以上に
上昇する。 

	– ブレーキペダルを踏む。 
	– トラクションコントロールまたはエレク
トロニックスタビリティコントロールが
起動中。 

	– トラックモードが選択されている。 
	– 走行速度が設定速度よりも1分間以上
上回っている。

ドライバーディスプレイに、  記号と設定
速度が再び白く点灯します。クルーズコン
トロールはスタンバイモードに戻り、最後
に設定した車速を持続しているので、必要
に応じ再度使うことができます。

クルーズコントロールを続行
クルーズコントロールが解除の状態（ただ
し、オフにはなっていない）：  
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 ボタンを押して、再起動しま
す。ドライバーディスプレイのクル
ーズコントロール設定速度と
記号の色は白から緑に変わり、
車両の走行速度は以前に保存さ
れた設定速度に戻ります。 

アラーム: クルーズコントロールを再
開するのは、設定速度に戻りたいと
き、そして設定速度を認識していると
きのみにしてください。

解除するには 
スタンバイモードから:

 または  ボタンを押すと、別のオプシ
ョンが表示されます。

稼働中:
	–  ボタンを押して、クルーズコントロー
ルをスタンバイモードに設定します。

	– 次にステアリングホイール左側キーパッ
ドの  または    を押して、別のオプ
ションを表示します。

 記号が消え、設定した速度が消去さ
れます。 

クルーズコントロールは、走行モードを切
り替えても有効ですが、エンジンを切ると
解除されます。

アダプティブクルーズコントロール
(装着の場合）
アダプティブクルーズコントロールは、運
転中の車両の真正面を走るターゲット車
両*に対して、設定速度または時間間隔を
維持するよう設計されています。

*アダプティブクルーズコントロールのオ
プションは、エミーラV6オートマチックト
ランスミッション車、または8速デュアルク
ラッチ・トランスミッションシステム装着の
エミーラ4気筒モデルにのみ設定されて
います。

アダプティブクルーズコントロールを有効
にすると、前方のターゲット車が設定速度
よりも遅い速度で走行していることをカメ
ラとレーダーのセンサーが検知した場合、
その車との車間距離を維持するよう車速
が自動的に調整されます。前方の遅い車
がいなくなると、車両は加速して設定速度
に戻ります。

アダプティブクルーズコントロールは、設
定車速と前方車両の運行状況に基づいて
車速を調整するよう設計されていますが、
レーダーセンサーには限界があるため、
予期しないブレーキやブレーキ不足が起
こる場合があります。急ブレーキが必要な
状況では、常にブレーキをかけるべきで
す。アダプティブクルーズコントロールは、

ドライバーアシスタンス
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時速32km以上で有効化でき、有効にな
ると完全停止の状態から時速180kmまで
先行の車両を追従することが可能です。

アラーム: このシステムを使用する
前に、本ハンドブックに記載のアダプ
ティブクルーズコントロールに関する
情報をすべて読み、その限界を認識
するようお勧めします。

アラーム: アダプティブクルーズコン
トロールは、交通状況、天候、道路状
況によっては機能しない場合があ
ります。

アラーム: ドライバーアシスタントシ
ステムは、ドライバー支援のために
開発されたものであり、ドライバー
の注意に取って代わるものではあり
ません。ドライバーは常に、現行の交
通規則に従い、適切な速度と車間距
離で車両を安全に運転する責任が
あります。

ドライバーアシスタンス

アラーム: アダプティブクルーズコン
トロールは衝突回避システムではあ
りｍせん。システムが他の車両を検
知しない場合は、ブレーキをかける
のは常にドライバーの責任です。

アラーム: アダプティブクルーズコン
トロールは、人、動物、自転車、オー
トバイを検知できない場合もありま
す。また、動きの遅い車、駐車中の車、
接近中の車、静止している物体を検
知できないこともあります。

 

以下の場合は、アダプティブクルーズコン
トロールを使用してはいけません。

	– 市街地など交通量の多い場所での運転。
	– 道路が滑りやすい状況。
	– 道路に水やぬかるみの多い場合。
	– 大雨や降雪の場合。
	– 視界が悪い。
	– 曲がりくねった道やランプで。

アダプティブクルーズコントロールが有効
な場合、車速はアクセルとブレーキによっ
て制御されるため、アダプティブクルーズ
コントロールシステムによってブレーキが
作動/解除される際に音を発する場合が
ありますが、これは正常な状態です。

注記: ESC「オフ」またはトラックモー
ドが選択されている場合は。アダプテ
ィブクルーズコントロールは使用で
きません。

*トラックモードオプションが利用可能な
場合。
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ドライバーアシスタンス

クルーズとアダプティブクルーズコントロ
ールは、ステアリングホイール左側のキー
パッドに設置のスイッチで操作します。

1 前方車両との時間間隔を広げる。

2 前方車両との時間間隔を縮める。

3 	– スタンバイモードからシステムを
起動し、設定された速度に戻す。

	– 設定速度を上げる。

4 設定速度を下げる。
5 クルーズコントロールかアダプティ

ブクルーズコントロールかを選択。
6 車速を設定する。

ドライバーディスプレイ
アダプティブクルーズコントロールが有効
な場合、ドライバーディスプレイに以下の
情報が表示されます。

1 アダプティブクルーズコントロールの
設定速度。

2 アダプティブクルーズコントロールの
記号。

3 実際の車速。
4 前方車両を検知。
5 時間間隔。

記号と画像
アダプティブクルーズコントロール
システムの状態に応じて、ドライバ
ーサポートメニューに表示される
記号と画像の色が変わります。

カラー/
ステータス メニュー画像

白/無効 画像なし

グレー/ 
使用不可

画像なし

緑/有効 車が検出された*

白/スタンバイ 時間間隔ライン
が暗くなる

緑/オーバ 
ーライド

時間間隔ライン
非表示

緑/ストップ 車が検出された

*検出されない場合、車両は表示されま
せん。
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ドライバーアシスタンス

アダプティブクルーズコントロールの限界
アダプティブクルーズコントロールの理想
最適運転条件は、路面が平坦な場合に発
揮されます。急な下り坂を運転中、前方車
両との適切な車間距離を保つのが困難
な場合があります。このような状況では、
ドライバーは細心の注意を払い、ブレー
キをかけるよう準備しておく事が求めっ
れます。 

カメラとレーダーの制限については 119 
ページを参照してください。 スタンバイモード

ステアリング左側キーパッドに設定のスイ
ッチを使う。

 または   を押すと、ドライバーディス
プレイに  アダプティブクルーズコント
ロールの記号が表示されます。

 記号が白の場合、アダプティブクルー
ズコントロールはスタンバイモードです。

 記号がグレーの場合、アダプティブク
ルーズコントロールは無効です。 

起動 
アダプティブクルーズコントロール待機
モード： 

	– 必要な車速まで加速または減速します。 
	–  ボタンを押します。 
	– 現在の車両走行速度が設定されます。 
	– 設定した速度が  記号の横に表示さ
れ、緑色に点灯している場合は、アダプ
ティブクルーズコントロールが機能して
いるということです。 

	– アクセルペダルを離すと、設定した車速
が持続します。 
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ドライバーアシスタンス

車速を上げる
走行速度をアクセルペダルで一時的に加
速させることができ、アクセルペダルを離
すと、それまで設定されていた車速に戻
ります。

クルージング速度を上げる
アダプティブクルーズコントロー
ル作動時：
設定速度を5 km/h単位で上げ
るには、  ボタンを短く押して
から放します。長押しすると、設
定速度は1km/h単位で上がり
ます。

または
必要な速度まで加速し、  ボタ
ンを押してください。

クルージング速度を下げる
アダプティブクルーズコントロー
ル作動時：
設定速度を5 km/h単位で下げ
るには、  ボタンを短く押してか
ら放します。長押しすると、設定速
度は1km/h単位で上がります。

手動解除
 ボタンを押します。ドライバー

ディスプレイに、 記号と設定
速度が再び白く点灯します。アダ
プティブクルーズコントロールが
スタンバイモードに戻り、最後に
設定された車両の走行速度が
保存され、必要に応じて再利用
できます。

車両に追従する
前方のターゲット車が停止するまで減速
すると、アダプティブクルーズコントロール
システムは必要に応じてブレーキをかけ
ながら自車を減速させ、ターゲット車の3
～6メートル後方に停止させます。 

ターゲット車が3秒以内に前進すると、ア
ダプティブクルーズコントロールは自動的
に再開します。

ターゲット車が3秒以降に前進した場合、
アダプティブクルーズコントロールを自動
的に再開させるには、アクセルペダルを
踏む、またはステアリングホイール左側の
キーパッドに設定の続行ボタンを押して
ください。

10分経過してもターゲット車が動かない
場合は、代わりにパーキングブレーキが自
動的に作動し、アダプティブクルーズコン
トロールはキャンセルされます。
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ドライバーアシスタンス

オートマチックの解除 
アダプティブクルーズコントロールは、以
下の場合に自動的にスタンバイモードに
切り替わります：

	– 車速が時速15km/h以下となり、前方の
車両が静止しているのか、スピードバン
プなどの物体なのかをシステムが判断
できない場合。

	– 車速が時速15km/h以下となり、前方の
車両が車線変更または旋回したため、
システムが追従すべきターゲット車がな
くなった場合。

	– 運転席のドアが開いている。
	– 運転席のシートベルトが締まっていない。
	– トラクションコントロールまたはエレク
トロニックスタビリティ・コントロールが
有効化、またはエレクトロニックスタビ
リティコントロールがオフになった。

	– トラックモードが選択されている。 
	– ブレーキペダルが踏み込まれている。
	– パーキングブレーキがかかっている。
	– ニュートラル、リバース、パークを選択。
	– 走行速度が設定速度よりも1分間以上
上回っている。

	– レーダーセンサーが覆われている（雪や
大雨などで）。

注記: アダプティブクルーズコントロ
ールが自動的に解除された場合、メ
ッセージまたは音声によるアラーム
が表示されます。

アダプティブクルーズコントロールの再開
アダプティブクルーズコントロールが無効
になっている（だがオフにはなっていない）：  

 ボタンを押して、再起動しま
す。ドライバーディスプレイのクル
ーズコントロール設定速度と
記号の色は白から緑に変わり、
車両の走行速度は以前に保存さ
れた設定速度に戻ります。 

アラーム: アダプティブクルーズコン
トロールを再開すると、走行速度が
大幅に上昇する可能性があります。
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時間間隔
前方車両までの時間間隔は左側のキーパ
ッドから選択でき、ドライバーディスプレイ
のサポートメニューに1～5本の横棒で表
示されます。検出車両の後ろに表示され
る1本のバーは時間間隔約1秒を表し、バ
ー5本は約3秒に相当します。

注記: 工場出荷時の時間間隔は3本
のバーですが、アダプティブクルーズ
コントロールを再起動すると、時間間
隔は前の設定から再開されます。

時間間隔の設定
アダプティブクルーズコントロール作動時： 

 を押して時間間隔を長くする。

 を押して時間間隔を縮める。

アダプティブクルーズコントロールシステ
ムは、前方車両をできるだけ安定的に追
従させるため、一定条件下で時間間隔を
変化させます。 

低速走行時に前方車両との距離が短い
場合、アダプティブクルーズコントロール
はその間隔をわずかに広げます。

アラーム: 時間間隔が短ければ短い
ほど、ドライバーは不測の交通状況
に対応するための反応時間が短く
なります。ドライバーは常に、安全な
走行速度に調整し、維持する責任が
あります。 

アラーム: 現地の交通規制に従って、
時間間隔を設定してください。

注記: アダプティブクルーズコントロ
ールをアクティブモードにしても反応
しない場合は、プリセットした前方車
までの時間間隔によって速度を上げ
られないためかもしれません。

注記: 走行速度が速いほど、一定時
間内の前方車両との距離が長くな
ります。

ドライバーアシスタンス
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ターゲット車の変更
アダプティブクルーズコントロールが作動
中で、時速30km以下で他の車両に追従
している際、システムが走行中の車両から
停止中の車両にターゲットを変更すると、
システムが自動的にブレーキをかけて車
両を停止させます。

アラーム: 時速30km以下でアダプテ
ィブクルーズコントロールが走行中
の車両から停止中の車両にターゲッ
トを変更した場合、システムは停止
中の車両に反応せず、前回設定した
速度まで加速することがあります。

車を減速または停止させるには、手動で
ブレーキをかける必要があります。

ターゲット変更時の自動スタンバイモード 
アダプティブクルーズコントロールは、前
方の車両が車線変更または方向転換を
行ったためアダプティブクルーズコントロ
ールが追従すべきターゲット車を失った
場合、スタンバイモードに移行します。

エラーメッセージ
システム故障が検出されるとメッセージ
が表示されます。 

メッセージ カメラの使用性
フロントカメラの遮断、ウィンドシ 
ールドを清掃

フロントカメラの前のウィンドシールドを
清掃すること。

フロントカメラ  
整備が必要

カメラが正常に動作しない、ロータス・デ
ィーラーに連絡。

ACCのキャンセル。 アダプティブクルーズコントロールの解
除。

ACC使用不可。 
ドライバーのシートベルト不使用。

ドライバーのシートベルトが締まっていな
いため、アダプティブクルーズコントロー
ルが使用できない。

ACCキャンセル。 
フロントレーダーセンサーの遮断

フロントレーダー検知機の清掃 

ACCのキャンセル トラックモードからツアーモード、スポー
ツモードへの切り替え。

ドライバーアシスタンス 
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スピードリミッター（調整式）
スピードリミッタ-は、予め設定された最高
速度を超えないように制御します。 

自動スピードリミッターについては 98 ペ
ージをご参照ください。

アラーム: 道路および交通状況が許
す場合にのみ使用してください。

アラーム: スピードリミッターなどの
ドライバーアシスタントシステムは、
ドライバー支援のために開発された
ものであり、ドライバーの注意に取っ
て代わるものではありません。ドライ
バーは、車両の運転に際にしては、
全ての責任を負うものとします。

アラーム: ドライバーは、危険または
悪質な路面状態を避けるために、車
速をコントロールし、先行車との距
離を保つ心構えが必要です。

スピードリミッターは32 km/h以上で起動
可能です。車速は時速5kmまたは1km単
位で設定可能です。 

下り坂を走行する場合、制限速度から逸
脱する場合があります。トラックモードを
選択した場合、スピードリミッターは使用
できません。

調整式スピードリミッターは、中央ディス
プレイの車両設定 → ドライバーサポート 
→ 車速サポートメニューで選択/解除でき
ます。 124ページを参照してください。

70
km/h

リミッター

2:21 pm

スタンバイモード
ステアリングホイールの左側キーパッド
の  または  を押して、ドライバーディ
スプレイにスピードリミッターの 記号を
表示します。

 記号が白の場合、スピードリミッターは
スタンバイモードです。

 の記号がグレーの場合、スピードリミッ
ターは機能しません。 

70
km/h

2:21 pm

±70
km/h リミッター

起動 
スタンバイモードのスピードリミッターで：  

	–  ボタンを押します。 
	– 車両の最高走行速度が設定され、記憶
されます。 

	–  記号の横に最高車速が表示され、
緑色に点灯している場合は、スピードリ
ミッターが機能しているということです。 

	– これで、その設定速度までしか加速し
ません。

ドライバーアシスタンス
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最高速度の調整
スピードリミッタを起動させて:

 または '-' ボタンを押すと、最
高速度が増減します。

設定速度を5 km/h単位で増減させるに
は、  または‘-’ ボタンを短く押して放し
ます。長押しすると、最高速度は1km/h単
位で増減します。

解除
 ボタンを押します。ドライバー

ディスプレイには、  記号と設
定速度が白く点灯します。スピー
ドリミッターがスタンバイ状態に
なります。 

続行 
スピードリミッターを解除した状態（オフ
ではない）：

 ボタンを押して、再起動しま
す。ドライバーディスプレイのスピ
ードリミッター設定速度と  記
号が白から緑に変わります。 

これで車両は、あらかじめ設定された速
度までしか加速しなくなります。 

解除するには 
スタンバイモードから:

 または  ボタンを押すと、別のオプシ
ョンが表示されます。

稼働中:
	–  ボタンを押して、スピードリミッターを
スタンバイモードにします。

	– 次にステアリングホイール左側キーパッ
ドの  または    を押して、別のオプ
ションを表示します。

 記号が消え、最高設定速度が消去さ
れます。 

スピードリミッターは、走行モードを切り
替えても作動し続けますが、エンジンを切
ると解除されます。

ドライバーアシスタンス



98

スピードリミッターの一時解除
追い越しの際には、制限速度以上の速度
で走行する必要があるかもしれません。 
一時的に解除する場合は：

	– スピードリミッターが一時的に解除さ
れるまで、アクセルペダルを目一杯踏み
込んでください。 

	– 他の車を追い越します。 
	– 一時的加速が済んだらアクセルペダル
を完全に離します。

その後、エンジンブレーキにより、車速は
最後に記憶された最高速度以下に自動
的に戻されます。

スピードリミッターの限度
急な下り坂では、スピードリミッターの制
動効果が十分でなく、実際の車速が記憶
されている最高速度を超えることがあり
ます。

スピードリミッター（自動）
(装着の場合）
自動スピードリミッター機能は、車両の最
高速度を交通標識*に表示された速度に
設定し、維持します。 

ステアリングホイール左手のキーパッド
を使って、中央ディスプレイで自動スピー
ドリミッターのオプションを選択すると、
スピードリミッター機能を自動に変更可
能です。

自動スピードリミッターは、中央ディスプ
レイの車両設定 → ドライバーサポート → 
車速サポートメニューで選択/解除できま
す。 122.ページを参照してください。

自動スピードリミッターはクイックパネル
のメニューからも選択できます。 131ペー
ジを参照してください。

* 108ページの交通標識の認識も参照し
てください。 

ドライバーアシスタンス
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アラーム: ドライバーが速度関連の
道路標識をはっきりと認識していて
も、交通標識認識システムからの速
度情報が正しくない場合がありま
す、このような場合はドライバーが
介入して、適切な速度までアクセル
またはブレーキを踏まなければなり
ません。

アラーム: このシステムを使用する前
に、本ハンドブックに記載されている
自動スピードリミッターに関する情
報をすべて読み、その限界を認識し
ておくことをお勧めします。

アラーム: ドライバーアシスタントシ
ステムは、ドライバー支援のために
開発されたものであり、ドライバー
の注意に取って代わるものではあり
ません。ドライバーは常に、現行の交
通規則に従い、適切な速度と車間距
離で車両を安全に運転する責任が
あります。

起動
中央ディスプレイで自動スピードリミッタ
ーを選択します。 122ページを参照してく
ださい。

ステアリングホイール左側のキーパッドを
使用して、ス ピードリミッターをスタンバ
イモードにします。 86ページを参照してく
ださい。

	– 自動スピードリミッターが使用可能な
場合、ドライバーディスプレイに白い 
の記号が表示されます。

	– 記号がグレーの場合、自動スピード
リミッターは無効です。 

左側キーパッドに設定の  ボタンを押す
と、現在の車速で自動スピードリミッター
が作動します。

 記号の横に最高車速が表示され、緑
色に点灯している場合は、スピードリミッ
ターが機能しているということです。 

これで、車両はあらかじめ設定した速度、
またはドライバーディスプレイに表示の交
通標識の制限速度まで加速します。

注記: 交通標識認識が作動していな
くても、自動スピードリミッターオプシ
ョンが作動している場合は、ドライバ
ーディスプレイに道路標識情報が表
示されます。

注記: ドライバーディスプレイの交通
標識情報を非表示とするには、交通
標識認識と自動スピードリミッターの
両方のオプションを解除する必要が
あります。

ドライバーアシスタンス
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ドライバーアシスタンス

許容速度レベル
許容速度レベルは、調整式スピードリミッ
ターの速度設定と同じ方法で増加します。

現在の車速がドライバーディスプレイに
表示の交通標識の最高制限速度に設定
されている場合（例えば70 km/h）、設定
速度はさらに10 km/hまで上げることが
できます。

許容速度レベルの調整
最高速度を上げるには、   ボ
タンを長押しするか、繰り返し押
してください（最大時速 10 km 
まで）。

増加した設定速度は、  の記号の横に
表示されます。

ドライバーディスプレイに70 km/hの交通
標識が継続して表示されている場合、設
定速度（80 km/h）まで上がります。

この増加許容速度は、これより低い速度
または高い速度を表示する交通標識を通
過してドライバーディスプレイに表示され

るまで、維持されます。車両の最高走行速
度は、新たな制限速度に調整され、自動
スピードリミッターシステムからは許容速
度レベルが削除されます。 

自動スピードリミッターの限度 
自動スピードリミッターは交通標識認識
システムからの速度情報を使います。道路
標識が認識できなかったり、何らかの理
由で制限速度が表示されなかった場合に
は、自動スピードリミッターは現在の車速
または20 km/h（いずれか高い方）に設定
されます。

このような事態が発生した場合、ドライバ
ーはブレーキを使用するか、適切な速度
まで車両を減速させる準備をしなければ
なりません。交通標識認識システムによっ
て道路標識が認識されると、自動スピード
リミッターが再び作動します。

注記: 表示の制限速度が30 km/h 
未満の場合、スピードリミッターは 
30 km/hに設定されます。
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パークアシストシステム
パークアシストシステム（PAS）*は、超音
波センサーにより、駐車時や操縦時に車
両の前方や後方に近接する物体を検知
し、表示するシステムです。

PASは、リバースギアを選択すると自動的
に起動しますが、後進時はいずれの速度
でも、また前進時は時速12 kmまでの低
速で作動します。

作動中は、中央ディスプレイに車両の画像
が表示され、センサーエリアが、検出物体
と車両との相対近接度を表示します。

車両の進行経路上に物体が検知される
と、周波数が高まり音声によるフィードバ
ック信号が鳴ります。 

車両画像に最も近いアクティブセンサーフ
ィールドは、対象物が近づくにつれて、白→
黄→琥珀→赤、のように色が変化します。

PASのアラームを優先するため、インフォ
テインメントシステムからの他のすべての
音声フィードバックが小さくなります。
ディスプレイのボタンをタップすると、必要
に応じて音のON/OFFができます。
リアPASがレッドゾーン内の物体を検知し
ない限り、車両が2秒間停止していると音
声フィードバックが停止します。

PASは運転開始/停止中に有効ですが、パ
ーキングブレーキをかけると解除、またオ
ートマチック車の場合P-パークを選択す
ると解除されます。

* PASはオプション機能ですので、お客様
の車両には搭載されていない場合があ
ります。

アラーム: これらの機能は、あくまで
もパーキングの補助であり、全方位
からの注意深い観察に取って代わる
ものではありません。ドライバーは、
常に安全な操縦と安全運転に責任
を持つものとします。

アラーム: PASの音声フィードバッ
クと実際の検出距離に慣れるまで、
このシステムを十分に活用してくだ
さい。

ドライバーアシスタンス
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アラーム: 子供や動物などの小さな
オブジェクト、動いているもの、狭い
柱、牽引車、縁石、車両の左右にあ
るものなどは検知できない場合が
あります。

アラーム: PASセンサーの機能を十
分に発揮させるためには、雪や氷な
どの異物が付着しないよう、常に清
潔に保つ必要があります。

注意：  PASセンサーは、高い位置に
ある物体を検知できません。荷台、
棚、ハンガーなどの突起物が車両の
近くにある場合は、特に注意して操縦
してください。

PASセンサーの位置については、21ペー
ジを参照してください。

パークアシストシステムセンサーの洗浄
263ページをご覧ください。

パークアシストシステムのプリセット
パークアシストシステムの起動/解除や音
量レベルの設定は、中央ディスプレイから
操作できます。詳細については、124およ
び 131ページを参照してください。

ドライバーアシスタンス
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パーキングアシストカメラ
中央ディスプレイにパーキングアシストカ
メラ（PAC）が捉えた車両後方の映像が映
し出されます。

PACは、リバースギアを選択すると、いず
れの速度でも自動的に起動します。また、
中央ディスプレイの画面を使って手動で
起動させることもできます。

カメラの映像に軌道のガイドラインを重
ねることで、車両後方の地面を表します。
このガイドラインは、車両後方の軌道を表

します。このガイドラインはステアリングホ
イールの回転に相関して調整されます。

リアパーキングカメラの位置については
21ページを参照してください。

PACはパークアシストシステム（PAS）と連
動しており、両方を同時に確認することが
できます。

アラーム: これらの機能は、あくまで
もパーキングの補助であり、全方位
からの注意深い観察に取って代わる
ものではありません。ドライバーは、
常に安全な操縦と安全運転に責任
を持つものとします。

パーキングアシストとカメラのオプション
PACが起動している場合、オプションが画
面の側面に表示されます。

PASのオン/オフを切り替えます。 
128ページを参照してください。
PACの軌道ガイドラインをオン/オ
フに切り替えます。
PASセンサーフィールドのオン/オ
フを切り替えます。

PASセンサーの音声フィードバッ
クをミュート/ミュート解除します。

ブラインドスポット
カメラの視野には限度があります。リアパ
ーキングカメラに映った子供や物が突然
見えなくなった場合、カメラの死角に入っ
た可能性がありますので、後進を続ける
前に車の後方を再確認してください。

アラーム: 子供や動物などの小さな
オブジェクト、動いているもの、狭い
柱、牽引車、縁石、車両の左右にあ
るものなどは検知できない場合が
あります。

ドライバーアシスタンス
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アンビエントライティング
カメラ画像は周囲の明るさに合わせて自
動的に調整されますが、周囲の照明が暗
すぎたり明るすぎたりすると、中央ディス
プレイに表示される画像の質が低下する
ことがあります。

オーナーのメンテナンス
PACレンズの機能を十分に発揮させるた
めには、汚れ、雪、氷などの異物がないよ
うに清潔に保つ必要があります。

パークアシストカメラレンズの洗浄
263ページをご覧ください。

エラーメッセージ
パーキングアシストカメラシステムに不具
合が検出された場合、中央ディスプレイに
メッセージが表示されます。

メッセージ カメラの使用性
パーキングカメ
ラが一時的に使
用できない。

パーキングアシスト
カメラの作動を一定
時間抑制するような
故障が検出された場
合、パーキングアシス
トカメラは一時的に
使用不可となります。

パーキングカメ
ラが反応しない。

整備が必要です。修
理または交換が行わ
れるまで、パーキング
アシストカメラは延
々と使用不可となく
なります。

ドライバーアシスタンス
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疲労アラート  
(装着の場合）
疲労アラートは、ドライバーが注意散漫に
なっていたり、居眠りをしている可能性が
ある場合など、運転が安定しなくなってき
たことを警告する補助装置です。 

ウィンドシールド上部の後方に取り付けら
れたカメラが、道路方向とステアリングホ
イールの動きを比較しながら、利用できる
いずれの車線表示をも監視します、  

選択した場合、車速が65 km/hを超える
と疲労アラートが作動し、車速が60 km/h
を下回らなければこの作動を継続します。 

疲労アラートにより車両の運転が不
安定だと検知された場合、このアラ
ーム記号と「ドライバーに休憩を警
告」のメッセージがドライバーディス
プレイに表示されます。

アラーム: 疲労アラートは、運転時間
の延長をサポートするための装置で
はありません。運転中の注意力を保
つために、常に定期的な休憩を計画
に入れてください。

アラーム: 疲労アラートを無視しては
いけません。実際に疲労していても
自覚していない場合があります。でき
るだけ早く安全な場所に停車し、休
憩してください。

アラーム: 状況によっては、疲労が運
転スタイルに影響しないこともある
ため、アラームメッセージは表示さ
れません。したがって、疲労アラート
が選択されているかアラームメッセ
ージが表示されたかどうかにかか
わらず、定期的に休憩を取ることが
重要です。

アラーム: ドライバーアシスタントシ
ステムは、ドライバー支援のために
開発されたものであり、ドライバー
の注意に取って代わるものではあり
ません。ドライバーは常に、現行の交
通規則に従い、適切な速度と車間距
離で車両を安全に運転する責任が
あります。

ドライバーアシスタンス
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疲労アラートの限度 
疲労アラートは、次のような運転条件な
ど、運転パターンに一貫性がない場合も
警告を発することがあります：

	– 強い横風の中。
	– 轍のついた路面。

カメラの限度については 119 ページを参
照してください。 

疲労アラートは、中央ディスプレイの車両
設定 → ドライバーサポートメニューで選
択/解除できます。 124ページを参照して
ください。

注記: 選択を解除すると、このシステ
ムは次のドライブサイクルでアクティ
ブになります。 

車線逸脱警告
(装着の場合）
レーン逸脱警告は、ドライバーディスプレ
イの中央下部にあるドライバーサポートメ
ニューで、車両が高速道路などの主要道
路で意図せず現在のレーンを離れる可能
性を、左右のレーンマークの色を変えるこ
とで視覚的および聴覚的に示します。

選択した場合、車線逸脱警告は、車線表
示がはっきりと見える道路で、車速40 – 
125 mphもしくは65～180 km/hの範囲
で作動します。 

車線逸脱警告はスタンバイモードになり、
狭い道路や、車線表示が消えている、ある
いは目立たない主要道路では使用できま
せん。このシステムは、道路幅が広がり、車
線がはっきりしてくると利用できるように
なります。 

方向指示器の使用中は、ドライバーディ
スプレイには車線逸脱警告の表示はあり
ません。

ドライバーアシスタンス

道路標識のイメージ

車線が検出されない
車線が検出されない
か、システムがスタン
バイ状態。

検出された車線
左側車線警告

車両が車線を左側
に逸脱している。

右側車線警告
車両が車線を右側
に逸脱している。

車線逸脱警告がが解除されてい
る場合（128ページを参照） ドラ
イバーディスプレイにこの記号が
点灯します。  
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アラーム: 車線逸脱警告は、より安全
な運転を目的とした補助的なドライ
バーアシスタンスシステムであり、交
通状況、天候、道路状況によっては
機能しません。

アラーム: このシステムを使用する前
に、運転者はこのハンドブックに記載
されている車線逸脱に関する情報を
すべて読み、その限界を認識するよ
うにしてください。

アラーム: ドライバーアシスタントシ
ステムは、ドライバー支援のために
開発されたものであり、ドライバー
の注意に取って代わるものではあり
ません。ドライバーは常に、現行の交
通規則に従い、適切な速度と車間距
離で車両を安全に運転する責任が
あります。

方向指示器の使用中やカーブでコーナー
を切るときなど、状況によっては、車両は
アラーム表示することなく側線を越えてし
まうことがあります。

車線逸脱警告の限度 
特定の条件下では、車線逸脱警告システ
ムがドライバーを支援できない場合があ
ります。次のような条件下で運転する場
合は、この機能をオフにすることをお勧め
します：

	– 道路工事。
	– 冬季の道路状況。
	– 路面状態が悪い。
	– スポーツタイプのドライビングスタイル

の場合。
	– 視界が悪くなるような悪天候。
	– 車線表示が不明瞭、または全くない道路。
	– 車線表示以外の鋭利なエッジやライン。

注記: 車線逸脱警告は、車道脇のバ
リアやレール、その他同様の障害物を
検知することはできません。

カメラの限度については 119 ページを参
照してください。 

車線逸脱警告は、中央ディスプレイの車
両設定 → ドライバーサポートメニューで
選択/解除できます。 128.ページを参照し
てください。

ドライバーアシスタンス
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車線逸脱警告は、クイックパネルメニュー
からも選択/解除できます。 131ページを
参照してください。

注記: 選択を解除すると、このシステ
ムは次のドライブサイクルでアクティ
ブになります。

交通標識の認識
(装着の場合）
前方カメラを使ってドライバーディスプレ
イに表示される交通標識認識システム
は、現在走行中の道路の制限速度や特定
の交通規制を知らせます。また、認識され
た制限速度を超えた場合の警告としても
使用できます。

アラーム: 交通標識認識は、より安全
な運転を目的とした補助的なドライ
バーアシスタンスシステムであり、交
通状況、天候、道路状況によっては
機能しません。

アラーム: このシステムを使用する前
に、運転者はこのハンドブックに記載
されているすべての交通標識認識情
報を読み、その限界を認識するよう
にしてください。

アラーム: ドライバーアシスタントシ
ステムは、ドライバー支援のために
開発されたものであり、ドライバー
の注意に取って代わるものではあり
ません。ドライバーは常に、現行の交
通規則に従い、適切な速度と車間距
離で車両を安全に運転する責任が
あります。

注記: 交通標識認識はカメラからの
情報を使用するため、他の車両や樹
木に遮られた標識は認識できない可
能性があります。

注記: 交通標識認識システムは時速 
0～250km/hで作動します。

ドライバーアシスタンス
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交通標識認識が有効の場合、車両が認識
可能な道路標識を通過すると、ドライバ
ーディスプレイの中央下部に記号で表示
されます。 

70 制限速度表示

補足記号

道路標識は片側1点まで表示します。

ドライバーディスプレイに表示されている
制限速度標識は、車速がその標識に表示
されている制限速度を1km/h以上超える
と点滅します。 表示された速度制限を超
え続ける場合、可聴警告も発せられます。

交通標識認識は、中央ディスプレイの車
両設定 → ドライバーサポートメニューで
選択/解除します。 128.

注記: 選択を解除すると、このシステ
ムは次のドライブサイクルでアクティ
ブになり、以前に設定した感度レベル
のみが変更されません。 

交通標識認識の限度 
交通標識認識システムは、標識の読み取
りが困難な場合があります：

	– 色褪せ。 
	– カーブの途中にある。
	– 向きが異常、損傷している。 
	– 道路より高い位置にある。
	– 全体/部分的に見えないか、位置が悪い。 
	– 全体/部分的に霜、雪、土で覆われている。

交通標識認識はカメラユニットを使用し
ますが、一般的な限度がいくつかありま
す。 119ページを参照してください。

ドライバーアシスタンス
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リアクロストラフィックアラート 
(装着の場合）
リヤクロストラフィックアラートは、バック
時または車両が後転した場合に作動し、
車両の後方を横切る交通がある場合に警
告します。 

リアクロストラフィックアラートは車両の
検知が目的ですが、自転車やその他の小
さな物体も検知されることがあります。 

車両後方から接近する物体を検知する
と、以下のアラートが作動します：

中央ディスプレイのパーキングアシスト画像
 左側から物体が接近しているときにグ

ラフィックが表示される。
 右側から物体が接近しているときにグ

ラフィックが表示される。
 両側から物体が接近しているとき

にグラフィックが表示される。

音声/ミラーアラート
(装着の場合）
車両が移動中：単一の可聴音が鳴り運転
席ドアミラーの  記号が点滅します。

車両が静止中：音は鳴らず、運転席ドアミ
ラーの  記号が点滅します。

アラーム: このシステムを使用する前
に、運転者はこのハンドブックに記載
されているすべての交通標識認識情
報を読み、その限界を認識するよう
にしてください。

アラーム: リアクロストラフィックア
ラートは補助的なドライバーアシス
タンスシステムであり、全方位を注
意深く観察することの代替えにはな
りません。ドライバーは、常に操縦、
運転、後退を安全に行う責任があ
ります。

ドライバーアシスタンス
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注記: リヤクロストラフィックアラート
は、パーキングアシストシステムの作
動または解除に連動して自動的に作
動または解除されます。リアクロスト
ラフィックアラートの音量のみ、独立
して変更可能です。 

音量警告音を変更するには、中央ディス
プレイの車両設定 → ドライバーサポート
メニューをご覧ください。 128.ページを参
照してください。 リアクロストラフィックアラートの限度

車両位置が駐車スペースの前方にありす
ぎる場合、ゾーン1として表示されるセン
サーの視野は他の駐車車両に遮られてし
まいます。

ゾーン2エリア内に接近する車両のみが
検知されます。

これは限度の一例に過ぎず、リアクロスト
ラフィックアラートはすべての状況で機能
するとは限りません。リアクロストラフィッ
クアラートが機能していると仮定しても、
ドライバーは安全に後退する全責任があ
ります。 

リアクロストラフィックアラートはリアレー
ダーユニットを使用しますが、一般的な限
度がいくつかあります。 120ページを参照
してください。

死角検知システム
(装着の場合）
死角検知システムは、車両の死角に後方
から接近してくる他の車両について警告
するものです。死角検知システムと組み合
わされるのが、車両接近警報システムで、
隣接車線の後方から他の車両が急接近
し、ドライバーが車線変更を決断した場合
に衝突の危険性がある場合にドライバー
に警告を発します。

ドライバーアシスタンス
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ゾーン 車両位置/状態

1 死角検知システム。
2 車両接近アラーム。

死角検出システムがゾーン1内の車両を
検出すると、対応するドアミラー内の  
表示記号が継続的に点灯します。

車両接近警報システムがゾーン2内の他
の車両の急接近を検知すると、対応するド
アミラー内の  表示記号が継続的に点
灯します。

その後、警告が発せられた側の方向指示
器を使用すると、  の表示記号が点滅
し、アラーム音が鳴ります。 

アラーム: このシステムを使用する前
に、ドライバーは本ハンドブックに記
載の死角検出に関するすべての情報
を読み、その限界を認識するように
してください。

アラーム: ドライバーアシスタントシ
ステムは、ドライバー支援のために
開発されたものであり、ドライバー
の注意に取って代わるものではあり
ません。ドライバーは常に、現行の交
通規則に従い、適切な速度と車間距
離で車両を安全に運転する責任が
あります。

アラーム: この機能は運転をより安
全にするための補助的なドライバー
アシスタンスシステムであり、交通状
況、天候、道路状況によっては機能し
ないことがあります。

アラーム: 死角検知システムは、道
路の急カーブを走行中は機能しま
せん。

	– 死角検知システムは、車速が10km/h
または10km/hを超えると有効になり
ます。

	– 死角検知システムは、通過車両の速度
が自車より15km/h以上速い場合は機
能しません。

	– 死角検知システムは、二輪車や小さな
障害物を検出できない場合があります。

アラーム音量設定
車線変更警告システムのアラーム音量を
オフにしたり異なるレベルの音量に設定
することができます。

死角検知システムは、リアレーダーユニ
ットを使用しますが、一般的な限度がい
くつかあります。 120ページを参照してく
ださい。

死角検知システムは、中央ディスプレイの
車両設定 → ドライバーサポートメニュー
で選択/解除します。 128ページを参照し
てください。

死角検知システムは、クイックパネルメニ
ューからも選択/解除できます。 131ペー
ジを参照してください。

ドライバーアシスタンス
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注記: 選択を解除すると、このシステ
ムは次のドライブサイクルでアクティ
ブになり、以前に設定した感度レベル
のみが変更されません。 

ドアオープン警告
(装着の場合）
車両が静止している状態で、ドアを開けた
場合に車両の後方から（進行方向と平行
に）接近してくる交通をいずれも、乗員に
警告します。

アラームシステムが開いたドアに衝突す
る可能性のある車両を検知すると、次のよ
うにドライバーに警告を発します。

	– ドライバーディスプレイの中央下部に
視覚的にアラーム表示。

	– アラーム音。 
	– 該当する運転席または助手席のドアミラ
ーに、  の黄色に点滅する表示記号。

アラーム: ドアオープン警告は、乗員
が周囲の状況を目視で確認し、安全
にドアを開けられるかどうか周囲の
交通状況を確認するといった必要性
を排除するものではありません。乗
員は、安全な状態でドアを開ける上
での責任を全て追うものとします。

アラーム:  ドアオープン警告は、後方
から接近する交通のみにアラームを
発し、車両の前方から接近する交通
についてはアラームを発しません。

アラーム:  この機能は運転をより安
全にするための補助的なドライバー
アシスタンスシステムであり、交通状
況、天候、道路状況によっては機能し
ないことがあります。

アラーム:  車両が動いている場合、 
ドアオープン警告は作動しません。

ドライバーアシスタンス
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ドライバーアシスタンス

アラーム: このシステムを使用する前
にドライバーはこのハンドブックに記
載のドアオープン警告システムに関
するすべての情報を読み、その限界
を認識してください。

注記: ドアオープン警告システムは常
時有効で、解除することはできません。

ドアオープン警告の限度

ゾーン 車両位置/状態

1 レーダーの死角。
2 探知可能なレーダーの視野。

レーダーの視界を遮る物体がある場合 
（ゾーン1と表示）、遮られた移動物体は検

知されない。後方から接近する物体（ゾー
ン2と表示）のみが検出される。

前方衝突警告
(装着の場合）
前方衝突警告は、自律緊急ブレーキシス
テムと連動して作動し、自車が前方の車
両や歩行者、自転車に衝突する危険性が
高いとシステムが検知した場合、ドライバ
ーに行動を取るよう警告し、ドライバーが
素早く反応できない場合は自動的にブレ
ーキをかけます。 

アラーム:  この機能は運転をより安
全にするための補助的なドライバー
アシスタンスシステムであり、交通状
況、天候、道路状況によっては機能し
ないことがあります。

前方衝突警告システムは、時速8
～180km/hの間で作動し、歩行者に対し
ては時速64km/hまで作動します。安全
対策として、最高減速速度は時速48km/
hです。
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前方衝突警告は、中央ディスプレイの車
両設定 → ドライバーサポート → 衝突回
避 → 衝突軽減 メニューで選択/解除しま
す。 128ページを参照してください。

アラーム:  前方衝突警告システムの
選択を解除すると、自律緊急ブレー
キシステムも解除されます。 116.

注記: ESC 「オフ」またはトラックモー
ドが選択されている場合、前方衝突
警告および自律緊急ブレーキシステ
ムは使用できません。 201ページを
参照してください。

1

2

ドライバーディスプレイの衝突警告
前方衝突警告システムが作動し、衝突の
危険を検知した場合、ドライバーディスプ
レイに以下の画像が表示されます。  

1 ディスプレイ上部が赤くなる。

2 前方の対象車両が表示され、赤い輪郭
で表示*。

*アダプティブクルーズコントロールが有
効で作動している場合、ターゲット車がす
でに表示されている可能性があります。

*車両、歩行者、自転車のいずれかが検出
された場合、車両が表示されます。

注記: 音声によるアラームもあり、音
声アラーム信号が作動すると、再生
中のオーディオメディアはミュートに
なります。

前方衝突警告が解除されている
場合（128ページを参照） ドライバ
ーディスプレイにこの記号が点灯
します。  

ドライバーアシスタンス
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アラームレベル距離の設定
選択されたアラームレベルは、システムの
応答性を決定し、視覚および音でのアラ
ームが作動する距離を設定します。

中央ディスプレイで衝突軽減オプショ ン
を選択し、有効にし、128ページを参照に
希望の検知レベルを選択します。

レベル アラーム距離
低： アラーム距離が短く、通常より

強い制動力が必要です。

普通： 通常のアラーム距離、通常の
制動力が必要です。

高： アラーム距離が長く、通常の
ような制動力は必要ないです
が、アラームが多く表示される
場合は、NORMAL（普通）に変
更してください。

アラーム:  どのような自動化システ
ムであっても、すべての状況において
100％正しく機能することを保証す
ることはできません。そのため、故意
に人や物に向かって運転し前方衝突
警告や自律緊急ブレーキのテストを
絶対にしてはいけません。重傷した
り死亡の恐れもあります。

アラーム:  高感度設定を選んでも、
速度差が大きかったり先行車が急ブ
レーキをかけた場合など、アラーム
が遅れているかのように見受けられ
ることがあります。

アラーム: 前方衝突警告は、衝突の
可能性を警告することはできます
が、反応時間を短縮することはでき
ません。

アラーム: 前方衝突警告を可能な限
り効果的にするために、高感度レベ
ルの設定を推奨します。

自律型緊急ブレーキ
このブレーキ機能が介入すると、前方の車
両や歩行者、自転車との衝突を回避する
ため、以下の手順が実行されます：

	– ブレーキアシスト：必要に応じて、ドライ
バーによるブレーキペダルの踏み込み
がさらに強められます。

	– 自動ブレーキ：衝突を可能な限り回避
するため、あるいは衝突速度を弱める
ために、前方衝突警告システムが衝突
の危険を検知すると、自律緊急ブレー
キシステムによって自動的にフルブレ
ーキがかかります。自動ブレーキが介入
すると、ブレーキ ライトも点滅します。 
145ページを参照してください。

ドライバーアシスタンス
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自律緊急ブレーキと前方衝突警告の限界
どちらのシステムもフロントカメラとレー
ダーを使用するため、状況によっては機
能が制限されたり低下したりすることが
あります。

	– 滑りやすい状況での運転：滑りやすい路
面では制動距離が延長し、衝突回避を
助ける自律緊急ブレーキの能力を低下
させる可能性があります。

	– 外界の強い光：強い日差し、反射、極端
な光のコントラストによってアラーム信
号が見えにくくなり、カメラが車両や歩
行者を検知する能力が制限されること
があります。

	– 室内温度：車内の温度が非常に高い場
合、カメラが一時的にオフになり、アラ
ームが表示されないことがあります。

	– 悪天候：激しい降雪、吹雪、雨、濃霧、フ
ロントガラスやフロントバンパーの埃と
いった状況は、システムの視認機能を
低下させる可能性があります。

	– 視野の限度：カメラやレーダーの視野
には限界があり、状況によっては車両や
歩行者、自転車を予想より遅れて検知
したり、まったく検知しなかったりするこ
とがあります。

	– バックする：車両後退中はシステムが解
除されます。

	– 低速：時速が約10km/h以下の場合、シ
ステムは作動しません。

	– アクティブドライバー：アクティブに操
作/ブレーキをかけたりする状況では、
システムが反応しなかったり、予想より
反応が遅れたりすることがあります。

アラーム: 自律緊急ブレーキの歩行
者検知ができない：

	– 身体の輪郭がはっきり見えないよ
うな衣服を着て、部分的に見えな
くなっている歩行者。

	– 背景とのコントラストが弱い歩行
者。アラームやブレーキが遅れた
り、まったく作動しなかったりする
ことがある。

	– 大きな物を運ぶ歩行者。
車両を安全に運転する責任は常に
ドライバーにあります。

アラーム: アラームは、衝突の危険性
がありそうな場合、または差し迫って
いる場合にのみ実行されます。車両
を運転する前に、システムの限界を
認識しておく必要があります。

アラーム: 歩行者や自転車に対す
るアラームと自動ブレーキは、車速
50km/h以上で解除されます。

ドライバーアシスタンス
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ドライバーアシスタンス

アラーム: 自律緊急ブレーキシステ
ムは、衝突を防いだり衝突の衝撃速
度を軽減したりするのに役立ちます
が、自動ブレーキが介入した場合で
も、必ずブレーキをかける必要があ
ります。

アラーム: ドライバーは常に、先行車
に対して正しいスピードと車間距離
を保つ責任があります。衝突アラー
ムや自律緊急ブレーキシステムの介
入を待ってはいけません。

アラーム: センサーの性能に限界が
あるため、安全上重要なユーザー機
能の予期せず誤ったブレーキがかか
る可能性があります。この場合、ドラ
イバーはアクセルペダルを踏むこと
で、ブレーキの作動を無効にするこ
とができます。

どちらのシステムもフロントカメラとレー
ダーを使用しますが、一般的な限度がい
くつかあります。 119ページを参照してく
ださい。

エラーメッセージ
ドライバーディスプレイに「フロントレーダーセンサーが 遮蔽状態 ユーザーマニュアル 
を参照してください」または「 フロントカメラが 遮蔽状態 ユーザーマニュアル を参照し
てください」と表示された場合は、フロントカメラ/レーダーが前方の車両や歩行者を検
知できていません。

考えられる原因 解決策の提案
ウィンドシールドやフロントバンパ ーが汚
れていたり、雪や氷で覆われてい る。

ウィンドシールドやフロントバンパーを清
掃する。

路面から巻きあがる水や雪がレーダー信
号を妨害することがある。

何のアクションもできない。 著しく濡れた
路面や雪に覆われた路面は、レーダーの
機能に影響を与える可能性がある。

大雨や雪がレーダーやカメラの信号を妨
害している。

何のアクションもできない。大雨や雪はレ
ーダー/カメラの機能に影響を与える可能
性がある。

ウィンドシールドまたはフロントバンパーは
きれいだが、ドライバーディスプレイにメッセ
ージが表示されたまま。

しばらく待つ。レーダー/カメラが障害物で
なくなったことを検知するまで、数分かか
る場合があります。

メッセージが消えない、または再発する場合は、ロータスの正規ディーラーにお問い合
わせください。
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カメラとレーダーの情報
(装着の場合）
ドライバーアシスタンスシステムの多くは、
ウィンドシールド上部後方に設置のカメラ
ユニットと、フロントバンパー中央後ろ、車
両後部の左右に設置されたレーダーユニ
ットを使用しています。

限度
以下の情報は、カメラとレーダーに影響
を及ぼす可能性のある、外的要因によっ
て起こる状態の一部です。

改造
ウィンドシールドの内外、カメラユニットの
前方や周囲、レーダーユニット*の周囲の
バンパーの上、などに設置されたアイテム
が、カメラやレーダー機能の働きを妨げる
場合があります。その結果、ドライバーアシ
スタンス機能の作動が一部低下したり、誤
った機能応答をしたり、作動が停止したり
する可能性があります。

*これは、恒久的な改造だけでなく、ビニ
ール・ラッピング、ステッカーの貼付、フロ
ントおよびリアバンパーのレーダー部分
の塗装変更にも適用されます。

高温
カメラおよびレーダーユニット内の電子機
器が周囲温度の高温による影響を受けな
いようにするため、エンジン始動後、温度
が十分に下がるまでの約15分間、使用で
きない場合があります。 

ドライバーアシスタンス
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ウィンドシールドまたはバンパーの損傷
ウィンドシールドやフロント／リアバンパ
ーが損傷していると、ドライバーアシスタ
ンス機能の作動が一部低下したり、誤った
機能応答をしたり、作動が停止したりする
可能性があります。

カメラユニット用の窓前方のウィンドシー
ルドに傷、ひび割れ、欠けが生じた場合、
これが約 0.5×3.0mm以上の面積を覆っ
ている場合は、ウィンドシールドを交換し
てください。

カメラユニット部分のひび割れ、傷、石に
よる欠けを修理することは推奨いたしま
せん。代わりにウィンドシールド全部を交
換してください。

ロータスが承認した交換用ウィンドシー
ルドのみ、またはウィンドシールドワイパ
ーのみを取り付けてください。

ウィンドシールドの交換後は、カメラに依
存するすべてのドライバーアシスタンスの
オプション機能を確保するため、カメラユ
ニットの再較正が必要となります。必要に
応じて、ロータス・ディーラーにお問い合
わせください。

バンパーの損傷は、レーダー性能に影響
があるかどうかを判断するため、ロータ
ス・ディーラーで査定を受けてください。

クリーニングとメンテナンス 
レーダーエリアは、汚れ、氷、雪がついて
いないようにし、定期的に洗浄する必要が
あります。 263ページを参照してください。

リアレーダーユニットの位置。車両の左
右両側に示されるエリアをきれいに保ち
ます。

カメラとレーダーの限界
以下の情報は、レーダーやカメラに影響
を及ぼす可能性のある、運転条件や天候
状態の一部です。
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フロントバンパーレーダー 
(装着の場合）

車速
レーダーユニットの前方車両検知能力
は、前方車両の速度が自車両の速度と著
しく異なる場合、大幅に低下します。

他のレーダーソースによる干渉、またはレ
ーダーの強い反射。

視野
レーダーユニットの視野には限度があり、
状況によっては他の車両を検知できなか
ったり、想定よりも遅れて検知されたりす
ることがあります。

レーダーユニットは、自車と前方車両の間
を走行する車両など、近距離の車両の検
知が遅れることがあります。

オートバイなどの小型車や、道路の中央
を走行していない車両は検出されないこ
とがあります。

カーブでは、レーダーユニットが意図した
ものとは異なる車両を検知したり、検知
した車両が見えなくなったりすることがあ
ります。

カメラ 
(装着の場合）

視界の障害
激しい降雪や豪雨、濃霧、激しい砂嵐や吹
雪などの場合、カメラの視界が悪くなるこ
とがあります。このような状況により、カメ
ラに依存するドライバーアシスタンス機能
の作動が一部低下したり、誤った機能応
答をしたり、作動が停止したりする可能性
があります。

ドライバーアシスタンス
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ドライバーアシスタンス

対向する強い光、車道の反射、路面の雪や
氷、路面の汚れ、不明瞭な車線標識など
も、道路標識情報のために道路を検視す
る際カメラの機能を著しく低下させること
があります。



中央ディスプレイ画面
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中央ディスプレイ画面

中央ディスプレイの概要
インフォテインメント、特定の車両制御/ウ
ィジェット/アプリケーションのオプション、
メニュー、およびパーソナライズ設定は、
中央ディスプレイからアクセスできます。デ
ィスプレイ上の一部のボタンは、現在表示
されているアプリケーションやメニュー画
面によって、外観や機能が変化します。

アラーム: 運転中は中央スクリーン
の画面に気を取られないようにして
ください。事故を起こす要因となりま
す。キーボードの使用、住所や連絡先
の入力など、一部のアプリケーション
を使用する前には停車するようにし
てください。

注記：車両が移動すると、一部の機能
が無効になります。

A B C D

1 2

12:21
4G

22.5 °

01:23

6

0.5       1.0

0.0

0.0

0.0

0  bhp

0  Nm

0  %

パワー

トルク

ブースト

2

73

4
8

5 9

B レフトウィジェット C ライトウィジェット

A サイドバー ナビゲーションバー D

1 通知センター。 クイックパネル。 6

2 時計。 クライメートコントロール。 7

3 デバイス状態*。 通話時間。 8

4 デバイス投影*。 アプリランチャー/ホーム. 9

5 グローバル設定/アプリのオプション。

*別途インフォテインメントガイドブックをご参照ください。
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中央ディスプレイ画面

ナビゲーションを表示
﻿ サイドバーやナビゲーション
バーにあるオプションをタップ
すると、そのオプションに直接
移動したり、代わりに該当する
メニューページを表示します。 01:23

﻿ サブメニューのオプション画
面で ボタンをタップすると、
前のメニュー画面に戻ります。 車両

 アプリケーションまたはアプ
リランチャーを開いているとき
は、ナビゲーションバー上のホ
ーム  ボタンが利用可能に
なります。 

 ホームボタンをタップすると、
ホーム画面表示に戻ります。

01:23

ディスプレイ操作
ディスプレイとメニューオプションは指の動きに反応して起動します。 

ムーブメント アクション
1回タップ。 オブジェクトを強調表示/選択を確認/

機能を起動します。

素早く2回タップ。 オブジェクトをズームイン/ズームアウ
トします。

長押し。 オブジェクトをつかむ／アプリを移動／
地図上のポイントを移動させます。

スワイプ 
左/右/上/下

画面オプション間を移動

パンニング–画面のある部分から別 
の部分にドラッグ。

地図をスクロール、またはアイテムを移
動します。

フリック–指をあるポイントから別の 
ポイントに素早く移動し、離す。 

すばやくスクロールするか、ページを削
除します。

ドラッグ & ドロップ。 アイテムを移動させます。

つまむ–指をそろえて動かし、離す。 ズームアウトします。

スプレッド–指を広げて、離す。 ズームインします。
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中央ディスプレイ画面

自動起動/自動解除
運転席のドアを開閉すると、自動的にディ
スプレイが起動/停止します。また、電池の
消耗を防ぐために、自動的にディスプレイ
がオフになることもあります。 

手動解除
必要に応じて、センターコンソールの音量
ボタンを5秒間押し続けると、ウィジェット
ディスプレイエリアがオフになり、サイドバ
ーとナビゲーションバーの限られたオプ
ションだけを点灯状態とすることができま
す。さらに音量ボタンを短く押すと、ウィジ
ェット表示がオンになります。

照明 
ダッシュボード内の光センサーが周囲の
明るさの低下を感知すると、ディスプレ
イの照度が自動的に下がります。この場
合、イルミネーションコントローラーを使
って、照度を手動で調整することができま
す。 148ページを参照してください。

4G
16 24

デバイスの投影
Apple CarPlayまたはAndroid Autoアプ
リを使用してモバイルデバイスがインフォ
テインメントシステムに接続されている場
合、投影シンボルが表示されます。

接続機器にこの機能がない場合、またはデ
バイスが投影機能用にペアリングされてい
ない場合、投影記号は表示されません。

デバイス投影の画面を開く
利用可能な場合は、サイドバーに表
示される  または のいずれかの
ボタンをタップすると、モバイルアプ
リが表示されます。

詳しくは、別冊のインフォテインメントのガ
イドブック、およびご使用の機器の説明書
をご覧ください。
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2

12:21
4G

車両

通知センター
以前にドライバーディスプレイと中央ディ
スプレイに表示されながら無視された不
在着信やシステム通知のポップアップメッ
セージは、通知センターで再び確認するこ
とができます。 

通知センターを開く
 ボタンをタップします。

クイックパネル   +通知 すべてクリア

HH                                                                連絡先フルネーム  
不在着信- 2時間前                                                                   

連絡先フルネーム  
不在着信- 2時間前                                                                   

システムアップデートが可能  
設定に移動し、最新のソフトウェアにアップデートしてください。                                                                   

タイヤ空気圧低下 
続行するにはタイヤを点検してください。                                                                  

メッセージ
スクロールしてすべてのメッセージを表示します。

電話メッセージの場合は、 記号をタップして折り返し電話をかけます。

画面上部の ボタンをタップして、すべてのメッセージを消去します。

メッセージを個別に消去するには、メッセージを画面の左側にスライドさせて
ボタンを表示し、タップするか、メッセージを画面の端にスライドさせます。 

通知センターを閉じる
メッセージリスト外の任意の場所を上にスワイプ。 

画面下部の 記号をタップします。

中央ディスプレイ画面
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グローバル設定とアプリのオプション
特定の車両機能の操作を設定・調整する
ことができます。

グローバル設定とアプリのオプションを開く
ホーム画面の ボタンをタップして、設定サイドバーを起動します。

設定 メニューオプション
車： 一般、クライメート、エクステリアライト、ドライバーサポート、セキュリティ、ミラー設定。

接続 デバイス接続、Bluetooth、Wi-fi、車両名など、詳しくは別途インフォテインメントガイドブックをご覧ください。 

システム： 表示画面とキーボードの言語、単位値、時計／日付形式。

オーディオ： 音量調整、サウンド最適化、イコライザー設定、車速補正、着信音設定については、別途インフォテインメントガイドブ
ックをご覧ください。

2

12:21
4G

車両設定

一般                                                                     ドライバーサポート                                                                  
車両

エアコン                                                                セキュリティ                                                                  

接続

エクステリアライト                                                               ミラー設定                                                                 

システム

オーディオ
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設定 メニュー オプション
一般 電動パーキングブレーキ： 自動起動/自動解除。

車両情報： RMS作動表示、V.I.N.情報。
車両のオプションをリセット: 車両の設定を工場出荷時の状態にリセット。

クライメート 内気循環タイマー： 30分後に自動解除。
ファン速度自動モード： 低、中、高の強度レベルを選択可能。
オートリアデフロスター： リアスクリーンヒーターは、7 ℃以下の温度で自動的に起動。
シートヒーター自動作動： 座席を選択。
オートスタートシートヒータータイマー： オートシートヒーターの継続時間を設定。 

ミラー オートディムレベル: 「明るい」、「普通」、「暗い」の設定。
エクステリアミラーの傾き： リバースギア選択時にドアミラーグラスを傾ける。
ロック解除のフィードバック: 方向指示ランプのフィードバックを起動/解除。
ロック時のミラー折りたたみ： ミラーの折りたたみを起動/解除

中央ディスプレイ画面
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設定 メニュー オプション
ドライバーサポート 衝突回避：* パークアシストとリアクロストラフィックアラートシステムの有効

化/無効化、アラーム音量レベルのコントロール。

衝突回避を有効/無効にし、感度レベルを制御。
車線警告:* 車線警告および死角検知システムの有効化/無効化、アラーム音

量レベルの調整
交通標識認識：* 標識認識を有効化。
交通標識アラート：* 認識アラートを有効化。
車速サポート:* 調整式/自動スピードリミッター、およびクルーズコントロール、ま

たはアダプティブクルーズコントロールのいずれかを選択。
低疲労通知：* 低疲労アラートを有効化。

セキュリティ ロック/ロック解除のフィードバック表示： 車両のロックまたはロック解除時に方向指示器ランプを起動/解除。

走行中のドア自動ロック： オートロックドア機能を起動/解除。
アラームレベルを下げる： チルトとインテリアセンサーを解除。

エクステリアライト トリプルフラッシュシーケンス: 方向指示器が3回点滅。
 ウェルカムライト： アプローチ照明を参照。
ホームセーフティライト： タイマー期間を設定。
オートマチックハイビーム：* 低速、中速、高速の起動時間のオプション。

* 利用可能な場合

中央ディスプレイ画面
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22.5 °

クイックパネル
クイックパネルでは、特定の車両オプショ
ンのプリセットと設定へのショートカット
が利用できます。 

クイックパネルを開く
クイックパネルは、ホーム画面から以下の
方法でアクセスします。 

ナビゲーションバーの上部にある 
クイックボタンをタップします。

通知オプションは、クイックパネルからも
利用できます。

＋クイックパネル     通知

ESCオフ パーキングアシス
トシステム

パーキングアシス
トカメラ

死角検知 ドアオープン警告

車線逸脱警告 スピードリミッター
(自動)

クイックパネルのオプション

 

注記: その他のオプションは、車両の
仕様や市場によって異なる場合があ
ります。

オプションの選択
必要なボタンをタップします。選択し
たアプリケーションのオプションや必
要な操作を説明するメッセージが表
示されます。

プリセットレベルがある場合は、ボ
タンをタップして必要なレベルを選
択します。 
ボタンをタップして、オプションの選
択を解除します。 

クイックパネルを閉じる
画面上のどこかを上にスワイプし
ます。
画面下部のハンドルのアイコンをタ
ップすると、アニメーションが表示さ
れ、画面を上方向にスワイプしない
と閉じないことを示します。
画面上のどこかを右から左にスワ
イプして、通知センターにアクセス
します。

「通知」をタップして通知画面を開
きます。
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中央ディスプレイ画面

01:23

アプリランチャー
ドライバーズディスプレイで表示されるメ
ニューオプションや一部の設定にアクセス
でき、ステアリングホイールの右側キーパ
ッドで操作できるほか、アプリランチャー
ボタンでもアクセス可能です。 

ホーム画面のディスプレイから、ホームボ
タンがアプリランチャーボタンに切り替わ
ります。

アプリランチャーを開く
ナビゲーションバー下部の  アプリ
ボタンをタップします。

アプリケーションの選択
画面をスクロールすると、利用可能
なすべてのアプリが表示されます。
必要なボタンをタップします。

アプリを長押しすると、画面上でアプ
リを移動させて必要に応じアプリの
位置を再編成できます。

オプション
Apple CarPlay

Android Auto*

メディア

電話

タイヤ空気圧

パフォーマンス

ラップタイマー

走行統計

プロファイルマネージャー

*適切なデバイスを接続した状態。
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中央ディスプレイ画面

システム設定 
この画面から特定の車両設定の操作を調
整することができます。

システムオプションを開く
ホーム画面から、 ボタンをタップし
て、設定アプリを起動します。

設定サイドバーから、 ボタンをタッ
プして、システム設定のオプションを
表示します。

2

12:21
4G

システム設定

言語                                                                     キーボードの言語                                                                  
車両

単位                                                                  時計                                                                  

接続

音声コマンドの例                                                                  システム設定をリセット                                                                 

システム

オーディオ

言語
ドライバーディスプレイと中央ディスプレイ
の表示言語を、12の言語から選択可能です。

単位
燃費、周囲温度、 車速、走行距離 、オドメ
ーター距離の単位を選択可能です。

キーボード 
キーボード機能を12の言語から選択可
能です。

時計
日付と時刻のフォーマットを変更したり、
手動で日付と時刻を設定可能です。

システム設定をリセット
特定のシステム設定を選択して、工場出
荷時の設定に戻すことができます。

安全なデコミッショニング
中央ディスプレイ画面を使って システム
のリセットを完了します。これにより、すべ
ての個人設定、ペアリングしたデバイス、
保存データが消去されます。
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言語

英語 (イギリス)
英語 (イギリス)                                                                     

ةيبرعلا
aアラビア                                                                  車両

中文
中国語 マンダリン                                                                    

ドイツ語
ドイツ語                                                               

接続

英語 （米国）
英語 （米国）                                                                     

Español
スペイン語                                                              

システム

Français
フランス語                                                                     

Italiano
イタリアGP                                                              

オーディオ

﻿

キーボード言語

英語                                                                      スウェーデン語                                                                      車両

イタリア語                                                                     

接続

キーボード言語の追加（最大3言語）

aアラビア                                                                     中国語                                                                      システム

オランダ語                                                                      フランス語                                                                      
オーディオ

言語設定
ドライバーディスプレイと中央ディスプレ
イの画面、キーボードの言語を変更するこ
とができます。

 システム設定画面から、言語オプシ
ョンをタップします。選択言語は、画面
の左上に表示されます。

言語を変更するには、必要に応
じて画面をスクロールし、希望す
る言語オプションをタップしてく
ださい。

中央ディスプレイ画面

﻿

08/09/2024 - 09.08 AM

キーボード
キーボードは、文字、パスワード、インフォ
テインメントシステムや車両に保存の情
報を入力するのに使います。 

キーボードは、 検索または 編集アイ
コンが表示されている場合にのみ起動す
ることができます。
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1 2                                                                                                                                3        

連絡先を入力                                                                             押して入力情報を全て削除                                                                            

4  検索結果が表示されます - 結果をタップして選択                                                                          

5

aA S D F G

VZ X C

.?123

E 3 R 4 T 5 Y 6w 2Q 1

H

U 7 I 8 0 9 P 0

J K L

B N M , .

.?123

6

7

キーボード機能
キーボードは標準レイアウトで、強調表示のボタン/エリアはキーボードの特別な機能を表しています。

1 キャンセル-前の画面に戻ります。 5 言語セレクター。 

2 入力した文字が表示される入力欄です。 6 Returnキー。

3 すべての入力を同時に削除します。 7 キーボードを非表示にします。

4 検索結果が表示されます（結果をタップして選択）。

こちらはキーボードの概要です。選択した言語やキーボードの使用方法によって、表示されるキーとその外観が変わることがあります。

中央ディスプレイ画面
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中央ディスプレイ画面

3 è é ê

ë ē ė ę

w 2q 1 e r 4 t 5 y 6

.?123

AA s d f g

vz x c

h

b

à á â ä

æ ã A  ā 4 t

a s d f

.?123

vz x c

キーポップアップ
特定のキーを長押しすると、追加機
能や選択可能なキーボード文字をポ
ップアップで表示します。閉じるには
キーポップアップ以外の場所をタッ
プします。 

言語設定

s d

x c

e 3 r 4

f

英語 

Svenska

Français

.?123

キーボード言語
ボタンをタ長押しすると、言語

ポップアップが起動します。3つ
の言語から選択できるほか、「言
語設定」をタップすると、システ
ム設定から言語オプションに移
動します。
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﻿﻿

1 4

2 5

3 6

ウィジェットのオプション
1 パフォーマンス
2 ラップタイマー
3 走行統計

ウィジェット
ディスプレイ画面の表示エリアに、大小の
ウィジェットが表示されます。

ホーム画面の表示から、画面上のウ
ィジェットをフリックして上下にスク
ロールすると、利用可能なオプション
を表示することができます。  

ウィジェットのオプション
4 タイヤ空気圧監視システム

5 メディア
6 電話

中央ディスプレイ画面
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中央ディスプレイ画面

1 ユーザープロファイル１ その他のユーザー
最大4件のユーザープロファイルを追加できます。

ユーザー名を編集 1 ユーザープロファイル2

PINを編集する 2 ユーザープロファイル3

サインインにはPINが必要です ゲストプロファイル 

サインアウト 新しいプロファイルを追加

ドライバーのプロファイル
中央ディスプレイで指定した設定の多く
は、ドライバープロファイルのメニュー内に
詳細設定として保存することができます。 

ドライバープロファイルが有効であれば、
指定した設定の多くは自動的に保存さ
れます。 

「ゲスト」プロファイルに加え、最大4件の「
パーソナル」プロファイルを作成できます。 

プロファイル設定の種類
パーソナル
これは、作動中のいずれのドライバープロ
ファイルにも保存可能な設定で、オーディ
オ／メディアシステムや言語などの機能
があります。

グローバル
これらの設定は変更できますが、特定の
ドライバープロファイルに保存されること
はありません。グローバル設定を変更する
と、すべてのドライバープロファイルでその
特定の設定が変更されます。

キーボードのレイアウト設定はグローバ
ルです。ドライバープロファイルでキーボ
ードに追加された言語は、別のドライバ
ープロファイルを使用したときにも使用
できます。 

ゲスト
これはローカルプロファイルで、使用する
とローカルで行った設定が保存され、次
回「ゲスト」プロファイルを選択したときに
これらの設定が使用されます。

最後に選択したドライバープロファイルが
PINコードで保護されていない場合、その
プロファイルは次回車両がロック解除さ
れた際に有効です。最後に選択したプロ
ファイルがPINコードで保護されている場
合、車両がロック解除されると「ゲスト」プ
ロファイルが自動的に選択されます。 

新車のデフォルト設定プロファイル
新車には他のプロファイルがリンクされ
ていないため、「ゲスト」プロファイルが自
動的に選択されます。

﻿

ゲストプロファイル その他のユーザー
ナビゲーション、メディア、車両設定な
どをパーソナライズするには、 サインイ
ンもしくはロータスプロファイルを作成
してください。

最大4件のユーザープロファイルを
追加できます。

新しいプロファイ
ルを追加

新規プロファイルの追加
ナビゲーションバーの下部にある  
アプリボタンをタップします。132ペ
ージをご覧ください。
プロファイルマネージャのオプション

をタップします。
 「新しいプロファイルを追加」をタ

ップします。

新しいプロファイルを追加

2 3 4 5

次                                                                               

タップしてプロファイルを選択し、「次
へ」をタップします。
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新しいプロファイルを追加

2 ユーザープロファイル名を入力                                                                              

AA s d f g

vz x c

.?123

e 3 r 4 t 5 y 6w 2q 1

h

u 0

b

キーボードで名前を入力し、リターン
キーをタップします。

新しいプロファイルを追加

2 ユーザープロファイル名
1 2 3PINを入力

4 5 6

7 8 9

0

画面の指示に従って、任意の4桁の
暗証番号（PIN)をキーパッドで入力
し、確認します。

2 ユーザープロファイル2

ユーザー名を編集

PINを編集する

サインインにはPINが必要です

サインアウト

PINコードの確認後、プロファイル編集画
面が表示されます。

必要に応じて、をタップしてユーザ
ー名とPINコードを編集します。

 をタップして、プロファイルへの
サインインに PINコードが必要かど
うかを選択します。

「ログアウト」をタップしてプロファイ
ル選択メニューに戻ります。
または、ナビゲーションバーの ホ
ームボタンをタップして、中央ディス
プレイのホーム画面に戻ります。

﻿

2

12:21
4G

プロファイルマネージャ設定

プロファイルを削除                                                                     ゲストをリセット                                                 

プロファイルを削除する
プロファイル管理画面から、ナビゲ
ーションバーの  設定のボタン
をタップします。 

「プロファイルの削除」ボタンをタッ
プします。

プロファイルマネージャ設定

プロファイル 1                                                                     1 プロファイルを削除
プロファイル 2                                                                     2

削除したいプロファイルを選択してください。
一度削除されたプロファイルは元に戻すことはで
きません。プロファイル 3                                                                     3

プロファイル 4                                                                     4    キャンセル 削除

削除するプロフィールをタップします。

削除をタップします。

中央ディスプレイ画面
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PINコードが正しくありません
誤ったPINの入力回数が多すぎます。 
ゲストプロファイルに サインインしてください

ゲストプロファイルを使用                            

PINコードの誤り
PINコードの入力を5回試みると、ド
ライバープロファイルが無効になりま
す。そのような場合は、「ゲストプロフ
ァイルを使用」ボタンをタップします。

車両の設定は、すでに定義されているロ
ーカル設定に戻ります。

 

注記：無効化されたドライバープロ
ファイルは復元できません。プロファ
イルを削除して、新しいプロファイル
として再作成する場合は、ページ 139 
と 138を参照してください。 

所有権の変更
中央ディスプレイ画面を使って システム
のリセットを完了します。これにより、すべ
ての個人設定、ペアリングしたデバイス、
保存データが消去されます。

中央ディスプレイ画面

2 ユーザープロファイル2 その他のユーザー
最大4件まで追加可能 

ユーザー名を編集 1 ユーザ
ープロフ
ァイル

PINを編集する 3 ユーザ
ープロフ
ァイル

サインインにはPINが必要です
ゲストプ
ロファ
イル

プロファイルの編集
プロフィール画像アイコンをタップ
して、「新しいプロファイルの追加」画
面にアクセスします。

31 4 5

プロファイル画像を選択 4 5
次                                                                               

強調表示されている画像（利用可能
な）をタップし、「次へ」ボタンをタッ
プします。

ディスプレイはアクティブプロファイルの
画面に戻ります。

2 ユーザープロファイル2

ユーザー名を編集

PINを編集する

サインインにはPINが必要です

サインアウト

139ページにあるように、必要に応じユー
ザー名とPINコードを変更することがで
きます。
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照明

﻿
エクステリアライト照明スイッチ 
ステアリングホイール左側の ストークの
つまみリングを回します。

消灯 
このポジションでは、デイタイムラ
ンニングライトを除くすべてのライ
トが消灯します。 

デイタイムランニングライト
前方後方のデイタイムランニン グライト
は、イグニッションがモード II のとき、ある
い はエンジンが稼働しているときに点灯
します。（ライトスイッ チがどの位置にあっ
ても）。選択した照明オプションによって強
さが異なります）。258ページも参照して
ください。

ポジションライト
ライトスイッチをこの位置に設定す
ると、デイタイムランニングライトも
作動します。
イグニッションがモードOまたはIの
ときにデイタイムランニングライト
を点灯させるには、この設定を使
用します。

注記: イグニッションポジションがⅡ
の場合は、デイタイムランニングライ
トが点灯します。 

ポジションランプは、どのイグニッション
ポジション設定でも点灯させることがで
きます。

エンジンがかかり車が止まっている状態
で、リングを他の設定から  に合わせ、
ポジションランプのみを点灯させます。

短時間走行後や車速が上がると、フロント
ポジションランプはデイタイムランニング
ライトに切り替わります。

まだ作動していない場合、周囲が暗い状
態でテールゲートを開けると、リアポジシ
ョンランプが点灯します。

この記号は、ポジションライトまた
はデイタイムランニングライトが作
動すると、運転席のディスプレイスク
リーンに点灯します。 

ロービームライト
エンジンが起動中、または車両の
イグニッションがⅡの位置にあると
き、この位置ではロービームヘッド
ライト、フロントとリアのポジション
ライト、リアライセンスプレートライ
トが作動します。

AUTO ロービームヘッドライト、ポジシ
ョンライト、インストルメントパネ
ル・ライトは、周囲の明るさに応
じて自動的に点灯・消灯します。
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照明

アラーム: AUTOシステムは、すべて
の状況において周囲の明るさを判断
できるわけではありません（霧や雨
などの場合）。ドライバーは常に、運
転時の環境や適用される交通法規
に従って、正しいエクステリアライト
の設定が選択されていることを確認
しなければなりません。

アクティブ・ハイビーム 
(装着の場合）
ウィンドシールドのカメラを使用し、
暗闇を時速20km以上で走行中、対
向車のヘッドライトや先行車のリアラ
イトを検知して、ハイビームのオン／
オフを自動的に切り替える機能です。

これが有効の場合はドライバーディ
ス プレイの記号が白く点灯し、ハイ
ビームが作動中の場合は青く点灯
します。アクティブ・ハイビームを解
除すると、 ヘッドライトはロービー
ムに戻ります。

大雨や霧などの特定条件によっては、アク
ティブ・メインビームが使用できない場合
があります。 

アクティブ・メインビームが使用できない
場合、ドライバーディスプレイにメッセー
ジが表示され、アクティブ・メインビームが
使用できるようになるまで、メインビーム
とロービームを手動で切り替える必要が
あります。カメラの限度については 119 ペ
ージを参照してください。 

アラーム: アクティブ・メインビームは、
適切な環境条件下で車両照明を最適
に使用するための補助装置です。

アラーム: 交通状況や天候によって
ハイビームとロービームを手動で切
り替える必要がある場合、ドライバー
は常にその責任を負うものとします。

31

2

ヘッドライトハイビーム/ロービーム
1 ハイビームフラッシュ：ストークを

後方に自分に向かって引くと起動
します。

2 常時ハイビーム：照明リングが
AUTOまたは の位置にある状態
で、ストークを前方（向こう側）に押
して起動します。

3 ストークを後方に引いて解除します。

この記号は、メインビームライトが
作動するとドライバーディスプレイ
の画面に表示されます。 
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照明

リアフォグライト
イグニッションポジションがllで、  また
はAUTOが選択されている場合に起動し
ます。

ストーク前面のボタンを押すと、ライト
をオン/オフに切り替えます。

この記号は、リアフォグライトが作動
するとドライバーディスプレイの画
面に表示されます。

ヘッドライトまたはイグニッションがオフ
になると、スイッチはデフォルトでオフに
なります。

注記：リアフォグライトの使用に関す
る規制は、国によって異なる場合が
あります。

﻿

1
2

2
1

方向指示器

1
1

短い点滅: 抵抗が感じられるまでス
トークを上下に動かし、離します。イ
ンジケータランプが3回点滅します*。

2
2

連続点滅：ストークを上下に動かし
て抵抗点を通過すると、ストークは
その位置にとどまります。 

運転中ドライバーディスプレイに、指
示に対応する記号が点灯します。

ストークは、手動で戻すか、ステアリング
ホイールの動きで自動的に戻されるまで、
その位置に留まります。

*中央ディスプレイで機能を停止させると、
ランプが1回点滅します。 147ページを参
照してください。

トリップ A リセット
ライトスイッチ先端のリセットボタンを押
すと、トリップAのトリップメーターに記憶
されている情報（走行距離、平均燃費、平
均速度）がすべてリセットされます。トリッ
プメーター1がリセットされたことを示す
通知メッ セージがドライバーディスプレイ
に短く表示され ます。 

また、トリップメーターのオプションと、ス
テアリングホイール右側キーパッドを使っ
てのリセットの詳細については、 76 ペー
ジをご覧ください。 
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﻿﻿
ハザードランプ
起動するには：センターコンソールの
を押します。ドライバーディスプレイのス
イッチ、方向指示ランプ、 記号が点滅
します。 
 
解除するには：もう一度押すとオフにな
ります。

アラーム: 緊急により停止した場合
は、衝突の危険を減らすために車両
を道路脇へ寄せて、ハザードランプ
を点灯させ、その他のアラーム装置
で可能な限り目立つようにしてくだ
さい。

注記：ハザードランプの使用は、地
域の交通法の対象となる場合があ
ります。

ブレーキライト
ブレーキペダルを踏み込むと、ブレーキ
ランプが点灯します。 193ページもご覧く
ださい。

緊急ブレーキライト
時速50km以上の道路で、アンチロック・ブ
レーキ・システムが作動するのに十分な急
ブレーキをかけた場合、または車両が急
減速した場合、緊急ブレーキ・ライト・シス
テムが作動します。ブレーキランプが常時
点灯ではなく、点滅しはじめます。ブレー
キランプは、発進後や減速度が低下した
ときに常時点灯に戻ります。194ページも
参照してください。

照明
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リバースライト
ギアレバーをRの位置にすると、リバース
ライトが点灯し、リアパーキングアシストシ
ステムが作動します。 258ページと 103ペ
ージをご覧ください。

アプローチライト
キーフォブの  ボタンを押して車両をロ
ック解除すると、アプローチライトが点灯
します。 ポジションライト、カーテシーライ
ト、フロアライトが点灯します。周囲が暗い
場合は、ナンバープレートの照明とアウタ
ーハンドルライトも光源を地面に向けて
点灯します。

ドアを開けなければ、アプローチライトは
約2分間点灯します。起動時間内にドアを
開けた場合、インテリアライトとアウター
ハンドルライトの点灯時間が延長します。

アプローチライトの機能は、中央ディスプ
レイで設定します。 147ページを参照して
ください。

ホームセーフティライト
一部のエクステリアライトは、車両ロック
後も継続して点灯が可能です。
1.	エンジンスイッチを切ります。
2.	左側のコラムストークを前方に動かし、

離します。
3.	車を降りてドアを ロックします。

ドライバーディスプレイの記号が点灯し、
機能が起動し、ポジションランプ、ヘッドラ
イトロービーム、ナンバープレートのラン
プが点灯します。

照明の点灯時間は、中央ディスプレイで設
定します。147ページを参照してください。

照明
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照明の故障
エクステリアライトのシステムに影響を及
ぼす故障が検出された場合、ドライバー
ディスプレイの画面に  記号が点灯しま
す。また、故障に関する情報を伝えるメッ
セージも画面に表示されます。66ページ
も参照してください。

エクステリアライトのプリセット
中央ディスプレイの「グローバル設定とア
プリのオプション」ボタンのサイドバーか
ら、以下を選択します。車>エクステリア
ライト

詳細については、 128 ページを参照して
ください。

インテリアライト
オーバーヘッドコンソールスイッチ
ボタンを押すと：

左前方の読書灯を点灯/消灯。

すべてのインテリアライトを点灯/消灯。
AUTO インテリアライトのカーテシーモー

ドを起動/解除。
カーテシーモードの場合すべてのインテ
リアライトは：

	– 車両がロック解除でイグニッションスイ
ッチがOFFの時、点灯します。

	– エンジン始動時で車両のロック時、消
灯します。

	– ドアの開閉時に点灯または消灯します。
	– ドアを開けたままにしておくと、2分間

点灯し続けます。

	– AUTO機能が有効なときは、ボタンの表
示ランプが点灯します。

押すと、右前の読書灯が点灯します。

インテリアライト
両サンバイザー脇のルーフライニングに
は読書灯があります。

両フロントシート上方のルーフライニング
にはメインライトがあります。

グローブボックス照明
グローブボックス内のライトは、カバーの
開閉に応じて点灯/消灯します。158ペー
ジをご覧ください。

バニティミラーライト
サンバイザー（装備の場合）のライトは、
カバーの開閉に応じて点灯/消灯しま
す。 156ページをご覧ください。

トランク内のライト
トランク内のライトは、テールゲートの開
閉に応じて点灯/消灯します。50ページを
ご覧ください。

照明
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照明

アンビエントライティング
ストリップライトはドア、
インストルメントパネル、センターコンソー
ル、カップホルダーに設置されており、車
両のロック解除、イグニッションの起動、ま
たは車両の停止時に点灯します。

明るさのレベルはインストルメントパネ
ルのディム（調光）スイッチで調整しま
す。148ページをご覧ください。

カーテシーライト
オーバーヘッドコンソールで「自動」を選
択すると、以下の場合にフットウェルとル
ーフのライトが自動的に点灯します。

	– 車両のロック解除。
	– エンジンの停止。
	– ドアが開く。

カーテシーライトは以下の場合に自動的
に消灯します。

	– 車両がロックされる。
	– エンジンの起動。
	– ドアが閉まる。
	– ドアが2分以上開いたまま。

グランドライト
グランドライトは、ドアが開くと弱光のア
ンビエントライトが点灯し、閉じると消灯
します。

明るさの調整
ステアリングコラム外側にある  操作輪
を回して、インスツルメント、アンビエント
ライト、ムードライトの明るさを調整するこ
とができます。 

注記: コントロールホイールを使って
輝度レベルを調整できるのは、照明
システムのナイトモードが作動し、計
器類、アンビエントライティング、ムー
ドライトの輝度レベルが自動的に落
ちるほどに、車外の環境照明レベル
が低い場合のみです。



ウインドシールド、ウィンドウ、ミラー、サンバイザー
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ワイパー/ウォッシャー
ワイパー
ステアリングホィール右側のストークを使
って必要な設定に動かします。

ワイパーをオフにします。

単発ワイプ：ストークを0の位置か
ら下方向に押して離すと、ワイパー
はゆっくりとウィンドシールドをワイ
プします。ストークをさらに下方向
に押さえると、リリースされるまで
ゆっくりとワイプし続けます。

注意：  ワイパーを使用する前に、ブレ
ードが凍っていないこと、ウィンドシ
ールドに雪や氷が付着していないこ
とを確認してください。

断続ワイプ
AUT ワイパーの掃引インターバルを設

定するには、ストーク先端のリング
を回転させます。掃引インターバル
を長くするには上向きに、短くする
には下向きにします。

注意：  ワイパーブレードの状態を定
期的に確認してください。ワイパーブ
レードのゴムが摩耗または損傷して
いると、ウィンドシールドを適切に清
掃できない場合があります。

連続ワイプ
ワイパーは通常速度で連続して動
きします。
ワイパーは高速で連続して動きます。

ウインドシールド、ウィンドウ、ミラー、サンバイザー
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レインセンサーワイプ
ワイパーは、ウィンドシールドに降る雨の
強さを感知して自動的に作動します。 

レインセンサーワイプは、ワイパーストーク
がAUTの位置にありイグニッションがIまた
はIIに設定されているときに作動します。

ストークの先端にあるリングを上に回す
と感度が高くなり、下に回すと感度が下
がります。 

﻿ アラーム:  雨やウォッシャー液がウ
ィンドシールドに付着して凍結し、視
界が悪くなる可能性がある場合は、
レインセンサー機能を使わないでく
ださい。

オートカーウォッシャー 
注意： 自動洗車機でワイパーが動き、
破損する可能性があります。エンジン
が稼働中、または車両の電気系統が
イグニッションポジションIまたはIIに
あるときに、レインセンサー機能が解
除されていることを確認してください。 

ウィンドウウォッシャー
ワイパーストークを手前に引くと、ウォッシ
ャーが作動します。また、ワイパーがウィン
ドシールドを数回ワイプします。

注意：  ワイパーでウィンドシールドを
拭くときは、ウォッシャー液をたっぷり
と使ってください。ワイパーの作動中
は、ウィンドウが濡れていなければな
りません。

ウォッシャー液のレベル
ウォッシャー液リザーバーの液面
レベルが低下すると、ドライバー
ディスプレイにこの記号と 通知メ
ッセージが表示されます。223ペ
ージを参照してください。  

ウインドシールド、ウィンドウ、ミラー、サンバイザー
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パワードア ウィンドウ
ドライバー側ドアパネルのコントロールパ
ネルのスイッチを使用して、車両両側のパ
ワーウィンドウを操作します。助手席の乗
員は、そのドアパネルにあるウィンドウス
イッチで操作します。

スイッチを上、または下に少し動
かすと、スイッチの位置を保持して
いる間、ウィンドウが上下します。
スイッチを上または下にいっぱ
いに動かしてから離すと、ウィン
ドウは自動的に最終位置まで上
がります。

﻿ アラーム: 子供を車内に放置しない
でください。

﻿ アラーム: ウィンドウを閉めるとき
は、人や物が挟まれないよう必ず確
認してください。

﻿ アラーム: 不注意なウィンドウ操作
は、特に子供にとって危険です。ま
た、同乗者にもこの危険性を周知徹
底してください。

﻿ アラーム: 炎天下の中、ウィンドウを
閉め切って駐車した車内に子供や動
物を放置しないでください。

パワーウィンドウを操作するには、イグニ
ッションモードIまたはIIでなければなり
ません。イグニッションモード0では、パワ
ーウィンドウを数分間操作することがで
きます（ただし、ドアを開けた後はできま
せん）。一度に操作できるのはスイッチ1つ
のみです。

自動昇降
ドアを閉めやすくし、ドアガラスとドアシー
ルの密閉性を最適化するために、完全に
閉まったウィンドウはドアが開くと同時に
自動的に少し下降し、ドアが閉まると再度
上昇します。

挟み込み防止機能 
開閉中にドアウィンドウのどちらかが障害
物で塞がれると、
開閉の動きが止まり、塞がれた位置から
約50mm（または全開位置まで）自動的に
リバースします。

例えば氷が張ったときなど、閉める作動が
キャンセルされたときに挟み込み防止機
能を解除とするには、ウィンドウスイッチ
を必要な方向に押し続けてください。

バッテリー供給が途絶えると、ワンタッチ
下降、自動降下、挟み込み防止機能が作
動しなくなり、ドアウィンドウシールが損傷
するリスクが高まります。
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自動昇降/挟み込み防止機能のリセット 
	– 各ウィンドウを完全に上昇させ、上がっ
たらカチッと音が聞こえるまでスイッチ
を2秒間長押しします。

	– 各ウィンドウを完全に下降させ、下がっ
たらカチッと音が聞こえるまでスイッチ
を2秒間長押しします。

注記：ウィンドウはおよそ180km/h
以上の速度では開けられませんが、
いずれの速度でも閉めることはでき
ます。

ドアミラー
ドライバー側ドアパネルのコントロールパ
ネル内スイッチとジョイスティックを使っ
て、両側ドアミラーを操作、ミラーグラスを
調整することができます。 

﻿ アラーム: ミラーグラスは、視野を広
くするために凸型になっていますが、
その分、物が小さく、遠くに見えます。

ドアミラーガラスの調整
	– 左側のドアミラーはLスイッチ、右側のド
アミラーはRスイッチを押します。 

	– 押したスイッチのライトが点灯します。
	– ジョイスティックを使ってミラーガラスの
位置を調整します。

	– もう一度スイッチを押すと、ライトが消
灯します。
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ドアミラーの折りたたみ/展開
駐車時や狭い場所での運転時に、ドアミラ
ーを内側に折りたたむことができます*。

ドアミラーの折りたたみ
	– イグニッションモードをI以上に設定し
ます。

	– LとRスイッチを同時に押します。
	– 約1秒後に離すと、両側のドアミラーは
自動的に完全に折りたたまれた位置で
停止します。

ドアミラーの展開
	– もう一度、LとRのスイッチを同時に押
します。

	– ミラーは完全に展開された位置で自動
的に停止します。

*こちらはオプションのアクセサリーです。

ロック時の自動折りたたみ
キーフォブを使って、車両のロック/ロック
解除時にドアミラーを自動的に折りたた
み/展開することができます。 

この機能にはプリセットのオプションが
あり、中央ディスプレイで設定できます。 128 
ページをご覧ください。

注記：LとRのボタンでミラーを内側に
折りたたんだ場合は、手動で開く必
要があります。

ニュートラルにリセット
電動式折りたたみ/展開を正しく動作させ
るためには、外力によって位置がずれたド
アミラーを電動で元の位置に戻す必要が
あります*。

	– LとRスイッチを同時に押して、ドアミラ
ーを折りたたみます。

	– LとRスイッチを同時に押して、もう一度
展開させます。

	– 必要に応じて上記の手順を繰り返し、ミ
ラーを元の位置に戻してください。 

*こちらはオプションのアクセサリーです。
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パーキング中の手動角度調整
ドアミラーガラスは、角度を下向きにし
て、駐車時に道路面を確認することがで
きます*。

	– リバースギアを入れた状態で、必要に応
じてLまたはRスイッチを押します。

	– なお、スイッチが既に選択されているか
どうかによって、スイッチを2回押す必要
があるかもしれません。 

	– ドアミラーガラスの角度が下向きにな
ると、スイッチが点滅します。

	– リバースギアを解除すると、ドアミラー
ガラスは3秒後に自動的に戻り始め、約
8秒後に元の位置へ戻ります。

*メモリーボタン付きのパワーシートを装
備している場合にのみ適用されます。

パーキング中の自動角度調整
リバースギアを選択すると、ドアミラーガラ
スの角度を自動で下げることができます。 

この機能は中央ディスプレイにて設定し
ます。 124 ページをご覧ください。

注記：LまたはRスイッチを2回押すと、
ガラスは元の位置に戻ります。

インテリア バックミラー

手動調光
インテリアバックミラーは、ミラーベースの
レバーを使って明るさの調節が可能です。

	– レバーを手前に倒すと、ミラーが暗くな
ります。

	– レバーをウィンドシールドの方向へ動か
すと、通常ビューに戻ります。

注記：オートディム機能付きのミラー
では、手動で調光はできません。
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自動調光ミラー
バックミラーやドアミラーに反射した車両
後方の眩しい光を自動的に減光します*。 

イグニッションのオフ時やリバースギア選
択時を除き、自動調光は常に有効です。

この機能の調光レベルのプリセットは、中
央ディスプレイで設定します。 128 ページ
をご覧ください。

*オプションで装着の場合。

注記：パーキング許可、トランスポン
ダ、サンバイザーなど、センサーに光
が届かないものがあると、ルームミラ
ーとドアミラーのディム機能は低下
します。

サンバイザー
サンバイザー（装着の場合）は、シート前
方のルーフライニングにあり、必要なとき
に折りたたみが可能です。また、必要に応
じて内部のマウント部分を外して回転さ
せることも可能です。 

サンバイザーを降ろした状態でミラーカ
バーをスライドさせると、バイザー内のバ
ニティミラーが点灯します。 



キャビン内収納と電源ソケット
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キャビン内収納と電源ソケット

グローブボックス
助手席側フェイシアにあり、グローブボッ
クス上部の ﻿リリースボタンを押すと開き
ます。閉じるには完全に押しこみ、ラッチを
嵌合させます。

﻿
アームレスト

カップホルダー

クライメートコントロールスイッチの下

ギアセレクターの下
(オートマチックトランスミッション車のセ
ンターコンソールを表示。マニュアル車の
コンソールの収納トレイはこれより小さ
めです）。
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ドアポケット

ラゲッジネット

リアキャビンネット
（装備の場合）。 

﻿ アラーム: 最大荷物重量は20 kgを
超えてはなりません。収納する荷物
は、車内で不安定にならないよう、
ネットに完全に収納する必要があ
ります。 

センターコンソールネット
（装備の場合）。

電源ソケット

12ボルト電源ソケット
電源ソケットはセンターコンソール後部に
あります。イグニションモードIまたはIIで
作動します。

エンジンを切り、車両をロックすると、電
源ソケットとUSBポートが解除されます。
エンジンを切り、車両をロックしていない
場合、ソケットとUSBポートは引き続き7
分間作動します。

﻿ アラーム: 小さな子供を車内に残さ
ないでください。不用意に電源ソケッ
トに触れると危険です。

キャビン内収納と電源ソケット
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キャビン内収納と電源ソケット

﻿ アラーム: 車両のラジオや電気系統
に干渉を与える可能性のあるアクセ
サリーは使用しないでください。

﻿ アラーム: 接続のアクセサリーは、
急ブレーキや衝突の際に乗員に危
害を与えないような位置に置いてく
ださい。

﻿ アラーム: 接続のアクセサリーは熱
くなって乗員が火傷をしたりインテリ
アに損傷を与える能性があるため、
こまめにチェックしてください。

注意：  エンジンを切った状態でAUXソ
ケットやUSBポートを使用すると、バッ
テリーが放電することがあります。

注意：  定格10アンペアを超えるアク
セサリーは使用しないでください。電
源ソケットに接続する前に、アクセサ
リーの定格を確認してください。

﻿
USBポート
アームレスト内
センターコンソールのアームレスト内には
2つのUSBポート（タイプAとC ）が備えら
れています。ここをインフォテインメントシ
ステムに接続し、データ転送や電話投影
が可能です。

注意：  USBポートの出力電圧は5V、
最大電流は約2.5Aです。ファンやライ
トなどの機器をUSBポートに接続し
ないでください。

センターコンソールの前方
センターコンソールのロアストレージトレ
イの前方には、充電専用のタイプA USB
ポートが1つ装備されています。 

USBケーブルは、アッパーコンソール下側
の穴を通してクライメートコントロールス
イッチ下のストレージエリアにつなぐこと
もできます。ストレージエリアのラバーマ
ットには、USBケーブルを所定の位置に保
持させる機能もあります。
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バックミラー
(装着の場合）
バックミラートリムの前方に、交通ビデオ
レコーダーへの電源供給を想定したUSB
ポートが配置されています。

キャビン内収納と電源ソケット



シートとステアリングホイール
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シート
パワーシート 

ランバーサポートは、スイッチ
の上/下/前/後を押して調節し
ます。
シートクッションの角度は、スイ
ッチ前部を上下に動かして調節
します。
シートクッションの高さは、スイ
ッチの後部を上下に動かして調
節します。
背もたれの角度は、コントロール
を前後に動かして調節します。

シートの前後は、コントロールを
前後に動かして調節します。

シートのフォールド
165ページをご覧ください。

﻿ アラーム:  急ブレーキによる人身事
故を防ぐため、運転前にシートが所
定の位置にロックされていることを
確認してください。 

﻿ アラーム:  ステアリングホイールから
の快適な距離であること、ブレーキ
ペダルを最後まで踏み込むことがで
きる、常に車両を完全に制御できる
ことを確認します。 

﻿ アラーム: シートを調整するときは、
人や物が挟まれないように してくだ
さい。

﻿ アラーム: 運転中にシートポジション
を調整すると、車の操縦に悪影響を
及ぼすことがあります。

注記：パワーシートの操作スイッチ
のうち、2つ以上は同時に使用できま
せん。

注記：パワーシートには、シートの動
きを妨げるものがあると起動するオ
ーバーロードプロテクションシステム
が搭載されています。これが起動した
場合は、その対象物を取り除き、再度
シートを動かしてください。

シートとステアリングホイール
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シート/ドアミラーメモリースイッチ
(装着の場合）
パワーシート装備の車両は、ドライバー側
ドアパネルにメモリーボタンが設置されて
います。このメモリー機能では、運転席と
ドアミラーの2種類の設定を記憶させるこ
とができます。

メモリ設定の保存
シート/ドアミラーの位置をボタン1に記憶
させるには:

	– 車両をイグニッション 1 にセット、もしく
はエンジン稼働状態にします。181ペ
ージを参照してください。

	– シートとドアミラーを好みの位置に調節
します。 163 ページと 153ページを
参照してください。

	– Mボタンを押し、離します。ボタンの表示
ランプが点灯します。

	– 短時間の内に、Mボタンの表示ランプが
消えチャイムが鳴るまで、ボタン1を押し
続けます。

注記：ボタン2を同様に使用して、シ
ート/ミラーのポジションを、もう1設
定記憶させます。 

保存した設定を起動
運転席のドアを開けた状態で：
ボタン1を押し、離します。シート/ドアミラ
ーは自動的に設定位置に移動します。
運転席のドアを閉めた状態で：
シート/ドアミラーの動きが止まるまで、ボ
タン1を押し続けます。

﻿ アラーム: 走行中は、メモリー機能の
使用やシート調整をしないでくださ
い。これにより、車両の制御が失われ
る可能性があります。

﻿ アラーム: ドライバーシートは、イグ
ニッションをモード0にした状態でも
調整できますので、乗車中は子供の
目を離さないでください。

注意：シートの動きを妨げると、シー
トに損傷を与える可能性があります。

注記：ランバーポジションの設定は保
存されません。
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シートのフォールド
シート外側リアのストラップを引いて背も
たれを倒し、シートを前方に移動させま
す。レバーを離すとシートは元の位置に戻
ります。

シートヒーター
175ページをご覧ください。 

ホーン
ステアリングホイールのセンターパッド部
分を押すと音が鳴ります。

ステアリングホイールの調節
ステアリングホイールは、高さと奥行きの
調節が可能です。
1.	ステアリングホイールを解除するには、コ

ラムロックレバーを押し下げてください。
2.	ステアリングホイールを望みの高さと

奥行きの位置に調節します。
3.	ステアリングホイールを所定の位置にロ

ックするには、コラムレバーを戻します。
4.	ステアリングホイールを上下左右に動

かし、確実にロックされていることを確
認してください。

﻿ アラーム: 運転する前に、ステアリン
グホイールが正しい位置にあり、しっ
かりとロックされていることを確認
してください。運転中はステアリング
ホイールの調整を絶対に行わない
でください。
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ドアミラーと運転席は、運転前に安全で
快適な位置に調整する必要があります。 153 
ページと 163ページを参照してください。

電子ステアリングコラムロック 
イグニッションモード0 で車両が停止状態
のとき、以下の場合に電子式ステアリング
コラムロックが起動（ロック）します。

	– キーフォブで車両がロック。
	– イグニッションモード0のまま一定時間

が経過。
	– 車両がロック解除された後、一定期間
内に車両が起動しない。

シートとステアリングホイール



クライメートコントロール
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クライメートコントロールシステム
クライメートコントロールは手動もしくは
自動のどちらかを選択できます。ロータス
特製のクライメートシステムは、暖房、換
気、冷房、除湿を車室内に供給します。

クライメートシステムのオプションは、セン
ターコンソールのクライメートコントロー
ルスイッチ、および中央ディスプレイのオン
スクリーンボタンから選択します。 

クライメートコントロールシステムの効果
を最大限に引き出すためには：

	– 最適なパフォーマンスを得るためにウィ
ンドウを閉めること。

	– ウィンドシールド前のインレット口の雪、
氷、詰まりを取り除き、システムの最適
な動作を確保すること。

注記：エアコンシステムの状態を良好
に保ち、コンプレッサーを潤滑するた
めに、少なくとも毎週数分間はエア
コンを選択することをお勧めします。

クライメートコントロールスイッチ

1 温度制御とエアコンのオン/オフ。

2 空気分布。

3 ウインドシールドデミスター。

4 ヒーテッドリアスクリーン/ドアミラー。

5 空気再循環。
6 ファン速度/オートクライメーション

モードのオン/オフ。

エアコン 
エンジンが稼働しクライメートファンがオ
ンの状態で：

	– A/C ボタンを押して、エアコンを起動し
ます。 

	– ボタン内の表示ランプが点灯し、セン
ターディスプレイにA/C記号が表示さ
れます。

	– もう一度ボタンを押すと、解除されます。

以下により、エアコンの起動も可能です：
	– AUTOボタンを押す。
	– ウィンドシールドデミスターボタンを

押す。

中央ディスプレｲの設定については、175
ページをご覧ください。

クライメートコントロール
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気温
キャビン内室温を調整するには、A/Cボタ
ン外周のコントロールリングを時計回り
に回すと温度が上昇し、反時計回りに回
すと下降します。

設定温度は中央ディスプレイに一時的に
表示、中央ディスプレイのクライメート・ナ
ビゲーション・バーには常時表示されます。 

中央ディスプレｲの設定については、175
ページをご覧ください。

空気分布
気流は、以下の組み合わせでキャビン内
に入ります。

	– ウィンドウシールドのデミスターとサイ
ドウィンドウの通気口。

	– フットウェルの通気口。
	– 頭部レベルのインスツルメンツパネル
の通気口。

現在時の気流分布設定は中央ディスプレ
イに一時的に表示され、中央ディスプレイ
のクライメート・ナビゲーション・バーには
常時表示されます。 

気流分布スイッチを押すと、これらの通気
口の組み合わせを短時間で切り替え/循
環します。6種類の設定が可能です。 

フットウェル。 

フットウェルと頭部。

頭部。

頭部とウインドシールド。

ウインドシールド。

ウインドシールドとフットウェル。

中央ディスプレｲの設定については、175
ページをご覧ください。
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デミスター
ウィンドシールドの除湿/防曇を最大とす
るには、デミスターのスイッチを押してく
ださい。起動時:

	– スイッチ上部の表示ランプが点灯し、中
央ディスプレイにデミスターの記号が一
時的に表示されます。

	– クライメートファンが全速力で作動し
ます。

	– 気流はすべてウィンドシールドに流れ
ます。

	– 最大ヒートが選択されます。
	– エアコンが作動します。
	– スイッチをもう一度押すと解除されま
す。イグニッションモードが0に設定され
ている場合、デミスター機能も解除さ
れます。

デミスターの起動中は、手動循環は選択
できません。

ヒーテッドリアスクリーン/ドアミラー 
エンジン稼働の状態で、リアスクリーン／
ドアミラースイッチを押して、リアウィンド
ウデフロスト機能を起動します。起動時:

	– スイッチ上部の表示ランプが点灯します。
	– リアスクリーンとドアミラーの防曇が開

始されます。  
	– もう一度スイッチを押すと解除されま
すが、約10分後に自は動的に解除さ
れます。

中央ディスプレイのコントロールを使っ
て、低温時にリアスクリーンのヒーターが
自動起動するように設定可能です。175ペ
ージをご覧ください。
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空気再循環 
他の車などの排ガスがキャビン内に入る
のを防いだり、エアコン使用の際に最大
限冷却するには、再循環スイッチを押して
ください。起動時:

	– スイッチ上部の表示ランプが点灯し、中
央ディスプレイに再循環の記号が一時
的に表示されます。

	– キャビン内の空気が再循環します。 
	– スイッチをもう一度押すと解除されます。

﻿ アラーム: 再循環モードは長時間使
用しないでください。室内の空気が
よどんだり、ウィンドウに霧がかかる
ことがあります。

デミスターの起動中は空気再循環を作動
させることはできません。

中央ディスプレｲの設定については、175
ページをご覧ください。

オートクライメート
好みの室温に設定した状態で、AUTO ボ
タンを押して自動空調システムを作動さ
せます。起動時:

	– ボタンのインジケータランプが点灯し
ます。

	– そして、気流温度、気流分布、クライメー
トファンの回転数を車両側で制御し、希
望の温度を維持します。

次のいずれかが発生すると、オートモード
は解除されます。

	– 再循環モードが起動する。
	– デミスターが起動する。
	– 空気分配スイッチが押される。
	– クライメートファンの速度が調整される。

クライメートコントロール
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クライメートコントロール

中央ディスプレｲの設定については、128
ページをご覧ください。

自動温度設定
車室内の温度調節は、実際の気温ではな
く、システムが感知した温度に基づいて
います。

感知温度は、車両がその時に受けている
外気温、風速、湿度、日射量などの影響を
受けています。

車内のどちら側に日差しが注いでいるか
をセンサーで検知するため、システムが温
度調節を試みても通気口間の気温が異な
る場合があります。

クライメートファン
クライメートファンの速度を調節するに
は、AUTOボタン周囲のコントロールリン
グを時計回りに回すと、速度が増大します

（速度は7段階あります）。反時計回りに回
すと減少します（ファンを切るまで）。 

ファン速度のレベルは、中央ディスプレイ
に一時的に表示され、中央ディスプレイの
クライメート・ナビゲーション・バーには常
時表示されます。 

中央ディスプレｲの設定については、175
ページをご覧ください。



173

通気口
調整可能な通気口は、フェイシア中央と
左右サイドにあります。

ウィンドシールドとフットウェルにあるの
は調節不可能な通気口です。  

通気口の調整
通気口内のレバーを動かして、望む方向
に送風します。

花粉フィルター
花粉フィルターは、キャビン内に入るすべ
ての空気を清浄するためのものです。

花粉フィルターの交換
キャビン内に流れる空気の質を維持する
ために、フィルターは、車両の整備スケジ
ュールで指定された間隔で、ディーラーに
て交換してください。

埃や砂の多い環境で運転される場合は、
フィルター交換の頻度が高くなることがあ
ります。必要に応じ、詳細につきましては
ロータスのディーラーまでお問い合わせ
ください。 

クライメートコントロール
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インテリア空気洗浄システム
空気質検知器で車外の空気の汚れを検
知します。過剰な汚染物質が検出される
と、キャビン内へ新鮮な空気を取り込む
吸入口が閉じてキャビン内の空気が再循
環されるため、汚染度が高まるのを回避
します。

次の場合、システムは起動しません。
	– 再循環モードがすでに起動している。
	– クライメートファンがオンになってい

ない。
	– ウィンドウが開いている。

アクティブ電気モジュール冷却
最適なパフォーマンスを確保するために、
必要に応じて、クライメートシステムから
の冷却風をダッシュボードエリア後方に
配置された電気モジュールに分配します。

この機能を起動すると、クライメートファン
とアコンの機能が自動的に作動したり、現
在設定を調整したりすることができます。
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中央ディスプレイ
また、スイッチ操作によるクライメートコ
ントロール設定に加え、中央ディスプレイ
からも操作することができます。 

プリセットバー
中央ディスプレイのサイドバーから、次を
選択します。グローバル設定/アプリオプシ
ョン>車>クライメート

1 内気循環タイマー：
起動から30分後に自動解除。

2 ファン速度自動モード:
低、中、高の強度レベルを選択可能。

3 自動リアデフロスター 
リアスクリーンヒーターは、7 ℃以下
の温度で自動的に起動。

4 シートヒーター自動作動
イグニッションモードII（アクティブ）の
ときに使用でき、オートシートヒータ
ーの持続時間を設定します。 

1
内気循環タイマー                                                                
内気循環は30分後にオフになります                                                                

シートヒーター自動作動

2
ファン速度自動モード                                                                

低                                                       中                                                       高                                                       

運転席   助手席

3
自動リアデフロスター                                                                
温度が7℃未満のときに作動します                                                               

タイマー

5分                                                       15分                                                    30分                                                       4

必要なクライメートのオプションをタ
ップします。

スライドボタンを使用してプリセット
を有効にします。
プリセットレベルがある場合は、トグ
ルボタンをタップして必要なレベル
を選択します。 

中央ディスプレイの画面情報について
は、124ページをご覧ください。

シートヒーター 
トグルボタンを使っての、シートのヒートレ
ベルの変更方法詳細については、177ペ
ージを参照してください。 

注記: 助手席エアバッグが解除され
ている場合、助手席シートヒーター
は作動しません。 38ページをご覧く
ださい。 
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ナビゲーションバー
22.5 ° 中央ディスプレイのナビゲーショ

ンバーから、クライメートコント
ロールのアイコンを選択すると、
利用可能なオプションが表示さ
れます。

クライメートコントロールのオプション
1 温度。

2 空気分布。

3 ファン速度。

4 左側シートヒート。

5 最大A/C。

6 オートクライメート。

7 再循環。

8 右側シートヒート。

中央ディスプレイ画面の詳細について
は、128ページをご覧ください。

1 温度

「+」または「-」をタ
ップすると、温度が
0.5度単位で変化し

ます。

「+」または「-」を長
押しし、温度を「Hi」
または「Lo」に設定

します。

ディスプレイ内の上
下を押しドラッグす
ると、温度が変化し

ます。

ディスプレイの外側
を押してドラッグし、
「Hi」温度を設定し

ます。

2 空気分布
空気分配ディスプレ
イの下、中、上をタッ
プして、ゾーンを有効
または無効にします。

ウインドシールド  フットウェル 頭部
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3 ファン速度

ディスプレイの内側
をタップして、速度

を1段階上げたり下
げたりします。

ディスプレイの内側
を長押しして、速度
を「7」または「OFF」

に設定します。

ディスプレイの内側
を押してドラッグす
ると、速度が変更で

きます。

ディスプレイの外側を
押してドラッグし、フ

ァン速度を‘7‘に設定
します。

4 8 ヒートシートの温度

トグルボタンを繰り返しタップ
すると、運転席と助手席のヒー
トレベルを、OFF、高、中、低と
変更できます。 

アラーム: 感覚が鈍く温度の上昇を
感じにくい人や、操作に問題がある
人は、火傷の恐れがあるため、ヒート
シートのオプションは使用しないで
ください。  

5 最大 A/C

「MAX A/C」のトグルボタンを押
すか、温度を「Lo」に設定する
と、最大A/Cを作動させること
ができます。

注記: オートクライメートが選択され
ている場合は、解除されます。

起動すると、トグルボタン下部の表示ラン
プが点灯し、温度が「Lo」に設定され、クラ
イメートシステムはクライメートファンの
速度、空気配分設定を調整し、エアコンを
起動させて（その時起動していない場合）
、キャビン内の室温をできる限り下げよう
とします。 

トグルボタンをもう一度押して、最大A/C
を無効に、もしくは：

	– 温度を変更する。
	– クライメートファンの速度と空気分配の

設定を変更する。
	– エアコンを無効にする。
	– オートクライメート設定を有効にする。



178

6 オートクライメート
オートクライメートを設定
希望の温度に設定してから、中央ディスプ
レイのトグルボタンを押すか、センターコ
ンソールのAUTOボタンを押して、オートク
ライメートを起動します。 171ページを参
照してください。
	– トグルボタン下部のインジケータランプ

が点灯します。 
	– ディスプレイ内のクライメートファンの

速度レベルと空気分配表示が暗くなり
ます。

これでクライメートシステムは、キャビン
内に入る冷気の速度、分布、量を調整し、
希望する温度を維持することができます。 

クライメートをオフに設定
中央ディスプレイから、またはセンターコ
ンソールのAUTOボタン周囲のコントロー
ルリングを使って、クライメートファンの速
度レベルを「OFF」に設定します。 171ペー
ジを参照してください。

	– クライメートファン速度表示には、
「OFF」が表示されます。 
	– 温度表示内の温度レベルが暗くなり
ます。 

	– 気流分布が解除されます。 

クライメートを再起動するには： 
	– 温度調節ディスプレイ内の「＋」ボタン
をタップします。

	– 中央ディスプレイから、またはセンター
コンソールのAUTOボタン周囲のコント
ロールリングを使って、クライメートファ
ンの速度レベルを上げます。

クライメートコントロール
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7 空気再循環
空気再循環の設定
中央ディスプレイのトグルボタンを押す
か、センターコンソールの再循環ボタンを
押し ます。171ページをご覧ください。
	– トグルボタン下部のインジケータランプ

が点灯します。 
	– キャビン内の空気が再循環します。
	– もう一度トグルボタンを押すと、解除さ

れます。
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イグニションモード
イグニッションモードをモード 0（無効、車
両がロック解除され運転席のドアが開い
ている状態）から変更するには、クラッチ 

（マニュアル車）またはブレーキペダル（オ
ートマチック車）を 踏まずに エンジンスタ
ート/ストップボタンを押してください。

イグニションモード I （コンビニエンス） 
モード 0からIへ切り替えるには、キーフォ
ブを検知した状態で、エンジンスタート/ス
トップボタンを短く押します。

イグニションモード II （アクティブ） 
イグニッションモード0またはIからモードII
に切り替えるには、キーフォブを検知した
状態で、エンジンスタート/ストップボタン
を約5秒間長押しします。

電子ステアリングコラムロック 
イグニッションモード0（無効） で車両が停止状態のとき、以下の場合に電子式ステアリ
ングコラムロックが起動（ロック）します。

	– キーフォブで車両がロック。
	– イグニッションモード0のまま一定時間が経過。
	– 車両がロック解除された後、一定期間内に車両が起動しない。

イグニッションモード 利用できるシステム

0 - 無効 このモードでは、限られた時間内に一部の電気系統の機
能を使用することができます。時計、オーディオインフォテ
インメント、ポジションライトを使用できます。ステアリング
コラムの電子ロックも解除されます（アンロック状態）。

I - コンビニエンス パワーウィンドウ、電話など、特定の便利な機能を操作で
きます。

II -アクティブ エクステリアライトを操作できます。電気システムがセルフ
チェックを行い、ドライバーディスプレイにアラーム表示記
号が約3～6秒間点灯します。これでほとんどの電気制御
が操作できるようになります。

始動と運転
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エンジンの起動
	– キーフォブがフロントシート周辺にある
ことを確認します。

	– マニュアル車：トランスミッションがニュ
ートラルになっていることを確認し、クラ
ッチペダルを踏み込みます。184ペー
ジを参照してください。

	– オートマチック車：[P – パーク]または
[N - ニュートラル]を選択し、ブレーキ
ペダルを軽く踏みます。 186ページと 
193ページを参照してください。 	– エンジンスタート/ストップボタンのフリ

ップカバーリア側を持ち上げます。
	– エンジンスタート/ストップボタンを押し
て離すと、オートスタート機能により、車
両が始動するまでスターターモーター
を作動させます。

アラーム: 車両の操作を維持するに
は、運転席、ハンドル、ドアミラーが正
しく調整されていることを確認して
ください。

アラーム: 必要に応じて、ブレーキペ
ダルを完全に踏み込めるように運転
席を調整してください。 

アラーム: 運転する前に、自分自身と
同乗者がシートベルトを締めている
ことを確認します。

アラーム: 走行中は絶対にキー
フォブを外したり、START/STOP 
ENGINE ボタンを押したりしないで
くださ い。エンジンを停止させ、事故
の原因となる可能性があります。

注意：  始動後、冷たいエンジンを直
ちに加速しないでください。オイルが
すべてのエンジンコンポーネントに
潤滑しない可能性があり、エンジン損
傷の原因となる場合があります。
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アルコールインターロック
アフターマーケットのアルコールインター
ロックの装着により、ドライバーが飲酒状
態の際は、車両の始動や運転を防ぐこと
ができます。 

アルコールインターロックを車両の電気
系統に接続する方法など、ロータス正規
ディーラーの認可を受けた自動車電気技
師より装着に関する情報を得ることがで
きます。

アルコールインターロックシステムの操作
については、同システムに付属の情報を
参照してください。 

アラーム: 運転手は常に、アルコール
を摂取していないこと、そして車両の
安全運転の責任を負わなければな
りません。

緊急起動
キーフォブの電池残量が少ないためにキ
ーを検知できない場合、ドライバーディス
プレイにメッセージが表示されます。

車内にキーがありません

このメッセージが表示され、エンジンが起
動しない場合は：

	– キーフォブをセンターコンソールアー
ムレスト内収納部後方にある凹部に置
きます。 

	– スタートボタンを押します。
	– アラームサイレンが消音され、アラーム

が無効になります。

注記: リモコンキーがフロントカップ
ホルダー内のバックアップリーダーの
そばに置かれている場合、カップホル
ダー内に車のキーや金属製のもの、
その他の電子機器（携帯電話や充電
器など）がないことを確認してくださ
い。バックアップリーダーのそばにあ
るデバイス同士が干渉する可能性が
あります。

注記: 3回試みても起動しない場合
は、3分ほど待ってから再度試みてく
ださい。
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﻿
エンジンのスイッチを切る

	– 車両が静止し、パーキングブレーキがか
かり、トランスミッションがニュートラル 

（マニュアル車）、またはP-パーク（オー
トマチック車）になっていることを確認
します。197 ページと 186ページをご
覧ください・。

	– エンジンスタート/ストップボタンのフリ
ップカバーリア側を持ち上げます。

	– エンジンスタート/ストップボタンを押し
て離すと、エンジンが停止します。

アラーム: 退出時には必ずリモコン
キーを車外に取り出し、イグニッショ
ンモードが0になっていることを確認
してください（特に子供が車内に残っ
ている場合）。

注意：可能であれば、高速または高
負荷走行後、エンジンのスイッチを
切る前に数分間エンジンをアイドリ
ングさせてください。これにより、エン
ジン/フルードの温度が正常に戻りま
す。これはパワートレインの長期的な
耐久性にも貢献します。 

﻿
マニュアルトランスミッション
エミーラ V6 マニュアルトランスミッション
は、6段変速、ギアノブにはシフトレバーの
パターンが表示されています。ギアチェン
ジのたびにクラッチペダルを完全に踏み
込み、シフトアップ時にはスロットルペダ
ルを緩めなければなりません。

その他のトランスミッションのオプション
については、186 ページをご覧ください。

アラーム: 傾斜地や坂道で駐車する
ときは、必ずパーキングブレーキをか
けてください。車両をギアのままにし
ておくと、車両を保持するのに十分
でない場合があります。

始動と運転



185

始動と運転

リバースギアの選択
車両が停止した状態で、クラッチペダルを
完全に踏み込んだままギアノブの下のカ
ラーを持ち上げ、ギアシフトレバーを左側
いっぱいに動かし、次に前方にシフトして
リバースギアを入れます。

また、パークアシストカメラが自動的*に
作動し、中央ディスプレイには車両後方の
様子が映り出されます。

*市場により異なります。

注意：クラッチやスロットルを正しく
操作せずにギ アチェンジをすると、ト
ランスミッションやエンジンに損傷を
もたらす場合があります。車両が前進
している間は、絶対にリバースギアを
入れな いでください。これは、車両保
証の対象外となる深刻なトランスミッ
ションの損傷を引き起こす可能性が
あります。 

クラッチペダル 
エミーラ V6 マニュアルトランスミッション
車の場合、エンジンを始動させるには、ク
ラッチペダルを完全に踏み込まなければ
なりません。走行前に、クラッチペダルの
動きがフロアーマットなどで妨げられてい
ないことを確認してください。

アラーム: フットウェル内のフロア材
はすべて適切に固定されていなけ
ればなりません。マットが緩んでいる
と、フットペダルの操作に支障をきた
し、車の制御が効かなくなる可能性
があります。

﻿﻿
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その他のトランスミッションのオプション
オートマチックトランスミッション 
エミーラV6には、ロータスのオートマチッ
クトランスミッションシステムが用意され
ています。

デュアルクラッチ・トランスミッション
エミーラ4気筒には8速デュアルクラッチ・
トランスミッションが搭載されています。ど
ちらのオプションでも、ドライバーは従来の
オートマチックドライブからマニュアルシフ
トモードに切り替えることができ、スポーツ
モードとトラックモードのオプションでは、
より迅速で顕著なギアシフトを体験できる
ばかりでなく、パフォーマンスに応じてシフ
トポイントを最適化することができます。

185 - 192 ページに記載の情報は、特に
記載のない限り、両方のトランスミッショ
ンシステムに適用されます。

システムモードオート選択 
ツアーモードでは、ギアシフトと変速ポイ
ントの洗練性と燃費が最適化されるよう
調整されます。 

手動選択
前進ギアは、ギアセレクターまたはステア
リングホイール後方のパドルシフトで順次
にマニュアル選択が可能です。 

ギアセレクター
イグニッションモードⅡの場合、ギアセレ
クターで以下のギアを選択することが可
能です。

R -リバース
N -ニュートラル 
D -ドライブ

エンジンは、フットブレーキを踏んだ状態
でPまたはNを選択した場合にのみ始動
できます。
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 オートモード マニュアルモード
R

D

N

D +

N

PN

ギアの選択
現在選択中のギアに応じて、フットブレー
キをしっかり踏み込み、ギアセレクターを
前方／後方に1～2回動かすと、ギアが切
り替わります。

Dが選択されているときにRを選択する
には（またはその逆）、フットブレーキを踏
み、ギアセレクターを前方または後方に素
早く2回動かしてギアを選択します。 

アラーム: スロットルが押されていな
くても、車両が動く可能性があるた
め、DまたはRを選択しながらフット
ブレーキを常にしっかりと押し下げ
てください。

アラーム: エンジンが長時間アイドリ
ングのままで車が停止している場合
は、予期しない、または突然の車の
動きを避けるため、必ずPまたはNを
選択してください。

注記：予期しない、または突然の車の
動きを避けるため、DまたはRを選択
した後トランスミッションがギアに入
るまで待ってから、アクセルペダルを
踏み込んでください。

フットブレーキを踏んでいない状態でギア
を選択したり、車両を発進させようとする
と、ドライバーズディスプレイの画面にアラ
ームメッセージが表示されます。  

エンジンを切るのは、車両が停止し、Pま
たはNが選択されているときのみとするの
が良い運転習慣です。 

P –パーク
 車両が停止している状態で、パーキング
ブレーキをかけ、ギアセレクターの後ろに
あるPボタンを押して、パークモードを起
動します。セレクターレバーを前方／後
方に1回動かすと、パークモードが解除さ
れます。

アラーム: 車両を静止した状態にし
ておくため、Pを選択すると同時に、
必ずパーキングブレーキもかけてく
ださい。

注意：  エンジンとトランスミッション
の損傷を避けるために、Pを選択する
前に車両は静止していなければなり
ません。
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注記：車両をロックしてアラームを起
動させるには、トランスミッションがP
にはいっていなければなりません。

注記：エンジンを停止してドアを開け
ると、P を選択するようにアラーム音
が鳴り響きます。

オートパークアクティベーション
パークは以下の場合に自動的に選択さ
れます。

	– DまたはRの位置でエンジンが停止して
いるとき。

	– それ以外のギアでエンジンがかかって
いる際にドライバーがシートベルトを外
し、運転席のドアを開ける。

R -リバース 
フットブレーキをしっかりと踏み込み、Rを
選択して車両を後進させます。Rを選択す
る前には、必ず車両を完全に停止してくだ
さい。市場によりますが、パークアシストカ
メラも自動的*に起動し、中央ディスプレ
イに車両後方の様子が映し出されます。

N –ニュートラル
ニュートラルが選択された状態ではギア
は入っていません。パーキングブレーキを
かけ、車両が停止しているときのみ、Nを
選択してください。トランスミッションをニ
ュートラルにした状態でも、エンジンを始
動することができます。 

ニュートラルはまた、ステアリングホイー
ルに装備のパドルシフトを両方同時に手
前に引くことで、いずれのギアからもニュ
ートラルが選択できます。

注記：エミーラ V6モデルの場合、Nか
ら他のギアを選択するには、ブレーキ
ペダルを踏み込み、イグニッションを
モードIIにする必要があります。

始動と運転

D –ドライブ 
ブレーキペダルを踏んでDを選択するの
は、車が停止し前進ギアを入れるときに
のみとします。 

注記: 現在の車速が5 km/h以上であ
れば、ブレーキペダルを踏み込む必
要はありません。

*エミーラ4気筒モデルの場合、NからDを
選択する際、ブレーキペダルを踏む必要
はありません。

ギアチェンジのシフトポイントは自動的に
制御されます。

不適切なPRNDの選択
PRND要求が不適切に選択された場合 

（車両がドライブで前進しているときにリ
バース を選択した場合やフットブレーキ
が踏まれていない場合など）、現在選択中
のギアはドライバーディスプレイの画面上
で強調表示されたまま、アラームメッセー
ジが表示され、トランスミッションは要求
のギアは入りません。
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マニュアルモードのドライブ選択
フットブレーキを踏みながら「＋」パドルシ
フトをドライバー側に持っていくと、P、R、N
のドライブを選択することができます。191
ページも参照してください。

﻿

注記: 現在の車両が5km/h以上であ
れば、ブレーキペダルを踏み込む必
要はありません。  190ページも参照
してください。

 

キックダウン
オートマチックモードでは、アクセルペダ
ルをいっぱいに踏み込むと、トランスミッ
ションは最も低いギアにシフトダウンしま
す。アクセルペダルを通常の走行位置に
戻すと、トランスミッションは最適なギア
にシフトアップします。キックダウンの動作
は、路面速度、現在選択中のギア、アクセ
ルの動きによって変化します。

トランスミッションアラームメッセージ
トランスミッションシステムに故障が
検出されると、この記号が点灯し、ド
ライバーズディスプレイに説明のメッ
セージが表示されます。検出された
故障によっては、車両はデフォルトで
出力制限モードに移行することがあ
ります。これが発生した場合は、表示
されたメッセージ（車両の停止を含
む）に従い、ロータス・ディーラーにご
連絡ください。
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0.0
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133
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手動選択モード
ドライバーコントロールのオプションが2
つあります。

パーマネントマニュアルモード 
最初にギアセレクターレバーで作動させ、
その後オートマチックモードが再選択され
るまで、ギアセレクターレバーまたはパド
ルシフトで維持されます。

テンポラリーマニュアルモード
パドルシフトの操作で初期化され、一定時
間操作しないとオートマチックモードに戻
ります。191ページをご覧ください。

パーマネントマニュアル・モードでは、選択
中アの横に白い「M」が表示されます。テン
ポラリーマニュアルモードの表示について
は 192 ページを参照してください。

始動と運転



190

始動と運転

注記：キックダウンはマニュアルモー
ドでは使用できません。

パーマネントマニュアルモードの起動
Dで走行中にギアセレクターを右または
左に動かして起動させます。

ギアセレクターを使う
	– ギアセレクターを右（「+」方向）に動か
し離すと、トランスミッションは自動的
に選択された現在のギアにとどまりま
す。そのままギアセレクターレバーを右
に動かして、上位ギアにシフトアップし
ます。 

	– ギアセレクターを左（「-」方向）に動かし
離すと、直ちに次の低位ギアにシフトダ
ウンします。

パーマネントモードにすると、パドルシフト
を使い、パーマネントモードに留まること
ができます。パーマネントマニュアルモー
ドでは、トランスミッションは最高エンジン
回転数（rpm）に達するまでは自動的にシ
フトアップしませんが、最低エンジン回転
数でシフトダウンします。
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テンポラリーマニュアルモードの起動 
ステアリングウィール後方にあるパドルシ
フトを手前に引くと、一時的にマニュアル
モードが起動します。

アップシフト：  「+」右側パドルで操作。
ダウンシフト: 「-」左側パドルで操作。

必要なパドルを手前に引くと、順次シフト
アップまたはシフトダウンします。 

エンジン回転数が許容範囲内（rpm）であ
れば、パドルを引くたびにトランスミッショ
ンがギアチェンジします。

注意：  通常の走行温度に達する前に
エンジン回転数 rpm を上げるといっ
た運転は避けてください。損傷や摩
耗の可能性を低減するため、エンジ
ン最高速度の使用は最大加速が必
要な場合に限定する必要があります。
過度に使用すると、パワートレインの
寿命が損なわれます。

エンジンの最高回転数（rpm）に達する前
に、トランスミッションは自動的にシフトア
ップされます。

ドライバーによって選択されていない場
合、トランスミッションシステムを保護し、
エンストを防ぐために、車速が低下すると
トランスミッションによって自動的に低速
ギアが選択されます。

不適切なギア選択

エミーラV6オートマチックパワートレイ
ンモデル
エンジンが最大回転数rpmに達するよう
なギアシフトを試みると、現在選択中のギ
アは変更されず、ドライバーディスプレイ
画面に表示されたままとなります。

エミーラ4気筒パワートレインモデル
テンポラリーマニュアルモード
エンジンが最大回転数rpmに達するよう
なギアシフトを試みると、現在選択中のギ
アは変更されずそのままとなります。

パーマネントマニュアルモード
エンジンが最大回転数（rpm）に達するよ
うなギアシフトを試みると、現在選択中の
ギアは変更されず、パフォーマンスギアシ
フトライトとギアシフトインジケーターア
ローが作動します (70 ページと 72ペー
ジを参照)。
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テンポラリーマニュアルモードに維持
20秒間隔でどちらかのパドルを操作し続
けると、マニュアル選択が維持されます。 

0.0

0.0

0.0

0.0

1/2

2
1

3 5 7

0 9

4 6

8

+23.4˚c12:21 pm 219 km 87˚c

スポーツM 3
R P M × 1 0 0 0

133
km/h

20秒以内にパドルを操作しないと、トラン
スミッションは自動モードに戻り、最後に
手動で選択したギアとは異なる適切なギ
アが選択される場合があります。 

「M」 - マニュアルモード表示ステータス
エミーラV6： グリーンの 「M」の下にタ

イマーバーがある（上の
画像のように）。

エミーラ4気筒 グリーンの「M」 - 下にバ
ーはない。

注記: トランスミッションを保護する
ため、低回転領域でシフトダウンし、
エンストを防止します。 

テンポラリーモードからパーマネントモ
ードへ
一時的なマニュアルモードから常時マニュ
アルモードに切り替えるには、ギアセレク
ターを右（「＋」側）または左（「-」側）に動
かします。 190ページを参照してください。

マニュアルモードを解除ギアセレクター
を使う：

	– ギアセレクターを後方にシフトしDを
選択。

または 
	– ギアセレクターを前方にシフトしNを

選択。
シフトパドルを使う：

	– アップシフトパドル「+」を2秒間引く。 
または 

	– アップシフト「＋」とダウンシフト「-」の両
方のパドルを 2 秒間引いて、ニュートラ
ルを選択。

または
	– テンポラリーマニュアルモードでは、い

ずれかのパドルシフターで20秒以上ギ
アを選択しない。

スポーツ&トラックモード 
ドライバーの好みに合わせて、スポーツモ
ードとトラックモード（利用可能な場合）
が用意されています。

スポーツ、トラック、ESC （エレクトロニッ
ク・スタビリティ・コントロール）の「オフ」
モードを起動するのに適した条件や、適
切な安全アラームに関する詳細について
は、200ページをご覧ください。

注記：エレクトロニックスタビリティプ
ログラムをオフにし、スポーツモード
またはトラックモードを選択すると、
エンジンやトランスミッションのスポ
ーツ機能は維持されますが、パワー
によるホイールスリップの介入はあ
りません。アンチロックブレーキシス
テムとハイドロリックブレーキアシス
トは、どのモードを選択しても保持さ
れます。 

エレクトロニック・スタビリティ・コントロ
ールの詳細については、196ページを参
照してください。
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ブレーキシステム

フットブレーキ
ベンチレーテッドディスクブレーキは、4輪
すべてに装備されています。これらは、独
立して動作する2つの油圧ブレーキ回路に
よって作動します。片方のブレーキ回路が
故障しても、もう片方は作動しますが、ブ
レーキ性能は低下し、車両の停止距離が
長くなります。 

エンジン始動時の短時間以外でこ
のアラーム記号がドライバーズデ
ィスプレイに表示された場合は、
ブレーキシステムの故障またはブ
レーキフルードのレベル低下が検
出されたということです。また、基
本的な故障の説明メッセージも表
示されます。

車両のブレーキ性能が低下していると思
われる場合、またはドライバーディスプレ
イにアラーム記号やメッセージが表示さ
れた場合は、直ちにロータス正規ディーラ
ーにご連絡ください。

アラーム: 上記の指示に従わないと、
事故につながる可能性があります。

ブレーキは、エンジンが稼働している時
のみ発生する真空圧でアシストされてい
ます。エンジン停止中にブレーキペダルを
踏み込んだり、真空圧によるアシストが働
かない場合、ブレーキペダルが硬く感じら
れ、車両を停止させるために大きな力を
必要とします。 

アラーム: エンジンが作動していな
い、またはスイッチがオフになってい
る場合は、車両を減速させるために
ブレーキペダルに大きな圧力がかか
り、停止距離が長くなるため、車両を
運転しないでください。

浅瀬や水浸しの路面を走行した後、ブレ
ーキが乾くまでブレーキ性能が低下する
ことがあります。このような場合は、正常
なブレーキ 性能が回復するまで、安全が
確認でき次第ブレー キをかけてください。

アラーム: 上記の指示に従わないと、
事故につながる可能性があります。
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ブレーキペダル
運転前には必ずブレーキペダルの動きを
確認し、フロアマットなどに遮られていな
いことを確認してください。

アラーム: ブレーキペダルに障害が
あると、停止距離が長くなる可能性
があります。

ブレーキパッド
パッドの材質が硬いため、条件によっては
ブレーキノイズが発生することがあります
が、かかるノイズは有害なものではなく、
ブレーキの寿命や効率に影響を与えるも
のではありません。ブレーキを頻繁に酷使
した後は、車両を駐車する前にブレーキを
冷却すると、ディスクとパッドの耐久性に
とって有効です。 

ブレーキを最大限に活用する前に、ブレー
キパッドとディスクを完全に「寝かせる」よ
うにしてください。ブレーキが寝かされ、低
温から通常の動作温度に温められるにつ
れて、ペダルの踏力が減少します。206ペ
ージも参照してください。 

アンチロックブレーキシステム
アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）に
より、ブレーキ時に車輪がロックするリス
クを低減して車両の操縦を確保します。 

ABSは滑りやすい路面や悪路でのブレー
キング時に特に有効ですが、ABSが路面と
の摩擦レベルを上げることはなく、有効な
グリップを最適に活用するのみであること
を認識しておくことが大切です。

ロードホイールが一瞬ロックしたように
見えることがありますが、これは正常な状
態です。

注記：ABSは5 km/h以下の速度では
機能しません。

ABS が起動すると、ブレーキペダルが「脈
打つ」ように感じられ、コントロールソレノ
イド から「カチッ」という音がして、最大限
のブレーキがかかり路面状況に合わせて
運転方法を変更する必要があることを示
しています。145ページの緊急ブレーキ・ラ
イトに関する情報も参照してください。

始動と運転
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アラーム: ABS が提供できる利点が、
ドライバーの安全を脅かすようなリス
クとなってはいけません。ABSは、急
なハンドル操作や急なコーナリング
によって引き起こされる横滑りを 防
ぐものではありません。ABSは、不適
切な速度による事故のリスクを回避
するものではありません。安全な速度
を判断することは、常にドライバーの
責任です。

アラーム: 路面や天候の状況に応じ
て、常に他の車両との安全な距離を
保ってください。

砂利道や雪道などの路面では、ABS搭載
の車両はより長い停止距離を必要とする
場合があります。このような状況では、より
長い追従距離を確保してください。

ドライバーディスプレイの琥珀色の
アラーム記号は、イグニッションス
イッチをオンにした後に約3秒間点
灯し、その後消灯します。記号が点
灯したままの場合、または走行中
に点灯した場合は、ABSの故障が
検出され、作動していないことを示
しています。

ブレーキシステムは正常に作動し続けま
すが、 ABSが作動していないと、制動距離
が長くなることがあります。車両は、適切
な注意と予測を持って運転を続けること
ができますが、できるだけ早くロータスデ
ィーラーにご連絡ください。

ABSブレーキシステムは、その車両に推奨
のタイヤとホイールサイズに合わせて調
整されています。適切でないホイールや
タイヤが装着されてい ると、ABSブレーキ
モジュールはセンサーからの正しい情報
を得られず、ABS性能が低下する場合が
あります。 

アラーム: この車両に推奨のタ イヤの
サイズと種類のみを適用してください。

ハイドロリック・ブレーキ・アシスト 
ハイドロリック・ブレーキ・アシストは、ブ
レーキ反応とブレーキ圧の上昇を測定す
ることで緊急事態を検知します。ブレーキ
圧が不足した場合、HBAシステムは制動
力を高め（ABSシステムが作動するまで
の力まで）、できるだけ短い停止距離を確
保します。 
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トラクションコントロールシステム
トラクションコントロールは、後輪の過度
なホイールスピンを検知して制御するシ
ステムです。グリップが回復するまで、エン
ジン出力を低下させ、回転している車輪
にブレーキをかけます。 

後輪が過剰に回転しているときに、
このインジケーター記号がドライバ
ーディスプレイに点滅している場合
は、トラクションコントロールの介
入が行われているため、それに応
じてドライビングスタイルを変更す
る必要があります。

エレクトロニック・スタビリティ・コント
ロール 
トラクション・コントロール・システムの一
部として作動するエレクトロニック・スタビ
リティ・コントロール（ESC）は、事故回避や
誤った判断によるコーナリングなどの極
端な操作の際に車両の安定性を高めます
が、その際にエンジン出力が低下し、個々
のホイールにブレーキがかかります。 

運転中にこの記号が点滅している
場合は、ESCが介入しており、車両
の牽引力が限界に達したため、ド
ライビングスタイルを変更する必要
があることを示しています。

ESCはドライバーのアシストを目的とした
補足的な運転サポート機能ですが、あら
ゆる交通状況、天候、道路状況において完
全に動作することを保証するものではあ
りません。

アラーム: これらの安全装置を装着し
ていても、危険な運転はせず、注意を
怠らないようにしてください。ドライバ
ーは常に、適切な道路速度条件を維
持し、停止距離が長くなった場合に必
要な許容範囲を確保している責任が
あります。

ESCシステムに故障が検出された
場合、この記号が点灯し続け、ドラ
イバーディスプレイにメッセージが
表示されます。

ESC を手動でオフにすると、この記
号がドライバーディスプレイに表示
されます。200ページをご覧くださ
い。 詳細については、XXページをご
覧ください。 

アラーム: ロータスは、通常の状態で
公道を運転する場合は、常に ESCを
起動させておくことを推奨します。
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ドライブモード 
スポーツモードとトラックモードを選択し
た場合、ESC の設定値が低下します。 200
ページをご覧ください。 

電動パーキングブレーキ
電動パーキングブレーキは、後輪のブレー
キをかけることで車両を保持し、静止させ
るものです。

パーキングブレーキのスイッチは、ステア
リングコラムの外側にあります。

パーキングブレーキは、エンジン起動中、
またはイグニッションモードⅡのときに手
動で起動/解除することができます。 181
ページをご覧ください。 

注記：パーキングブレーキをかけると
モーターの騒音が発生し、パーキング
ブレーキの自動機能確認中にも騒音
が発生することがあります。

停車中にパーキングブレーキを起動する
と、後輪にのみ制動力が働きます。走行中
にパーキングブレーキを起動すると、油圧
フットブレーキ回路により4輪に制動力が
かかり、ほぼ停止した時点で後輪に伝達
されます。

始動と運転
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緊急ブレーキ
緊急時には、走行中にパーキングブレー
キスイッチのレバーを引いて保持するこ
とで、パーキングブレーキを作動させるこ
とができます。レバーを離すか、アクセル
ペダルを踏み込むと、ブレーキが解除さ
れます。

注記：  高速走行中に電動パーキング
ブレーキが起動されると、アラーム音
が鳴ります。

注意：  通常のブレーキには電動パー
キングブレーキを使用しないでくださ
い。車両を減速するのに電動パーキ
ングブレーキを繰り返し使用すると、
ブレーキシステムに深刻な損傷を与
える可能性があります。

パーキングブレーキの起動
	– フットブレーキペダルを踏み込み、マニ
ュアル車の場合はシフトレバーをニュー
トラルに、オートマチック車の場合はP
が選択されていることを確認します。

	– パーキングブレーキスイッチのレバーを
手前に引いて離します。

	– フットブレーキペダルを離し、車両が静
止していることを確認します。

パーキングブレーキを起動すると、
ドライバーディスプレイにこの記号
が点灯します。 
記号が点滅する場合は故障が発生
していますので、ドライバーディスプ
レイのメッセージを読んで下さい。

自動起動
パーキングブレーキは、以下の場合に自
動的に起動します。

	– 車両のスイッチがオフになり、パーキン
グブレーキの自動起動の設定が中央デ
ィスプレイで選択される。128ページ
を参照してください。

	– 急勾配の坂道でP-パークが選択されて
いる場合（AT車のみ）。
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パーキングブレーキの解除
エンジン稼働の状態で、またはイグニッシ
ョンモードⅡの時に：

	– フットブレーキペダルを踏みます。
	– パーキングブレーキスイッチのレバーを

前方に押して離します。 

パーキングブレーキが解除され、ドライバ
ーディスプレイの記号が消えます。

オートマチックの解除 
オートマチックトランスミッション車: 

	– エンジン稼働の状態で、フットブレーキ
ペダルを踏み込みます。 

	– ギア D-ドライブまたは R-リバースを選
択します。

	– フットブレーキペダルを離し、アクセル
ペダルを踏み込みます。

マニュアルトランスミッション車: 
	– エンジンを稼働させた状態で、クラッチ

ペダルを踏み込みます。
	– 適切なギアを選択します。 
	– クラッチペダルを離し、必要に応じてア
クセルペダルを踏み込み、車両を動か
します。

パーキングブレーキが解除され、ドライバ
ーディスプレイの記号が消えます。

ヒルスタートアシスト
ヒルスタートアシスト・システムは、坂道発
進の際の思いがけない車両の動きにおけ
るリスク防止に役立ちます。 

坂道で停止中、フットブレーキを離した後
も2秒間、ヒルスタートアシスト・システム
がブレーキをかけた状態で維持します。

2秒後、または車両が前方に加速し始める
と同時に（いずれか早い方）、ブレーキは
自動的に解除されます。   
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ドライブモード
パワートレイン、排気、スタビリティなどの
特性を変更できる、様々なドライブモード
が使えます。

注記：ABS（アンチロック・ブレーキ）と
HBA（ハイドロリック・ブレーキ・アシ
スト）は、どのモードを選択しても保
持されます。詳細については194ペー
ジを参照してください。

注意：  「スポーツ」モードと「トラック」
モードを使用す る前に、206ページ
の「ならし運転」の項目を参照してく
ださい。

ツアーモード
（デフォルト設定、通常道路使用）

	– 排気音、エンジン回転数範囲、操作
性、ESC、パフォーマンスを最適化し、洗
練されたドライビングを実現します。 

	– オートマチック車では、ギアシフトポイ
ントを最適化して最適な燃費を実現し
ます。 

	– ドライバーディスプレイ内の情報を「ツ
アー」レイアウトで表示します。61ペ
ージを参照してください。

スポーツモード
（適切な道路コンディションの場合のみ）

	– エンジン始動前にオプションを選択し
た場合、始動時のエンジンアイドル回転
数は一時的に上昇し、その後、通常回転
数に戻ります。  

	– ESCの設定値を下げることで、パワー誘
導による車輪スリップの閾値を上げ、ア
ンダーステア時のスロットル降下もあ
りません。

	– 排気音が高まり、エンジン回転数やスロ
ットルペダルの位置に応じて徐々に大
きくなります。

	– スロットルペダルのレスポンスとエンジ
ンの最高連続回転数が高まります。

	– オートマチック車の場合、エンジンレス
ポンス向上のため、自動的にローギア
が選択される場合があります。 

	– ドライバーディスプレイ内の情報を「ス
ポーツ」レイアウトで表示します。61
ページを参照してください。

始動と運転
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トラックモード（装備の場合）
(ドライコンディションのサーキット使用のみ）
	– 「スポーツ」モードから引き継がれた始

動時のエンジンアイドル回転数。  
	– ESCの介入を減らし、トラクションとコー
ナー脱出の際の特性を最適化します。

	– マニュアルトランスミッション車の場合、
エンジンが作動温度に達すると、エンジ
ンアイドル回転数が上昇します。

	– 「スポーツ」モード設定から引き継がれ
たスロットルレスポンスと最高連続回
転数の特性。

	– オートマチックトランスミッション車で
は、性能を高めるために、ギアシフトポ
イントを最適化します。

ESC
TRACK

ドライバーディスプレイに ESCトラ
ックステータス・インジケータの記
号が点灯します。 

ドライバーディスプレイに ESC ス
テータス・インジケータの記号が点
灯します。 

注記：トラックモードを選択すると、ス
ピードリミッターが作動している場合
は自動的に解除されます。必要に応
じ再度起動が必要です。トラックモー
ドが起動されている場合、他のドライ
バーサポート機能も解除され、オプシ
ョンによっては再起動できない場合
があります。  

﻿

注記: トラックモードは、、車速が
9km/h未満の時のみ起動します。203
ページをご覧ください。

ESC「オフ」
（トラック使用のみ）

どのドライブモードでも選択可能です。選
択したESC機能が解除された場合。

ドライバーディスプレイに ESC ス
テータス・インジケータの記号が点
灯します。 

アラーム: ロータスは、通常の状態で
公道を運転する場合は、常に ESCを
起動させておくことを推奨します。

注記：ドライバーディスプレイに表示
される情報やレイアウトの位置は、選
択されたドライブモードによって変わ
ります。61ページをご覧ください。
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デフォルトのドライブモード設定
ドライブモードは、イグニッションモードII 

（アクティブ）、またはエンジンがオンの状
態で設定できますが、エンジンを切ると自
動的にツアーモードに切り替わります。

ドライブモードの変更
センターコンソールのドライブモードスイ
ッチを前または後に動かして、現在選択中
のドライブモードを変更します。

スイッチの動作 

   前へ ツアー スポーツ トラック

ツアー スポーツ トラック     後へ 

スイッチを1回動かすと、中央ディスプレイ
内のポップアップ画面にアクティブドライ
ブモードが表示されます。

始動と運転

＋ドライブモード

ツアー                                                  

パワートレイン

エキゾースト

安定性

パフォーマンスを強化
ライトネスを高めてシンプルに。

+ドライブモード

スポーツ

ツアー

トラック

パワートレイン

エキゾースト

安定性

パフォーマンスを強化
ライトネスを高めてシンプルに。

+ドライブモード

スポーツ

ツアー

トラック

ドラ
イブ
モー
ド

スポーツ

トラック                                                  

エンハンストパフォーマンス パワートレイン

エキゾースト

安定性

必要に応じて、ドライブモードスイッチを
再び前または後に動かして新しいモード
設定に切り替えるか、中央ディスプレイの
モードボタンを押します。
 

注記: 走行中にツアーモードからス
ポーツモードやトラックモードに切り
替えると、スロットルペダルを踏み込
まずに排気音が大きくなったり、ESC
の機能が低下したりすることがあり
ます。
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始動と運転

＋ドライブモード

ツアー                                                  

パワートレイン

エキゾースト

安定性

パフォーマンスを強化
ライトネスを高めてシンプルに。

+ドライブモード

スポーツ

ツアー

トラック

パワートレイン

エキゾースト

安定性

パフォーマンスを強化
ライトネスを高めてシンプルに。

+ドライブモード

スポーツ

ツアー

トラック

ドラ
イブ
モー
ド

スポーツ

トラック                                                  

エンハンストパフォーマンス パワートレイン

エキゾースト

安定性

選択したモードの走行特性の説明に加
え、パワートレイン、排気音、エレクトロニ
ック・スタビリティ・コントロールの介入の
レベルが、ディスプレイ下部に点灯するバ
ーで表現されます。 

ドライバーサポート機能が制限されました i                                                               

ドライバーサポート機能が制限されました トラックモードではドライバーサポート機能が制限されます

トラックモードではドライバーサポー
ト機能が制限されます

解除状態 (使用は可能)

ドライバーサポート設定に移動する

死角検知
車両警告を閉じています
ドアオープン警告
疲労アラート
車線逸脱警告
パーキングアシスト
リアクロストラフィックアラート
スピードリミッター

使用不可

アダプティブクルーズコントロール
自動車速リミッター
衝突軽減
クルーズコントロール
道路標識情報

究極のパフォーマンス
Simply Lotus

パワートレイン

エキゾースト

安定性
オフ

スポーツ

トラック

i

iサポート機能が制限されました

スポーツ                                                  

ドライバーサポート機能が制限されました トラックモードではドライバーサポート機能が制限されます

トラックモードではドライバーサポー
ト機能が制限されます

解除状態 (使用は可能)

ドライバーサポート設定に移動する

死角検知
車両警告を閉じています
ドアオープン警告
疲労アラート
車線逸脱警告
パーキングアシスト
リアクロストラフィックアラート
スピードリミッター

使用不可

アダプティブクルーズコントロール
自動車速リミッター
衝突軽減
クルーズコントロール
道路標識情報

究極のパフォーマンス
Simply Lotus

パワートレイン

エキゾースト

安定性
オフ

スポーツ

トラック

i

iサポート機能が制限されました

トラック                                                  

究極のパフォーマンス
Simply Lotus パワートレイン

エキゾースト
安定性

トラックモード選択 
選択時*、ディスプレイの右上にあるボタ
ンをタップすると、トラックモード中に使用
不可能または自動的に解除となるドライ
バーサポート機能に関する情報を示すメ
ッセージが表示されます。

*装備の場合。

トラックモードでは機能が制限されます

トラックではドライバーサポート機能 
が制限されます

解除状態 (使用は可能) 使用不可

死角検出 アダプティブクルーズコントロール
車両接近アラーム 自動車速リミッター
ドアオープン警告 衝突軽減
疲労アラート クルーズコントロール
車線逸脱警告 道路標識情報
パーキングアシスト
リアクロストラフィックアラート
スピードリミッター

ドライバーサポート設定に移動する

ディスプレイ右上にある「閉じる」ボタンを
タップして、前の画面に戻ります。

「ドライバーサポート設定に移動」をタップ
して、車両設定メニュー内にドライバーサ
ポートボタンを表示し、必要に応じて自動
的に解除されたオプションを起動します。
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ドライバーサポート機能が制限されました トラックモードではドライバーサポート機能が制限されます

トラックモードではドライバーサポー
ト機能が制限されます

解除状態 (使用は可能)

ドライバーサポート設定に移動する

死角検知
車両警告を閉じています
ドアオープン警告
疲労アラート
車線逸脱警告
パーキングアシスト
リアクロストラフィックアラート
スピードリミッター

使用不可

アダプティブクルーズコントロール
自動車速リミッター
衝突軽減
クルーズコントロール
道路標識情報

究極のパフォーマンス
Simply Lotus

パワートレイン

エキゾースト

安定性
オフ

スポーツ

トラック

i

iサポート機能が制限されました

パワートレイン

エキゾースト
安定性

ESC「オフ」選択
ESCの「OFF」ボタンを2秒間長
押しして起動します。

ドライバーサポート機能が制限されました トラックモードではドライバーサポート機能が制限されます

トラックモードではドライバーサポー
ト機能が制限されます

解除状態 (使用は可能)

ドライバーサポート設定に移動する

死角検知
車両警告を閉じています
ドアオープン警告
疲労アラート
車線逸脱警告
パーキングアシスト
リアクロストラフィックアラート
スピードリミッター

使用不可

アダプティブクルーズコントロール
自動車速リミッター
衝突軽減
クルーズコントロール
道路標識情報

究極のパフォーマンス
Simply Lotus

パワートレイン

エキゾースト

安定性
オフ

スポーツ

トラック

i

iサポート機能が制限されました

パワートレイン

エキゾースト
安定性

すべてのスタビリティレベルバーが消灯
し、ESC が使用できないことを示します

（ABS と HBA 機能を除く）。 

ドライバーディスプレイに ESC ス
テータス・インジケータの記号が点
灯します。 
中央ディスプレイのESC「OFF」ボタ
ンの下にある緑色のインジケータ
ランプが消灯します。

ESCボタンを短く押すと、ESC
機能が、選択したドライブモー
ドに適したレベルに復帰し、デ
ィスプレイの上部に「ドライバ
ーサポート機能が復元されま
した」というメッセージが表示
されます。 

中央ディスプレイの ESC 
「OFF」ボタンの下にある緑色

の表示ランプが再点灯します。

アラーム: 運転中に ESC 「OFF」を選
択すると、ESC機能が直ちに低下し、
車両が不安定になる可能性がありま
す。このオプションは、安全な場合の
み選択してください。

アラーム: ロータスは、通常の状態で
公道を運転する場合は、常に ESCを
起動させておくことを推奨します。

始動と運転



ならし運転
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ならし運転
車両の使用開始当初や記載のコンポーネ
ントを交換した場合は、次のようなならし
運転を行って様子を見ることが重要です。

エンジン
	– 最初の 1600 km は、適度なスロットル
開度 （アクセルペダル操作量の約半分）
で走行し、4,000rpmを超えるエンジン
回転数での連続運転は避けてください。

	– 最初の1600kmは「ツアー」ドライブモ
ードのみを使用してください。「スポー
ツ」や「トラック」モードは使用しないで
ください。

	– 8速デュアルクラッチ・トランスミッショ
ンを装備したエミーラ4気筒モデルの場
合、1600 kmを超えるまではロータス・
ローンチコントロールを使用しないで
ください。 

	– オートマチックトランスミッション車では、
キックダウンの使用は避けてください。 

	– 時折、スロットルを開けてエンジン回転
数を上げるとよいでしょう。また、クルー
ジング速度を常に変化させ、ギアボック
スをフルに活用することも大切です。

	– エンジンに負担をかけないようにし、エ
ンジン回転数を下げ、エンジン本来の
パワーバンドで運転させます。 

	– 1600km走行後は、フルスロットルや最大
エンジン回転数での走行が可能です*。 

*サーキットでの使用については、267ペー
ジをご参照ください。

ブレーキ 
最初の100マイルまたは160kmは不必要
な急ブレーキを避け、ブレーキを慣らして
ください。その後、初めてブレーキを強く踏
み込むと、ブレーキパッドが最終調整段階
に入るため、ブレーキの感触が若干低下
することがあります。ブレーキが冷えると、
ブレーキ性能は完全に回復します。 

タイヤ 
新しいタイヤは、最適なグリップを発揮す
るまでに短い「ならし運転」を必要とします。 

エンジンを停止する 
可能であれば、高速または高負荷走行
後、エンジンのスイッチを切る前に数分間
エンジンをアイドリングさせてください。こ
れにより、エンジン/フルードの温度が正
常に戻ります。これはパワートレインの長
期的な耐久性にも貢献します。 

注記：ならし運転の推奨事項に従わ
ない場合、車両保証の条件が無効に
なることがあります。

また、 18ページの「エンジンデータの記
録」もご覧ください。

ならし運転
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燃料給油と燃料

フューエルフィラーキャップ
フューエルフィラーキャップは、右側リアウ
ィングパネルの上部にあります。21ペ
ージを参照してください。 

開ける
車両のロックを解除した状態でのみ開け
ることができます。キャップ後部を押して
離すと開きます。

閉じる
キャップをゆっくりと押し下げ、離すと閉
じます。

燃料給油
エミーラは、フューエルフィラー・チューブ
のネック部分にスプリング式のフラップと
シールをあしらい、燃料や揮発が外に漏
れないようにするキャップレス燃料システ
ムを採用しています。 

ガソリンスタンドの使用
	– エンジンのスイッチを切った状態で、ポ
ンプノズルをネックに完全に挿入し、両
方のバネ式フラップを開かせます。 

	– 必ず適切なグレードの燃料を選択し、
（209ページを参照）、必要な量、もしく

は、自動停止機能が働くまで充填します。 

アラーム: 再充填する前に、エンジン
のスイッチを切ってください。

アラーム: 給油の際は、給油所に表示
されている操作上および安全上の指
示をすべて守ってください。

アラーム: ガソリンやガソリンの煙に
は高い爆発性があります。燃料を扱う
ときは、やけどや大けがをすることが
あります。 

アラーム: 再給油の前に、携帯電話や
その他の電子機器の電源を切り、す
べてのタバコの火を消して、裸炎やそ
の他の潜在的な発火源が存在しない
ことを確認してください。 

注意：温度変化による燃料の膨張で
燃料タンクブリーザシステムのチャコ
ールキャニスターの浸水や燃料の流
出を引き起こす可能性がありますの
で、フィラーネックの最上部まで充填
しないでください。

燃料レベルの表示と燃料タンク容量の詳
細については、 67ページと 271ページを
参照してください。
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燃料缶の使用
燃料缶の多くに装着の波型のフレキシブ
ル燃料チューブは、フューエルフィラーチ
ューブ内のバネ式フラップやシールを損傷
させる可能性があります。

給油前に、キャップなしの給油ファンネル
をフューエルフィラーチューブ（両方のバ
ネ式フラップを押し開くように設計されて
います）に挿入して使用するようお勧め
します。
 
適切なキャップなしの給油ファンネル は、
ほとんどの自動車部品店で購入できます。

ディーゼル
ロータスの車はディーゼル燃料では運転
できません。

注記：再給油の前に、必ず給油所の正
しい燃料ノズルが選択されていること
を確認してください。燃料システムの
排出と洗浄にかかる費用は、車両保
証の対象外となります。

燃料給油と燃料

燃料要件
燃料はオクタン価95RON以
上の高品質なUNLEADEDを
使用してください。E5 E10

ロータスでは、入手可能な限
り97RONの無鉛燃料を使用
することをお勧めします。 E5 E10

使用するE5またはE10ガソリンは、EN228
規格に適合していなければなりません。

優れた性能と排出ガス規制のために，適
切な添加剤を含む良質な燃料を使用する
よう推奨します。車両は、排気ガス中の有
害物質を低減し排出ガス規制を遵守する
ために、排気系に触媒コンバーターを搭
載しています。 

注意：燃料は必ず無鉛燃料を使用し
てください。有鉛燃料やLRPを満タン
に1回でも使用すると、触媒コンバー
ターの効果は減少します。
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車両の管理

アクセサリーと改造
ロータスの正規ディーラーでは、ロータス
が設計・承認し、ロータスの保証の対象と
なるアクセサリーを提供しています。ロー
タスが承認していないアクセサリーをロ
ータス車に装着しても、ロータスの仕様に
適合しない場合があり、車両の安全性や
操作性、安定性に悪影響を与える可能性
があります。 

改造は車両を危険にさらす可能性があり
ます。改造やアクセサリーの装着を行う前
に、ロータスの正規ディーラーにご相談く
ださい。

﻿ アラーム:  ロータスが認定していな
いアクセサリーを装着したり、承認し
ていない改造を行うと、車両の性能
や乗員の安全性に影響を与える可
能性があります。

﻿ アラーム:  ロータスが認定していな
いアクセサリーを装着したり、承認
していない改造が原因で起こった死
亡事故や人身傷害または損害につ
いては、ロータスでは責任を負いま
せん。 

車両の格納

フルード
エンジンオイル、フィルター、冷却水、ブレ
ーキフルードがすべて最新のものである
ことを確認してください。 

バッテリー
バッテリーを車両に残したまま、バッテリ
ーマネジメント 

（コンディショナー）タイプの充電器を接続
する、もしくは、バッテリーを取り外して2ヶ
月に1度トリクル充電します。バッテリーを
切断、または取り外すと、アラームシステ
ムは解除されますのでご注意ください。

車体の手入れ
車両の内外を徹底的に清掃し、完全に乾
燥させます。必要に応じて、圧力洗浄機を
使って底部の汚れや塩分を除去してくだ
さい。圧力洗浄機の詳細については、262
ページを参照してください。  

タイヤ
タイヤ空気圧を3～3.5barに上げ、リマイ
ンダーとしてこれをウィンドシールドに貼
付してください。できれば、タイヤのフラッ
ト部分を避けるために毎月車両を少しず
つ動かすとよいでしょう。 

ブレーキ
車輪をチョックで固定し、パーキングブレ
ーキを外したままにします。 
 
インテリアトリム
車庫に除湿機が設置されていない場合、
湿度の高い環境やレザーシート仕様の車
には、キャビン内に乾燥剤（シリカゲル）を
使うことをお勧めします。 

エアコン 

格納前
エアコンは正常に作動し、完全に充電さ
れている必要があります。

格納後 
最初のエンジン始動
車両を格納していた場合（または、6ヶ月以
上エンジンを始動していなかった場合）、 
エンジン始動後2分間は、エアコンのスイ 
ッチを入れ、エンジン回転数（revs）を
2,000 rpmに制限してください。
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車両の管理

これにより、冷媒ガスとオイルがエアコン
システムを完全に循環し、空調ポンプの潜
在的な損傷や早期摩耗を防ぎます。

注記：長期間の格納や運転しなかっ
た状態後にエンジンを始動し、エン
ジン回転数が過剰となったために冷
媒オイルの循環が不十分となったこ
とが原因として証明されたエアコン
の故障/損傷は、新車保証の対象外と
なります。

車両カバー
ロータス純正以外の車両カバーを使用す
ると、充電時にバッテリーが十分に冷えな
いばかりでなく、塗装の仕上がりも損なわ
れてしまうことがあります。ロータス認定
のカバーを取り付ける前に、洗車してきれ
いにし、完全に乾いていることを確認して
ください。
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オーナーのメンテナンス 
この章に詳述の簡単な整備点検を行い 

（走行距離が長い場合やツーリングの場
合は毎日）、またお使いのロータス正規デ
ィーラーにて定期点検を受けることで、車
両の安全性、信頼性、寿命を最大限に確
保してください。

整備点検のスケジュールは、指定された
期日と走行距離間隔に従って行うことが
重要です（別冊のブックレットを参照して
ください）。 

注記：整備スケジュールに従わない
場合、車両保証の条件が無効になる
可能性があります。

フルードレベルの著しい低下や突然の低
下、タイヤの偏摩耗に気づいた場合は、直
ちにロータスの正規ディーラーまでご連
絡ください。

﻿ アラーム: 正しい措置を講じないと、
車両に損傷を与え、事故につなが
り、重傷または死亡につながる可能
性があります。

車両の管理

トラック走行
トラック走行の場合、整備点検のスケジュ
ールで指定された以上の適切な安全レベ
ルを維持するために、資格を持った専門
家による適切なドライバートレーニングと
車両の準備が必要です。また、走行前後
に、安全性の上で重要なコンポーネントを
入念に点検するなどの注意も必要です。 

注記：トラック走行や競技での車両
走行は、通常の路上走行に比べコン
ポーネントの摩耗や損傷が激しくな
ります。

一般的安全性
お客様の保護安全のため、整備点検を行
う前に以下の注意事項をお読みになり、
これに従ってください。 

	– 車両の修理は、適切な資格を持つ技術
者のみが行ってください。

	– 車両が運転されてすぐの場合は、車両
が冷却されるまで冷却システムのコン
ポーネントに触れないでください。

	– スーパーチャージャー・ケーシングを含
む、エンジンベイ内およびその周辺の高
温表面に注意してください。高温のエン
ジン部品に触れると、大やけどをする恐
れがあります。

	– 駆動ベルト、プーリ、ファンからは、衣
服、手、髪、その他の身体の部位、服装
のルースな部分、工具を遠ざけてくださ
い。ファンの中には、モーターがオフに
なった後も継続運転したり、運転を開始
するものもあります。

	– このイグニッションシステムで発生する
電圧は、重傷や致命的な怪我を引き起
こす原因ともなりかねません。 

	– エンジン始動中やまたはクランクされて
いるときは、いかなるイグニッションコン
ポーネントにも触れてはいけません。



214

車両の管理

	– オートマチックトランスミッションのギア
が選択されている時は、絶対にエンジ
ンルーム内で作業しないでください。

	– 工具や車両の金属部分を、バッテリー
のリード線や端子に接触させてはいけ
ません。

	– 車両に使用しているフルード（バッテリ
ー液、冷却水、ブレーキ液、ウインドウォ
ッシャー添加剤など）の中には有毒な
ものもあります。吸い込んだり、飲み込
んだり、傷口などに触れないようにご注
意ください。安全のために、フルード（液
剤）の容器に印刷された説明書を必ず
お読みになり、それに従ってください。

﻿ アラーム:  これらの注意事項に従わ
ないと、重症を負ったり死亡の原因
になることがあります。

注意：  これらの注意事項に従わない
と、車両や資産に損傷を与える原因
になることがあります。

整備点検の通知

次回の保守を 
予約する時期 
になりました

前回の点検からの走行
距離と期間に基づいて、
エンジンをかけるたび
にドライバーディスプレ
イにこの記号とメッセー
ジが表示されます。

これは、まもなく次の整備点検サービスが
必要であることをお知らせするものです。
点検時期が近づくにつれ、表示のメッセー
ジが変化します。

このメッセージが最初に表示された時点
でロータスの正規ディーラーに連絡し、必
要な整備点検を手配してください。

メッセージの削除
メッセージは、ステアリングホイールの右
側キーパッドの確定ボタンを押と、画面
から消えます。 66ページを参照してくだ
さい。

点検通知のリセット 
	– 車両をイグニッションモード I（コンビニ
エンス）に設定します。

	– ライトのスイッチ端にあるリセットボタ
ンを長押しします。144ページを参照し
てください。 

	– リセットボタンが押されたまま、エンジ
ンを起動します。181ページを参照して
ください。

	– リセットボタンを長押したままで10秒
後、 記号が点滅します。 

	–  記号が点滅し始めてから4秒以内に
リセットボタンを放します。

注意：  この通知は、ロータスが推奨
する整備点検のスケジュールに従っ
て車両が整備されていない限り、リセ
ットされることはありません。
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日々の確認
以下の機能を確認してください。 

	– エクステリアライト。
	– ホーン。
	– 方向指示器。
	– ウィンドシールドワイパー。
	– ウィンドシールドウォッシャー。
	– シートベルト。
	– パーキングブレーキを含むブレーキシ
ステム。

	– パークアシストシステム
また、以下も確認してください。

	– インストルメントパネルに表示されるア
ラームランプやアラームメッセージ。

	– 車体下部に水滴の付着があるかどう
か。これが見られると水漏れの可能性
がある（エアコンシステムの結露による
水滴は正常）。

	– 車両外観を点検し、腐食性物質がつい
ていればこれを直ちに取り除いて塗装
の損傷を防ぐ(261ページを参照)。

車両の管理

定期点検
以下の項目を定期的に点検し、必要に応
じて補充・調整してください。

	– エンジンオイル。
	– 冷却水レベル。
	– ブレーキフルードレベル。 
	– ウィンドウォッシャー液のレベル。

また、以下も確認してください。
	– タイヤの空気圧とコンディション。
	– エアコンの操作具合。
	– ワイパーブレード。 
	– パークアシストシステムセンサーとカメ
ラの汚れ、雪、氷など。

冬季、ぬかるみなど
ホイールリム、目視確認可能なブレーキ
部品、ホイールアーチライナー、通気口に
泥や雪が付着していないこと。 

注意：これらの部分に泥や雪が過度
に堆積すると、車両の機能が低下す
る恐れがあります。

注記: 走行距離の多い車や過酷な走
行条件の場合は、これらの項目をよ
り頻繁にチェックしてください。
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﻿﻿
フロントアクセスパネル
ロック解除 / 開ける

	– ウィンドシールド下部のトリムパネルか
ら、フロントアクセスパネル固定ネジを
覆う3枚のカバーパネルをはずします。

	– 車載工具セットに含まれるトルクスドラ
イバーを使って、3つの固定ネジを緩め
て取り外します。

	– ネジは、再装着するので安全な場所に
保管してください。 

車両の管理

	– アクセスパネルのリア部を完全持ち上
げます（パネルトラベルを伸ばし過ぎな
いこと）。

	– ヒーターボックスの筐体パネル前面に
あるホルダーから、アクセスパネル用ス
テー（支柱）を引き抜きます。

	– ステーの端をアクセスパネル下側の溝
付きのプレートにはめ込みます。

閉める/ロックする
	– アクセスパネルを少し持ち上げて、ステ

ーの先端を溝付きプレートから外します。
	– ステーをホルダーに収めます。
	– 指を挟まないように、また障害物がない
ことを確認しながら、アクセスパネルを
下げ、固定用ブラケットの穴をボディパ
ネルのネジ山に合わせます。

	– 3つの固定ネジを、手で締められるまで
しっかりと締め付けます。

	– 車載工具キット付属のトルクスドライ
バーで、3本のネジを10Nmで締め付け
ます。 

	– プラスチックカバーをウィンドシールド
下部パネルの所定の位置にはめ込み
ます。   

﻿ アラーム: フロントアクセスパネルが
動いたり、不安定になるリスクを防ぐ
ために、フロントアクセスパネルの3
つの固定ネジがすべて正しく取り付
けられ、このハンドブックの記載の通
りに締結されていない限りは、車両
を運転してはいけません。 
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車両の管理

注意：  この手順に従わないと、車両
が損傷する可能性があります。

フロントアクセスパネルは、車両の整備を
行うためのものであり、格納用ではあり
ません。 

注意：  どんなに小さなものでも、フロ
ントサービスコンパートメント内に収
納しようとすると、サービスコンパー
トメント内の部品やボディパネルに損
傷を与える可能性があります。これに
より生じた損害は、車両保証の対象
外となります。 

エンジンルーム エミーラ V6

概要
よく見えるようにエンジンルームのカバー
を取り外しています。

4 エンジンオイルのディップスティック。
5 エンジンオイルフィラーキャップ。
6 パワーステアリングフルードのリザーバー。

1 エンジン冷却水膨張タンク。
2 チャージクーラーの冷却水膨張タンク。 
3 ウォッシャー液のリザーバー。
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注意：エンジンルームの清掃にジェッ
ト洗浄機を使用したり、ジェット・ノズ
ルやホースを吹き出し口に直接当て
たりしないでください。繊細なエンジ
ン部品に損傷を与え、エンジ ンが故
障する恐れがあります。この場合、車
両保証の対象外となります。

車両の管理

エンジンルームエミーラ4気筒

概要
よく見えるようにエンジンルームのカバー
を取り外しています。

1 エンジン冷却水膨張タンク。 4 エンジンオイルフィラーキャップ。
2 チャージクーラーの冷却水膨張タンク。 5 ターボチャージャー。
3 ウォッシャー液のリザーバー。 6 エアフィルターとエンジンコントロールユニット。
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車両の管理

エンジンルームのパネル
エミーラ4気筒およびエミーラV6モデルで
は、エンジンオイルとウォッシャー液量の
確認の際は、エンジンカバーパネルを取り
外す必要はありません。 223ページと 221
ページを参照してください。

エンジンルームのパネルを取り外す前に、
必ずエンジンを切ってください。エンジン
がかかっている間は、絶対にエ ンジンル
ームパネルを取り外してはいけません。

﻿ アラーム:  この指示に従わないと、
重傷または死亡につながる可能性
があります。

エンジンパネルの取り外し - エミーラ V6
テールゲートを持ち上げます。50ページを
参照してください。
 
1.	軽い力でフロントパネルの内側を持ち

上げて、下側の固定具を車体側から外
します。

2.	フロントパネルをリア方向に引いて、バ
ルクヘッドパネルから前方の固定具を
外し、フロントパネルを取り外します。

1

1

12

注記: パネルが誤って破損するのを防
ぐため、固定金具を下向きにして安全
な場所に置いてください。  

パネルを取り外したときと逆の手順で取
り付けてください。

テールゲートを閉める前に、エンジンルー
ムのすべてのパネルが正しく取り付けら
れ、固定されていることを確認します。 

また、テールゲートが正しく閉まらないよ
うな障害物がないこと、エンジンルームに
手袋、工具、布切れなどの物が残されてい
ないことを確認してください。

﻿ アラーム: これらの指示に従わない
と、火災や人身事故につながる可能
性があります。
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車両の管理

エンジンパネルの取り外し - エミーラ4気筒
テールゲートを持ち上げます。50ページを
参照してください。 

1.	軽く手で押さえ、パネル後部を持ち上
げます。

2.	パネル裏側の固定具が車体から外れ
ます。

3.	パネルを後方に引いて取り外し、前方
の固定具をバルクヘッドパネルから外
します。

注記：パネルが誤って破損するのを防
ぐため、固定金具を下向きにして安全
な場所に置いてください。  

パネルを取り外したときと逆の手順で取
り付けてください。

パネル裏面の固定具が正しく取り付けら
れると、車体側の位置決めポイントに確実
にかみ合ったように感じられるはずです。

1

1

3

3

2

2

テールゲートを閉める前に、エンジンルー
ムのすべてのパネルが正しく取り付けら
れ、固定されていることを確認します。 

また、テールゲートが正しく閉まらないよ
うな障害物がないこと、エンジンルームに
手袋、工具、布切れなどの物が残されてい
ないことを確認してください。

﻿ アラーム: これらの指示に従わない
と、火災や人身事故につながる可能
性があります。
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車両の管理

エンジンオイルのレベル点検
エンジンオイルのレベルは定期的に点検
する必要がありま す。例えば、1000マイル

（1,600 km） 走行毎、あるいは過酷な条
件下で走行した場合はそれ以前に点検し
てください。267ページをご覧ください。  

エンジンオイルのレベルを点検する前に、 
車両が平な場所に駐車されていることを
確認します。またV6モデルの場合、エンジ
ンがまだ熱いときはスイッチを切ってから
最低15分間は待ってください。 エンジンオイルのレベルチェック - エミ

ーラ V6
	– テールゲートを持ち上げます。50ペ

ージを参照してください。 
	– フロントエンジンルームのパネル右側

にある ディップスティックアクセスパネ
ルの固定クリップを外します。

	– パネルを持ち上げ、エンジンルームから
取り外します。

	– ディップスティックのハンドルは黄色で
す。エンジンが熱いうちにディプスティッ
クを扱う必要のある場合は、エンジンル
ーム内の高温表面に注意し、火傷をし
ないように適切な防護用具を着用して
ください。

	– ディップスティックを取り出し、ペーパー
タオルで拭き取ります。 

	– ディップスティックをディップスティック
チューブに差し込みます。 

	– ディップスティックを再度取り出して、オ
イルのレベルを点検します。

オイルのレベルは、ディップスティック下端
の2点間になければなりません。 

エンジンを最適に保護するためには、オ
イルレベルは上限点に近い方で維持し、2
点間の真ん中以下にならないようにして
ください。

トラック走行など、通常の路上使用よりも
過酷な運転条件のために車両に高い動
的負荷がかかる場合は、まず、オイルレベ
ルが最大充填レベルポイント（ディプステ
ィックの上の点）にあることを確認してく
ださい。

ディップスティックの上限点と下限点の差
は、オイル約 1.5 リットルに相当します。  
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車両の管理

エンジンオイルのレベルチェック-エミー
ラ4気筒
エミーラ4気筒には外付のディップスティ
ックは装備されていません。

オイルレベルの確認:
	– エンジンを通常の走行温度にします。
	– 平らな場所に駐車します。
	– エンジンを30秒間アイドリングさせます。
	– ドライバーディスプレイで車両ヘルスウ

ィジェットを選択します。75ページをご
覧ください。 

オイルレベルの状態を示す  の記号
が表示されます。また、エンジンオイルの
容量と処置が必要な場合はそのことを示
すメッセージも表示されます。 

注記：オイル液面レベルの測定には、
通常の運転スタイルで走行した場合
は30分、アクティブな運転スタイルで
走行した場合はそれ以上かかること
があります。

レベル状況 メッセージ

エラー 測定結果なし。

測定待ち。

高 レベル6.5リットル以上。  
0.5リットルを排出して再点検。

OK レベル6.0～6.5リットル。
オイルレベル良好。

OK レベル6.0～5.0リットル。
MAX下の量を表示。

低低 レベル5.0～4.5リットル。 
1リットル追加して’再点検。

低低 レベル4.5リットル未満。 
エンジン始動前に最低 1 リットル追加。

注意：トラックでの走行条件下でエンジンを保護するには、エンジンオイルのレベ
ルが「OK」 であり、オイル容量が 6 リッター以上であ り、「オイルレベル良好」のメッ
セージが表示さ れていなければなりません。
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エンジンオイルの補充
エミーラV6とエミーラ4気筒 

	– フロントエンジンルームパネルを取り外
します。 219 または 220ページを参
照して下さい。 

	– オイルフィラーキャップを反時計回りに
回して外し、217ページの第5項または
218ページの第4項を参照に、推奨の
エンジンオイル （「推奨の潤滑油」の項
を参照）を適量充填してください。エン
ジンや電気系コンポーネントにオイル
をこぼさないようにご注意ください。 

	– エミーラV6のみ：オイルがオイルサンプ
に排出されるまで数分間待ちます。フィ
ラーキャップを再び取り付け、時計回り
にしっかり回します。その後、エミーラ
V6のオイルレベル点検手順に従ってく
ださい。

	– エミーラ4気筒のみ：フィラーキャップを
再びはめ、エンジンを起動し少しの間稼
働させた後、エミーラのオイルレベル点
検手順に従ってください。

車両の管理

﻿ アラーム: エンジンオイルは健康に
有害であり、飲み込むと命に関わる
ことがあります。

﻿ アラーム: 使用済みエンジンオイル
に長時間、繰り返し接触すると、皮膚
炎や癌などの重篤な皮膚障害を引
き起こす可能性があります。

﻿ アラーム: 保護手袋を使用して皮膚
との接触の可能性を避け、接触した
場合は皮膚を十分に洗ってください。

﻿ アラーム: エンジンオイルは子供の手
の届かない場所に保管してください。

ウインドウォッシャー・リザーバー
ウィンドウォッシャー・リザーバーの黒いフ
ィラーキャップは、エンジンルームの左側
にあります。 

液の充填
1.	テールゲートを持ち上げます。50ペ

ージを参照してください。 
2.	フィラーキャップを反時計回りに回して

外し、開きます。
3.	リザーバにきれいな水と良質のウィン

ドウォッシャー液（「テクニカルデータ」
の項を参照）を、液面がフィラーネック
のすぐ下に見えるようになるまで補充し
てく ださい。

4.	こぼれた場合は直ちに拭き取り、つい
た部分を水で洗い流してください。

5.	フィラーキャップをリザーバーに時計回
りにねじ込み、固定します。
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車両の管理

﻿ アラーム: ウインドウォッシャー液は、
皮膚や目に刺激を与える場合があり
ます。ウィンドウォッシャー液のメー
カーによる指示または警告を読み、
これに従ってください。

﻿ アラーム: 濃度が不十分な場合、ポ
ンプ、リザーバーおよびホース内で液
剤が凍結することがありますので、良
質の製品を使用し、メーカーの推奨
に従って混合してください。

3

4

ワイパーブレードの取替え 
1.	ワイパーアームを外側に折りたたみます。 
2.	ワイパーブレード取り付けボタンを押

します。
3.	ワイパーブレードをワイパーアームから

引き抜きます。
4.	「カチッ」と音がするまで新しいワイパ

ーブレードを差し込みます。
5.	ブレードがしっかりと取り付けられてい

ることを確認してください。
6.	ワイパーアームをウィンドシールドに戻

します。

﻿ アラーム: ワイパーブレードの交換
は、車両のイグニッションが無効（0）
もしくはコンビニエンスモード（1）で、
車両が静止しているときのみに行っ
てください。詳しくは 181 ページをご
覧ください。

注意：ワイパーブレードが装着されて
いない場合は、ワイパーアームを折り
返さないでください。これにより、ウィ
ンドシールドを損傷するおそれがあ
ります。

注記：運転席と助手席のワイパーブレ
ードのサイズは異なります。
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エンジン冷却水
エンジン冷却水のレベルを点検するに
は、まずはエンジンルームのトパネルを取
り外します。219ページまたは 220ページ
を参照してください。

エンジン冷却システムの膨張タンクは、エ
ンジンルーム左側にあり、黒いフィラーキ
ャップが目印です。 

通常であれば、冷却水を追加する必要は
ないはずです。

エンジンが完全に「冷えた」状態で、車両
を完全に平らな場所に停止させ、圧力キ
ャップを外さずに、膨張タンク内のクーラ
ントレベルが 「MIN」マークより上にある
ことを確認してください。 

液の充填
冷却水が完全に冷えていることを確認し
てから、フィラーキャップを反時計回りに
ゆっくり回し、残っている圧力をすべてリ
リースさせながら、最後にキャップを取り
外します。

﻿ アラーム: エンジンが熱いうちに膨張
タンクから圧力キャップを取り外そう
としないでください。熱湯や蒸気で深
刻な火傷を負う危険があります。

﻿ アラーム: 冷却水は健康や動物に有
害であり、飲み込むと命に関わる可
能性があります。

﻿ アラーム: 冷却水は子供の手の届か
ないところに保管してください。

﻿ アラーム: こぼれた冷却水はきれい
に拭き取り、容器は開けたまま放置
しないでください。

膨張タンクの「MIN」マークまで水を入れ、
キャップを取り付け、時計回りに、キャップ
上のタブが戻り止めに嵌合してカチッと
いう音が聞こえるまで回します。

注記：凍結による損傷や金属の腐食
を防ぐために、 承認済みの混合冷却
水のみを使用してください（仕様につ
いては「推奨の潤滑油」 の章を参照）。

注意：本ハンドブックの「推奨の潤滑
油」の項で指定されている冷却水の
種類と他の種類の冷却水を混ぜては
いけません。さもないと冷却システム
の劣化を招く恐れがあります。
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注意：不適切な冷却水混合液を使用
すると、オーバーヒート、凍結、腐食作
用により、エンジンやその他のコンポ
ーネントに多大な損傷を与える結果
となる場合があります。このような損
害は、車両保証の対象外です。

チャージクーラー膨張タンク
チャージクーラーシステム冷却回路では、
エンジンルームの前方左側に冷却水リザ
ーバーが取り付けられています。217 ペー
ジ、または 218ページの第2項目をご覧く
ださい。 

通常であれば、クーラントを追加する必要
はないはずです。 
この作業は、推奨の整備点検スケジュー
ルの一環として、ロータスの正規ディーラ
ーのみが行うことをお勧めします。

ステアリングフルードリザーバーエミー
ラ V6 
パワーアシスト・ステアリングフルードリザ
ーバーは、エンジンルームの右側隅にあ
ります。217ペー ジの第6項目を参照して
ください。 

通常の状況では、フルードを追加する必
要はないはずです。

フルードレベルの点検には、右側リアホイ
ールラッチの取り外しが必要なため、この
作業は推奨の整備点検スケジュールの一
環として、ロータスの正規ディーラーのみ
が行うことをお勧めします。
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ステアリングフルードリザーバー
エミーラ4気筒
パワーアシストフルードリザーバは、フロ 
ントのアクセスエリアにあります。 216ペ
ージを参照してください。

通常の状況では、フルードを追加する必
要はないはずです。

フルードレベルの点検には、エアインレッ
トパネルの取り外しが必要なため、この作
業は、推奨の整備点検スケジュールの一
環として、ロータスの正規ディーラーのみ
が行うことをお勧めします。

2

3

ブレーキ/クラッチフルードレベルの点検
﻿ ブレーキフルードの液面が下がる

と、ドライバーディスプレイの画面に
アラーム記号とメッセージが表示さ
れます。

運転中にこの記号が点灯した場合は、マ
スターシリンダーリザーバー内のブレーキ
フルードのレベルが危険なほど低下して
いること を示していますので、直ちに車を
停めてください。故障が特定され、修理さ
れるまで、車両を運転しないでくだ さい。

ロータスの正規ディーラーでは、定期点検
時にブレーキフルードレベルを点検し、ブ
レーキフルードを交換します。 

フルードレベルを自分で点検するには、車
両が平らな場所に駐車されていることを
確認してください。

1.	フロントアクセスパネルを開きま
す。216ページを参照してください。

2.	ブレーキフルードリザーバーパネル（車両
の運転席側にある）を固定している5つの
固定具を取り外し、パネルを外します。

3.	リザーバーのキャップを取り外さずに、
フルードレベルが リザーバー本体の

「MAX」と「MIN」マークの間にあること
を確認します。

注記：ブレーキフルードレベルは、ブ
レーキパッ ドの磨耗に伴い「MAX」記
号から徐々に低下しますが、「MIN」以
下になっ たら、即座に最寄りのロー
タス・ディーラーに連絡し検査を受け
てください。

﻿ アラーム: ブレーキペダルの動きが
大きくなったり、ブレーキフルードが
著しく減少した場合は、直ちにロータ
ス・ディーラーにご連絡ください。この
ような状態で運転すると、停止距離
が長くなったり、完全にブレーキが効
かなくなったりすることがあります。

車両の管理
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液の充填 
こちらの説明は参考とするだけであり、通
常の状況下では定期的な「充填」は必要
ありません。
1.	リザーバーへの汚れの侵入を防ぐた

め、その周囲を清掃してください。 
2.	リザーバーキャップを反時計方向に回

して外しま す。
3.	適切なブレーキフルードを使用して、リ

ザーバーのブレーキフルードレベルを
「MAX」まで充填します。269ページを

参考に、入れ過ぎないように注意してく
ださい。

4.	リザーバーキャップを、時計回りにしっ
かり と締め付けます。

﻿ アラーム: 密閉容器に入った新しい
ブレーキフルードのみを使用してく
ださい。長時間大気にさらされたフ
ルード、または濡れている、汚れてい
る、または汚染されている疑いのあ
るフルードは使用しないでください。
入れすぎに注意してください。キャッ
プをしっかりと元に戻してください。

﻿ アラーム: ブレーキフルードは健康に
有害であり、飲み込むと命に関わる
可能性があります。子どもの手の届
かないところに保管してください。万
が一飲み込んだ場合は、直ちに医師
の診断を受けてください。

注意： ブレーキフルードがこぼれる
と、車の塗装や一部のプラスチック部
品に深刻な損傷を与えることがあり
ます。塗装面を汚染から守るために
適切な予防措置をとり、万一こぼれ
た場合は拭かずに、すぐに水で十分
に洗い流してください。

タイヤ 
車両のホイールとタイヤのサイズはフロン
トとリアで異なっており、車軸間のホイー
ルとタイヤの交換は許可されていません。 

﻿ アラーム: この要件に従わないと、車
の操縦に悪影響を及ぼし、事故につ
ながる可能性があります。

タイヤ点検
タイヤは、切断、擦り切れ、膨張、その他の
損傷の兆候がないか、トレッドの摩耗パタ
ーンにむらがないかを定期的に点検して
くださ い。トレッドの摩耗が不均一である
と、サスペンション形状やダンパーについ
て、ロータス・ディーラーに相談する必要
があるかもしれません。

タイヤの状態や整備性を評価する際、少し
でも疑いがある場合、あるいはトレッド深
度の法的限界に近づいているようであれ
ば、タイヤの交換が必要です。

﻿ アラーム: 損傷、メンテナンス不良、ま
たは不適切に使用されたタイヤは危
険であり、事故の原因となります。
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摩耗インジケーター
トレッド溝の底には、タイヤ周囲に間隔を
おいて摩耗指標が埋め込まれており、トレ
ッドブロックの外側にある小さなポインタ
ーでわかります。タイヤは、この法的に定
められた最低トレッド深度まで摩耗する
前に交換する必要があります。

トレッド深度が浅い摩耗したタイヤは、湿
った状態ではハイドロプレーン現象を起
こす可能性が高いため、使用しないでく
ださい。 推奨のタイヤ空気圧

冷間時のタイヤ空気圧は、1週間ごと、あ
るい は 1,000 miles ごとに点検し、必要
に応じて調整し てください。

運転席側ドアに貼られたデカールには、
純正タイヤの推奨空気圧が表示されてい
ます。このハンドブックの最後の「テクニカ
ルデータ」の章に、推奨のタイヤ空気圧が
記載されています。

低温でのタイヤ点検
タイヤ空気圧の点検・調整は、タイヤの温
度が低いとき（3時間以上停車していた
か、走行距離が1マイル以下）に行ってく
ださい。タイヤが通常の走行温度まで温
まると、空気圧が上昇する可能性がある
からです。

トラック走行のタイヤ空気圧
トラック走行の場合、タイヤ空気圧の点検
と調整は、トラックを中速で3周ほど走行
してタイヤが温まってから行う必要があ
ります。

休息インターバルを取った後に空気圧を
点検し、正しい空気圧に調整した後、前述
の要領で再度ウォームアップし、トラック
走行用に再設定してください。
トラック走行終了後、タイヤを十分に冷や
してから一般道での走行に適した空気圧
に調整する必要があります。タイヤ空気圧
の詳細については、「テクニカルデータ」 
の章を参照してください。

トラックや競技会で走行する車両は、タイ
ヤの使用条件が厳しいため、特に注意が
必要です。毎回、セッションの前後に入念
な点検を行ってください。

車両の管理
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注記：ロータスは、エミーラのそのよ
うな扱いを推奨していません。新車保
証ブックレトの第2章「意図する目的」
をご覧ください。

ミシュランパイロットスポーツカップ2の
タイヤ
重要: 装備の場合、ミシュランパイロットス
ポーツカップ2は、気温7度以上のドライコ
ンディションで使用した場合、抜群のグリ
ップとトラクションを発揮します。トレッド
プロファイルが低いため、濡れた路面では
アクアプレーニング現象のリスクが高く、
寒冷地での走行ではグリップが低下する
ことがあります。ドライバーは注意を払い、
道路状況に応じたスタイルで運転する必
要があります。

タイヤの空気圧の調整
注記：タイヤ空気圧の間違いを防ぐた
め、本項で前述したように、空気圧は
タイヤが低温になってから点検して
ください。

1.	ひとつのタイヤのバルブからダストキャ
ップを外し、タイヤ空気圧ゲージをバル
ブにしっかりと押し付けます。

2.	運転席側のドアピラーに貼付の工場装
着タイヤの推奨空気圧を示すステッカ
ーを参照に、正しい空気圧までタイヤを
膨ませる、または空気を抜いてください。

3.	ダストキャップを装着します。
4.	タイヤに切り傷、異物（パンクや漏れの

原因となる釘など）、擦り傷、膨らみ、そ
の他の損傷がないか、またトレッドの摩
耗パターンにムラがないかどうかを確
認します。

5.	この手順をすべてのタイヤで繰り返し
ます。

6.	237ページの「タイヤ空気圧監視シス
テムの較正」をご覧ください。

﻿ アラーム: 過剰に膨らんだタイヤは、
突然の衝撃で切断、パンク、破損する
可能性が高くなります。
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﻿ アラーム: 不適切な空気圧のタイヤ
や摩耗したタイヤは、濡れた路面で
はアクアプレーン現象を起こすリス
クがあります。

﻿ アラーム: 空気圧の足りないタイヤ
は過熱しやすく、破裂して重大な事故
につながる原因となります。

注記：タイヤのバルブのダストキャッ
プは、バルブ内にゴミや湿気が入り込
んで漏れるのを防ぐために必ず交換
してください。

注記：プラスチック製のダストキャッ
プのみを取り付けてください。金属
キャップを取り付けると、腐食の原因
となり、ねじを外しにくくなったり、バ
ルブの損傷を引き起こす可能性があ
ります。 

タイヤ交換
タイヤを交換する際は、必ず、本ハンドブッ
クの 「テクニカルデータ」の章に記載の推
奨のタ イヤのサイズと種類を適用してく
ださい。 （275ペー ジを参照）または、ロ
ータスディーラーにて、現在のロータスの
仕様と推奨事項をご確認ください。 

﻿ アラーム: 不適切なタイヤを使用す
ると、車両の操縦性と安定性に影響
を与える可能性があります。 

注記：トレッドパターンの中には左右
非対称のものがあります。その場合は
タイヤをホイールに正しく装着してく
ださい。タイヤ側壁の「内向き側」また
は「外向き側」の印を参照してくださ
い。また、トレッドパターンには方向性
のあるものがあり、その場合、タイヤ
側壁の印に通常の回転方向の矢印
が含まれることがあります。

ウィンタータイヤ
冬期や寒冷地での使用、雪道での走行に
は、そのような状況に合わせて開発され
た冬用のタイヤの装着をお勧めします。ロ
ータスでは、「テクニカルデータ」の章で指
定したサイズの冬用タイヤの使用を承認
しています（ 275ページを参照)。 

車両の管理
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スノーチェーン
スノーチェーンは、冬用タイヤと組み合わ
せて後輪にのみ取り付けてください。チェ
ーンに付属の説明書にある取り付けとテ
ンションに従ってください。チェーンは、路
面状況が許す限り、すぐに取り外してくだ
さい。275ページをご覧ください。

注記：スノーチェーンを装着して走行
すると、車両の操縦性に悪影響を及
ぼすことがあります。 

注記：特定の市場では、スノーチェー
ンの使用が禁止されているところも
あります。スノーチェーンを取り付け
る前に、必ず地域の規制/法律を確認
してください。

タイヤインフレーターキット
このキットには電動ポンプとタイヤシーラ
ントボトルが同梱されており、リアトランク
の右側にストラップで固定されています。
タイヤのトレッドの軽い損傷は、タイヤリ
ペアキットで修理することができます。

注記：タイヤから異物を取り除かない
でください。

注記：広範囲に渡るトレッドの損傷、
タイヤ側壁やホイールの損傷は、修
理キットでは修理できません。

注意：  タイヤを修理不能な状態とさ
せないために、できるかぎりタイヤの
空気が抜けた状態での走行はお避け
ください。

注記：エアゾールの使用は永久的な
修理ではありませんが、最寄りのタイ
ヤ店まで車を走らせることは可能で
す。できるだけ早く、タイヤを修理ま
たは交換してください。それまでは、
ステアリングやハンドリングに影響が
出る可能性があるため、80km/hを
超えない節度ある運転にとどめてく
ださい。

タイヤインフレーターキットの使用
1.	交通量の多い場所から離れ、平らで安

定した場所に駐車してください。
2.	ハザードランプをオンにし、必要に応じ

後方の十分な距離にアラーム三角形を
設置します。現地法令のいずれをも遵守
してください。

3.	乗員は全員車から降り、対向車線から
離れた安全な場所に移動してください。

4.	車両のハンドブレーキをかけ、ギアはフ
ァーストギアまたはリバースギア、ある
いはP-パークに入れてください。

5.	トランクからタイヤインフレーターキッ
トボックスを取り出します。

6.	キットボックスからコンプレッサーとシ
ーラントボトルを取り外します。
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7.	コンプレッサー格納部から電気コネク
タ/ケーブルを、タイヤシーラントボトル
から透明のエアラインホースを取り出
します。 

8.	キットに付属の保護手袋を着用してく
ださい。

9.	タイヤのシーラントボトルをコンプレッサ
ーのポートにしっかりと押し込みます。

15.	 ON-OFFボタンを押して、コンプレッ
サーを起動します。

タイヤ空気圧が不適切
235ページをご覧ください。

タイヤ空気圧が適切
タイヤが適正な空気圧に達したら：
16.	  ON-OFFボタンでコンプレッサーの

スイッチを切り、タイヤバルブからシー
ラントチューブを外し、シーラントキャ
ニスターの側面からスピードステッカ
ーを剥がして車内の見やすい場所に
置きます。

車両の管理

10.	コンプレッサーの ON-OFFボタンが
OFFに設定されていることを確認して
ください。

11.	コンプレッサーをタイヤの近くに置き、
シーラントボトルが直立していること
を確認します。

12.	パンクしたタイヤからバルブキャップ
を取り外します。

13.	透明なエアラインホースをタイヤバル
ブにねじ込みます。

14.	コンプレッサーコネクタを12V補助電
源ソケットに接続します。159ページ
をご覧ください。

注記：バッテリーの放電を防ぐため
に、エンジンをかけることをお勧め
します。
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17.	12V補助電源ソケットからコンプレッ
サーのコネクターを外し、コンプレッ
サー側面のボタンを押してタイヤシー
ラントボトルを取り外し、タイヤのバル
ブキャップを装着します。

18.	コンプレッサーとタイヤシーラントボト
ルをキットボックスに戻し、トランク内
の所定の位置にしっかりと固定します。

19.	運転は続けられますが、80km/hを超え
ないようにしてください。急加速や急ブ
レーキはかけないようにしてください。 

20.	約5マイル（8km）走行したら、安全な
場所に車を止め、ハンドブレーキを掛
けてください。 

21.	キットを取り出し、コンプレッサーの電
気コネクタを車両の12V電源ソケット
に再接続し、ON-OFFボタンがOFFに
設定されていることを確認します。

22.	修理したタイヤバルブのキャップを外
し、コンプレッサーのベース部分から
黒いチューブを取り出して、チューブの
コネクターをバルブにしっかりと締め
付けます。 

23.	圧力計でタイヤの空気圧が正しく表示
されているか確認します。

空気圧が1.8 bar/26psi以上
24.	  ON-OFFボタンで

コンプレッサーのス
イッチを入れ、適切
な圧力までタイヤに
空気を入れます。

25.	圧力計の上にある 
 ボタンを押して、

過剰なタイヤ空気
圧を解放します。

26.	手順17～18に記載
されているように、キ
ットを取り外します。 

27.	運転に注意し、できるだけ早くロータ
ス・ディーラーまたはタイヤ専門店に
車を持ち込んでください。 

空気圧が1.8bar/26psi未満
タイヤの損傷が激しく修理ができませ
ん。16～18の手順でキットを外し、ロード
サイドアシスタンスに連絡してください。
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タイヤ空気圧が不適切
	– コンプレッサーのスイッチを入れてから

15分経っても、圧力計が1.8 bar/26 psi
未満を示している場合は、  ON-OFF
ボタンでコンプレッサーのスイッチを切
り、タイヤバルブからシーラントチューブ
を外し、タイヤのバルブキャップをはめ
直します。

	– タイヤが約5回転するように車を移動さ
せ、シーラントがタイヤ内部に行き渡る
ようにします。 

	– 安全な場所に車両を止め、タイヤの空
気圧が適正になるまで、233ページの
手順10～15を繰り返します。

	– 15分後にタイヤが正しい空気圧に達し
た場合は、233ページの手順16～27
に従ってください。

コンプレッサーのスイッチを入れてから15
分経っても圧力計が1.8 bar/26 psi未満
を示す場合は、タイヤは修理不可能なほ
ど損傷しています。233ページに記載の手
順16～18に従ってキットを外し、ロードサ
イドアシスタンスに連絡してください。

注記：タイヤシーラントのボトルには、
使用期限が表示されています。表示
されている日付以降のものは新しく
交換する必要があります。

注記：シーラントボトルの保管情報に
注意してください。

注記：使用済みのタイヤシーラントボ
トルを交換する際は、必ず地域の法
令を遵守してください。

注記：コンプレッサーとシーラントは、
約-40℃～+50℃で使用可能です。

﻿
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タイヤ空気圧監視システム
タイヤ空気圧監視システムにより、各ホ
イールのタイヤ空気圧は常に監視されて
います。メニューオプションで選択すると、
その時の空気圧情報を計器パネルに表
示することができます。82ページをご覧く
ださい。

注記: タイヤ空気圧監視システムは、
適切なタイヤのメンテナンスの代用
にはなりません。タイヤ空気圧が低す
ぎる場合のアラームランプが点灯し
ないといった場合でも、適切なタイヤ
空気圧を確保することはドライバー
の責任です。
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 タイヤ空気圧監視のアラーム記号は、1
つまたは複数のタイヤの空気圧が著しく
低下した場合に点灯し、ドライバーディス
プレイの画面にアラームメッセージが表示
されます。 82ページを参照してください。

 アラーム記号が点灯したら、できるだけ
早く停車してタイヤを点検し、正しい空気
圧とする必要があります。 230ページをご
覧ください。

﻿ アラーム: タイヤの空気圧が低い状
態で運転すると、タイヤが過熱して故
障の原因となるほか、車両の操縦性
や制動性にも影響を及ぼすおそれが
あります。

車両の管理

﻿ アラーム: また、空気圧が低いとタイ
ヤのトレッドの寿命が短くなり、車の
操縦や停止性能に影響を与える可
能性があります。

﻿ アラーム: タイヤの損傷は、タイヤ空
気圧監視システムには登録されませ
ん。特にトラック走行の場合、タイヤ
の状態と空気圧を定期的に点検して
ください。これを怠ると、重傷または
命に関わる原因となります。

システム故障
タイヤ空気圧監視システムの誤作動が検
出されると、  アラーム記号が約1分間点
滅した後、常時点灯に切り替わり、ドライ
バーディスプレイ画面にアラームメッセー
ジが表示され ます。 

誤作動表示ランプの点灯中は、システム
が意図したとおりにタイヤ空気圧の低下
を検出したり、信号を送ったりできない可
能性があります。

車両に交換用または代替用のタイヤやホ
イールが装着されてシステムが正常に機
能しなくなるなど、誤作動はさまざまな理
由で発生する可能性があります。 

車のタイヤやホイールを1つ以上交換した
後は、必ず  のアラーム記号を確認し、タ
イヤとホイールの交換後もタイヤ空気圧
監視システムが正しく機能していることを
確認します。
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タイヤ空気圧監視システムの較正
タイヤ空気圧 / ホイールの取り外し / 再
装着の後、タイヤ空気圧監視システムを
再較正してください。iTPMSシステムの較
正を行うには、エンジンをかけたまま車両
を安全に停止させます。タイヤ空気圧の画
面のメニューオプションで「タイヤ空気圧
設定」を選択し、画面 上の較正のメッセー
ジに従ってください。

N

 注記: タイヤ空気圧監視システムは、
サービスセンターの納車プロセスの
一環としてリセットされ、さらに較正
が必要です。タイヤ空気圧監視システ
ムは、車両を一定速度で走行させる
と、数分かけてより早く較正を実行し
ます。日常のiTPMSの較正手順は、中
央ディスプレイのアプリランチャー画
面から利用できます。132ページを参
照してください。  ボタンをタップし、
画面の指示に従います。 ﻿

ホイール
純正品、またはロータス認定のホイール、
タイヤ、ホイールボルトの組み合わせのみ
を使用してください。

路面の穴や縁石にぶつかった後は、ホイー
ルを外しホイールとタイヤに損傷がない
かを十分に点検してください。必要であれ
ば、ホイールやタイヤを交換してください。

常に安全性を第一とし、疑わしい場合は
新しい部品を装着してください。

﻿ アラーム: 誤った、または承認されて
いない交換ホイールまたはホイール
ロックを使用すると、危険な場合が
あります。これは、車両のブレーキや
操縦に影響を与えたり、タイヤの空
気圧を低下させ、事故につながる可
能性があります。

﻿ アラーム: 中古のホイールを車両に
装着するのは危険です。目視できない
構造的な損傷があり、事故につなが
る破損につながる可能性があります。
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ホイールの交換
車体をリフトする際のアドバイスや情報に
ついては、「車体のリフト」を参照してくだ
さい。（240ページ）

 D  B

 C

 A

ホイールの取り外し
この手順を実行する前に：
1.	交通量の多い場所から離れ、水平で安定

した、滑らない場所に駐車してください。
2.	ハザードランプをオンにし、必要に応じ

後方の十分な距離にアラーム三角形を
設置します。現地法令のいずれをも遵守
してください。

3.	乗員は全員車から降り、対向車線から
離れた安全な場所に移動してください。 

4.	車両のハンドブレーキをかけ、ギアはフ
ァーストギアまたはリバースギア、ある
いはP-パークに入れてください。

5.	リフトしないすべての車輪をしっかりと
固定します。

6.	17mm ソケットと適切なトルクレンチ 
(B) （付属していません）を使って、ホイ
ールボルト (A) を反時計回りに ¼ 回転

させ緩めます。この段階ではホイールボ
ルトを外さないでください。 

注意：ロッキングホイールボルト（D、
装着の場合）*には、ハンマーアクショ
ンのエアツールは使用しないでくだ
さい。使用はマニュアルツールのみ
とします。

*オプションのロック付きホイールボルト 
(C) が取り付けられている場合、ロックボ
ルトを外すには、付属のコード付きソケッ
トレンチ (D) が必要です。 

ボルトヘッドに完全に嵌合するまでコー
ド付きソケットを回転させ、エクステンショ
ンツールをホイール面に対して垂直に保
つように注意しながら、リリーストルクを
かけます。
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7.	青色のステッカーが貼られたリアリフテ
ィングポイントに、適切なジャッキをセ
ットします。 240ページの「車体のリフ
ト」を参照してください。これでその側の
両輪が上がります。

﻿ アラーム: ホイールを交換するとき
は、その車両に合ったジャッキを使用
してください。 

﻿ アラーム: ジャッキアップした状態で、
体やその一部を車両の下にして作業
しないでください。 

ホイールの取り付け
1.	装着するホイールとホイールハブの接

触面がきれいであることを確認します。
きれいでない場合は、必要に応じて清
掃してください。 

1.	ハブの上にホイールを配置します。 
2.	ハブのアセンブリにホイールを固定する

ために、車両のホイールボルトの少なく
とも2つを反対側の点でねじ込みます。

3.	残りの3つのホイールボルトをねじ込
みます。

4.	標準のエクステンションとホイールボル
トアダプター（ロック付ホイールボルト
の場合はコード付ホイールボルトアダ
プター）を使って、5本すべてのホイール
ボルトを十字に締め付けます。

5.	メーカーの指示に従い、ジャッキを降ろ
し、車両を地面に下ろします。

注意：特定のリフトポイントのみを使
用してください。車体のどの部分であ
ろうと、または不適切な位置でジャッ
キをかけると、シャーシやボディの構
造に損傷を与える可能性があります。

8.	ジャッキに付属の指示に従ってください。
9.	車両を地面から持ち上げます。
10.	ホイールのボルトを外し、ホイールを

取り外します。
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6.	ボルトを105Nmのトルクで完全に締め
付けます。

注記：ホイールボルトのネジ部には、
潤滑剤を使用しないでください。  

﻿ アラーム: ホイールやハブ取り付け
部の汚れ・腐食、ホイールボルト・ハ
ブねじ部の油脂類、誤ったホイール
ボルトの使用、誤った締め付けトルク
により、ボルトが緩み、ホイールが外
れることがあります。

A

B

A

B

車両のリフト
ジャッキまたはランプのリフティングパッド
は、  に示された部分の下にのみ配置し
てください。 

﻿
ポイントA 
シャーシ後端、リアホイールアーチの
前方にあるリブ状の合金製パッド。

﻿
ポイントB 
シャーシの前端、前輪の内側/後方の
下にリブ合金パッド。

﻿
A,B,C

B,C A

ジャッキング
A 両車輪を片側に持

ち上げるポイント。
B 片側車両の前面を

持ち上げるポイント。

﻿

A,B,C

B,C A

2ポストリフト
すべての4つのAとB
リフトポイントをて
使用。

﻿ アラーム: 上記で特定されたリフトポ
イントのみを使用してください。車体
の一部だけで持ち上げたり、ジャッキ
が不適切な位置にある場合、安全が
損なわれることがあります。

﻿ アラーム: リフティングジャックの使
用は危険な場合があります。車がジ
ャッキから落ちると、あなたや他の人
が大けがをしたり、命に関わるリスク
があります。ジャッキだけで支えてい
るときは、絶対に車の下に入らない
でください。 
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注意：特定のリフトポイントのみを使
用してください。車体のどの部分であ
ろうと、または不適切な位置でリフト
すると、シャーシやボディの構造に損
傷を与える可能性があります。

 

車両の管理

﻿
バッテリー
バッテリーアクセス
バッテリーは、リアトランクの左側に設置
されています。
バッテリーを取り出すには、テールゲート
を開け、(50ページを参照）バッテリーカバ
ーのつまみねじを外して取り外します。

﻿ アラーム: バッテリーには硫酸が含ま
れているので、皮膚、目、口、衣服に触
れないようにしてください。皮膚や目
に接触した場合、多量の水で洗い流
し、汚染された衣服を脱いで、直ちに
医師の診断を受けてください。

﻿ アラーム: バッテリーの警告に関する
記述すべてに従ってください。

﻿ アラーム: 飲み込んだ場合は、直ちに
医師の診察を受けてください。吐き
出そうとしたり水分を摂ったりしない
でください。

﻿ アラーム: バッテリーは爆発性のガス
を発生します。火花、炎、タバコを近
づけてはいけません。密閉された場
所で充電または使用する場合は、換
気してください。バッテリーの近くで
作業するときは、必ず目を保護して
ください。

バッテリー交換
バッテリー交換は、ロータス正規ディーラー
にて行うことを推奨しますが、認定のロー
タスディーラーでバッテリー交換を行ってい
ない場合は、次のことを確認してください。

	– 元のバッテリーと同じサイズ、低温始動
能力と型のバッテリーに交換します。詳
しくは、本ハンドブックの「テクニカルデ
ータ」の章を参照してください。

	– すべての電気負荷をオフにして、キーホ
ブを車室から取り外してください。
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	– イグニッションスイッチを切ってから最
低30分間待ち、エンジン管理システム
が再起動に備えていくつかのコンポー
ネントの設定を調整するのを待ちます。

	– バッテリーのマイナス（黒）ケーブルを最
初に外し、最後に再接続します。

バッテリーの廃棄
自動車用バッテリーは、通常の
家庭ごみと一緒に廃棄しないで
ください。バッテリーのリサイク
ルを許可されたリサイクルセン
ターまたは電気専門店でのみ
廃棄してください。  

車両の管理

1

3

2

充電
通常の日常使用であれば、充電器を使う
必要はないはずです。使用頻度が低い場
合は、適切なトリクル充電器や自動バッ
テリー管理コンディショナーを使用して、
バッテリーの充電状態を維持することが
重要です。

注記:  バッテリーコンディショナーは
完全充電されたバッテリーを維持し
ますが、バッテリーが放電された場合
は再充電することはできません。

未使用期間が約18日経過すると、起動に
支障をきたす場合があります。
 

バッテリーコンディショナーは、バッテリー
の充電状態を常に監視し、自動的にスイ
ッチをオン・オフして、バッテリーを満充電
の状態に維持します。 

バッテリーをトリクル充電するには、ジャ
ンプスタートポイントのプラス側端子カバ
ーを開け (1) 、充電器または自動バッテリ
ーコンディショナーの赤いプラス＋リード
と黒いマイナス-リードの端子を、対応す
る赤いプラス (2) と黒いマイナス-車両 (3) 
のバッテリー端子に 12.8 ボルトになるま
で接続します。 

注記：トリクル充電器やバッテリーコ
ンディショナーに同梱されている説明
書や安全上の警告に従ってください。
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4

5

7

8
6

ジャンプスタート
緊急時には、バッテリーが放電した車両を
12Vマイナスアース電気系統のある他の車
両から始動させることができますが、その
ような作業を行うと脆弱な電子制御装置
に損傷を与える可能性があり、車両保証
の対象外となることに留意してください。

車両をジャンプスタートさせる場合、短絡
やその他の損傷を避けるため、以下の手
順で行うよう推奨します。

1.	バッテリーアクセスカバーを取り外しま
す。241ページを参照してください。

2.	車両のイグニッションシステムがポジシ
ョン0であることを確認します。

3.	ドナー車のエンジンがオフになっている
ことを確認し、2台の車両が互いに接触
していないことを確認します。 

4.	プラス側ジャンプスタートポイントの端
子カバーを開けます。

5.	赤いジャンパーケーブルの片方のクラン
プを、ドナー車のバッテリーの赤いプラ
ス＋端子ポストに接続します。

6.	赤いジャンパーケーブルのもう一方のク
ランプを、ロータス車の赤いプラス＋ジ
ャンプスタートポイントに接続します。

7.	黒いジャンパーケーブルの片方のクラン
プを、ドナー車のバッテリーのマイナス-
端子ポストに接続します。

8.	黒いジャンパーケーブルのもう一方のク
ランプを、ロータス車のマイナスバッテ
リー・ポスト (4) に接続します。

9.	始動時の火花を防ぐため、ジャンパーケ
ーブルのクランプがしっかりと取り付け
られていることを確認してください。

10.	ドナー車のエンジンを始動し、早いアイ
ドリングスピードで数分間稼働します。

11.	ロータスの車両エンジンを始動します。
12.	ジャンパーケーブルは、装着の逆の順

序で取り外します（黒のマイナス-、赤
のプラス＋）。

13.	黒のマイナス側ジャンパーケーブルの
クランプが、ドナー車またはロータス
車のプラス側ジャンプスタートポイン
ト、ドナー車のバッテリープラス端子、
または赤いジャンプリードに接続され

ているクランプのいずれにも接触して
いないことを確認してください。

放電したバッテリーの原因を調査・改善
し、242ページに示すようにバッテリーをト
リクル充電してください。

﻿ アラーム: 工具や金属製の時計、宝
飾品などが、電池の端子や通電部品
に触れないように注意してください。

﻿ アラーム: 車両の電気系統の損傷リ
スクを減らすため、そして最も重要
なこととして火花によるバッテリー
の爆発の危険を最小限に抑えるた
めに、正しい手順で行うことが最も
重要です。 

﻿ アラーム: ドナー車両にも12Vマイナ
スアース電気系統があることを確認
します。

﻿ アラーム: ジャンパーケーブルは、適
切な太さのもので完全に絶縁された
クランプを取り付けたもののみを使
用してください。ケーブルは、車両と
ケーブルが接触しないよう十分な長
さが必要です。

車両の管理
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車両の管理

﻿ アラーム: ジャンパーケーブルの製造
元の警告や指示に従ってください。

﻿ アラーム: ジャンパケーブルを接続す
るときは、エンジンの可動部に近づ
けないでください。

﻿ アラーム: 2台が接触しないようにし
ないと、プラス端子を接続したとたん
に電流が流れる可能性があります。

ヒューズ
ヒューズが何度も切れる場合は、ロータ
スのディーラーまでご連絡ください。

1 2 3 4

ヒューズボックスの場所
1 フロントヒューズボックス。
2 フットウェル・ヒューズボックス。
3 リアヒューズボックス。
4 バッテリーヒューズボックス。

ヒューズの交換
	– 次ページのヒューズの配置図で、ヒュー
ズの位置を確認してください。

	– ヒューズを抜いて、ヒューズの線が切れ
ていないか確認してください。

	– ヒューズが切れた場合は、同じ色と定
格電流の新しいヒューズと交換してく
ださい。

﻿ アラーム: ヒューズを高い定格のもの
と交換すると、火災の原因になること
があります。 

注意：ヒューズを高い定格のものと交
換、または異物により、車両の電気系
統を損傷することがあります。

注記：  正しい定格のヒューズがない
場合は、暫定的に低い定格のヒュー
ズを使用してください。

注記：またどの回路も保護しないヒュ
ーズを取り付けることもできます。
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車両の管理

フロントヒューズボックス
1.	フロントアクセスパネルを開きま

す。216ページを参照してください。
2.	フロントヒューズボックスカバーパネル

（車両の助手席側にある）を固定して
いる5個の固定具を取り外し、パネルを
外します。

記載のヒューズは、特に他での記載がな
い限り、エミーラ4気筒モデルとエミーラ
V6モデルの両方で使用されています。

2

The copying, distribution and utilization of this document
as well as the communication of its contents to others
without expressed authorization is prohibited. Offenders
will be held liable for payment of damages. All rights
reserved in the event of the grant of a patent, utility
model or ornamental design registration.
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0B7 FJB Armament List

VariantTypeGamma

Gamma TypeLogic VariantRate

1. Relay arrangement FJB

Relay FR Component

FR01

FR02

FR03

FR04

FR05

FR06

FR07

FR08

FR09

FR10

FR11

FR12

FR13

FR14

Spare Relay

KL15 Relay

X

X

X

Spare Relay

Horn Relay

LT Radiator Fan Relay

Spare Relay

Common

Common

Mini

Mini

Mini

Mini

Powermini

Powermini

Powermini

Powermini

Powermini

Powermini

Micro

Micro

Micro

Micro (5pin)

Fuse Component

FF01

FF02

FF03

FF04

FF13

FF15

FF20

FF21

Spare

4/163 VEHICLE DYNAMICS DOMAIN MASTER VDDM

Spare

Spare

Spare

*Mcase-slotted version of the fuse

4/176 SUPPLEMENTARY RESTRAINT SYSTEM SRS

4/240 OCCUPANCY WEIGHT SENSOR PASSENGER SEAT OWS

7/245 BELT TENSION SENSOR FRONT RIGHT

4/220 BATTERY BACKED-UP SOUNDER BBS

FR01

FR01

FR01

FR01

FR02

KL30 X

X

Micro

Micro

Micro

Micro

Micro

Micro

Micro

Micro Common

GammaComponent Type VariantLogicFuse Rate

M5 KL30 MidiSpare

RELAY COIL SUPPLY - FR03_2, FR06_2, FR013_2, FR09_1 5

5

Spare Relay

Spare Relay

V6 & 6ATRWD

Spare Relay

EFCM Relay

Spare Relay

Spare

FF38

KL30

Mcase

KL30 Midi

KL30 MidiSpare

M4

M3 Midi

M2

KL304/71 ELECTRONIC FAN CONTROL MODULE EFCM

MidiM1 KL3015/50 CJB SUPPLY

Spare Relay

Headlamps Relay

Spare Relay

X

Common

80 Common

70X

X

Common

FF05 Spare

MicroSpare FR02FF06

Spare FR02FF07 Micro

Spare FR02FF08 Micro

Spare FR02FF09 Micro

Spare FR02FF10 Micro

Spare FR02FF11 Micro

FR03FF12 Micro

MicroFR03

Micro 5FR03 XFF14

FR03 Micro

Common

FR03

X

MicroFF16

5

FF17 FR03 Micro

FF18

FF19

MicroFR03

CommonFR03 X Micro 5SEATS - unknown solution 

KL30

FF22 6/48 RECIRCULATION FLAP ACTUATOR REC KL30

FF23 Spare MicroKL30

FF24 Spare MicroKL30

FF25 Spare MicroKL30

FF27 Spare MicroKL30

FF28 Spare MicroKL30

FF26 MicroKL30Spare

FF29 MicroKL30

XFF30 Micro 30KL30FR08 LT Radiator Fan Relay

FF31 KL30Spare MCase

*MCaseKL30FF32 4/31 CONTROL UNIT BLOWER MOTOR ECC

6/95 TEMP FLAP ACTUATOR LEFT SIDE TMPL/EATC

6/48 RECIRCULATION FLAP ACTUATOR REC

KL30FF33 *MCase

Spare

KL30FF34 *MCase

Spare

MCaseKL30FF35 Spare

MCaseKL30FF36 FR09 Headlamps Relay

MCase

4/163 VEHICLE DYNAMICS DOMAIN MASTER VDDM 40KL30 X Common

X Common

FF39

40

Mcase

KL304/163 VEHICLE DYNAMICS DOMAIN MASTER VDDM

FF40 McaseKL30

MCaseKL30FF41

SpareFF42 KL30

SpareFF43 KL30

SpareFF44 MCaseKL30

*MCase

*MCase

*MCaseSpare KL30FF45

FF46 FR04Spare Micro

FF47 FR04Spare Micro

FF48 FR04Spare Micro

FF49 FR04Spare Micro

Spare MicroFR04FF50

FF51 Spare FR04 MCase

FF52

FF53

FF54

FF55

FF56

FR14

FR14 *MCase

*MCase

Micro

Micro

Micro

Spare

10/2 RH HEADLAMP UNIT

10/1 LH HEADLAMP UNIT

6/193.1 EXHAUST ACTUATOR

Spare

IBBS

FR06 Horn Relay

V6 & 6ATRWD

Spare

Spare

Spare

Spare

X

Common

X 30 Common

FR09

FR09

X

X 20

20

Common

Common

10/2 RH HEADLAMP UNIT

10/1 LH HEADLAMP UNIT

X

X

Common

Common

20

20

Common

Common

X Common20

X Common40

2. Fuse Arrangement FJB

Spare

6/95 TEMP FLAP ACTUATOR LEFT SIDE TMPL

X 5 Common

V65X

A

1201 05

20

FR01 FR02 FR03 FR04

30

31

19

42

45

41

53

5046

51

FR14

F
R
1
3

F
R
1
2

F
R
1
1

F
R
1
0

FR09

FR08FR07FR06

FR05

54

55 56

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

D

E

F

A

B

C

D

E

F
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51 52 53

54 55 56
M

1
M

2
M

3
M

4
M

5
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車両の管理

No. 回路 定格 タイプ
1 スペア Micro
2 スペア Micro
3 スペア Micro
4 スペア Micro
5 スペア Micro
6 スペア Micro
7 スペア Micro
8 スペア Micro
9 スペア Micro

10 スペア Micro
11 スペア Micro
12 ヘッドランプユニット-右側 20 Micro
13 ヘッドランプユニット-左側 20 Micro
14 補助拘束装置、助手席乗員重量センサー、ベルトテンションセンサーフロント右 5 Micro
15 排気アクチュエーター 5 Micro
16 電動油圧パワーアシストステアリング（エミーラ4気筒） 5 Micro
17 スペア Micro
18 ビークルダイナミクス・ドメインマスター - VDDM (ブレーキモジュール) 5 Micro
19 シート乗員重量センサー 5 Micro
20 リレー-コイル供給 5 Micro
21 バッテリーバックアップサウンダー 5 Micro
22 再循環フラップアクチュエータ、温度フラップアクチュエータ左側 5 Micro
23 スペア
24 スペア
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車両の管理

No. 回路 定格 タイプ
25 スペア Micro
26 スペア Micro
27 スペア Micro
28 スペア Micro
29 ホーンリレー 20 Micro
30 低温ラジエーターファンリレー（エミーラV6オートマチックトランスミッション） 30 Micro
31 スペア MCase
32 コントロールユニットブロワモータ、温度フラップアクチュエータ左側、再循環フラップアクチュエータ 40 MCase
33 ビークルダイナミクス・ドメインマスター - VDDM (ブレーキモジュール) 40 MCase
34 ビークルダイナミクス・ドメインマスター - VDDM (ブレーキモジュール) 40 MCase
35 スペア MCase
36 ヘッドランプリレー 30 MCase
37 スペア MCase
38 スペア MCase
39 スペア MCase
40 スペア MCase
41 スペア MCase
42 スペア MCase
43 スペア MCase
44 スペア MCase
45 スペア MCase
46 スペア Micro
47 スペア Micro
48 スペア Micro



248

車両の管理

No. 回路 定格 タイプ
49 スペア Micro
50 スペア Micro
51 スペア MCase
52 スペア MCase
53 スペア MCase
54 スペア Micro
55 ヘッドランプユニット-左側 20 Micro
56 ヘッドランプユニット-右側 20 Micro

M1 ヒューズボックス電源 80 Midi
M2 スペア Midi
M3 ファン制御モジュール 70 Midi
M4 スペア Midi
M5 電動油圧パワーアシストステアリング（エミーラ4気筒） 100 Midi
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車両の管理

フットウェル・ヒューズボックス
助手席足元にあり、各コーナーにある1/4
回転ファスナーで固定されたトゥボードパ
ネルを取り外すとアクセスできます。

0B4 CJB Armament List

The copying, distribution and utilization of this document
as well as the communication of its contents to others
without expressed authorization is prohibited. Offenders
will be held liable for payment of damages. All rights
reserved in the event of the grant of a patent, utility
model or ornamental design registration.
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1. Relay Arrangement CJB

Relay CR

CR01

CR02

CR03

CR04

CR05

CR06

CR07

CR08

CR09

CR10

CR11

CR12

CR13

CR14

CR15

Spare Relay

Spare Relay

Spare Relay

Power Outlet Relay

Engine Bay EFCM_2 Relay

Component

Comfort Relay

Ignition Extended Relay (IE)

Battery Saver Relay

Mini

Gamma Type Variant

Common

RSOD_SOUND I AEB I (N_LDW & LDW)

CommonMini

Mini

Mini

Power Mini

Micro

Micro

Micro

Micro

Micro

Micro

Micro (5Pin)

2. Fuse Arrangement CJB

Gamma

Rate (A)

Component

Type

Fuse

VariantLogic

SpareCF01

CF02

CF03

CF04

CF05

CF06

CF07

CF08

CF09

CF10

CF11

CF12

CF13

CF14

CF15

CF16

CF17

CF18

CF19

CF20

CF21

CF22

CF23

CF24

CF25

CF26

CF27

CF28

CF33

CF40

CF50

CF51

CF53

CF52

CF54

CF55

CF56

CF57

Spare

Spare

4/214 FRONT RIGHT DOOR MODULE

17/13 DIAGNOSTIC SOCKET OBD I

4/218 AUDIO MOUDULE AUD

4/276 SEAT MODULE LEFT SML

4/213 FRONT LEFT DOOR MODULE

4/277 SEAT MODULE RIGHT SMR

KL30

KL30

KL30

KL30

KL30

KL30

KL30

KL30

KL30

KL30

KL30

KL30

4/184 ACTIVE SAFETY DOMAIN MASTER ASDM

4/102 STEERING COLUMN LOCK SCL

4/247 STEERING WHEEL MODULE SWM

4/222 CENTER CONSOLE SWITCH MODULE CCSM

7/124 BRAKE PEDAL SENSOR

4/154 CLIMATE CONTROL MODULE CCM

4/284 CENTER STACK DISPLAY CSD

RELAY COIL SUPPLY - CR01_2, CR02_2, CR03_2, CR04_2, CR10_2, CR11_2

4/237 INTERIOR MOTION SENSOR IMS

4/117 TELEMATICS MODULE 2 TEM 2

5/1 DRIVER INFORMATION MODULE DIM

3/343 START SWITCH

4/197 ELECTRONIC GEAR SELECTOR MODULE EGSM

3/272 ELECTRONIC PARKING BRAKE SWITCH

KL30

KL30

KL30

CR03

CR10

*MCase

*MCase

*MCase

*MCase

MCase

MCase

MCase

Micro

Micro

Micro

Micro

25

20

10

20

Common

Common

Common

Micro

Micro

Micro

Micro

Micro

20

5

5

5

Common

AEB

Type Rate (A)Logic VariantFuse Component Gamma

CF80

CF81

CF82

CF83

4/165 SUN SENSOR SUS

4/250 WIPER MOTOR MODULE WMM

Spare

x

x Common

x V6

Spare Relay

Spare Relay

Spare Relay

Spare Relay

Micro (5Pin)

Micro (5Pin)

Power Minix

x

Spare Relay

Spare

Spare

x

x

x4/185 INFOTAINMENT HEAD UNIT IHU

20 Commonx

Commonx

x

x

x

7.5 ESCL

KL30 CommonMicro 10

x

KL30 Micro

x

Common

KL30

x

5Micro Common4/348 RADIO FREQUENCY ANTENNA RFA

Commonx MicroKL30 5

CommonMicrox

5

KL30

RHD I LDHMicrox 5KL30

7.5x MicroKL30 Common

CommonMicrox 5KL30

IBBS

x

Micro

5

KL30

Commonx MicroKL30 5

5

KL30 CommonMicro

x

KL30 Micro 5 Commonx

KL30

Micro

KL30CF29 6/49 VENTILATION FLAP ACTUATOR 

6/102 DEFROSTER FLAP ACTUATOR DEF

Micro

KL30

CF30 Spare Micro

KL30

CF31 Spare Micro

KL30CF32 Spare Micro

KL30 MicroSpare

KL30CR05 Engine Bay EFCM_2 Relay 10 V6MicroCF34 x

KL30 MCase

KL30CF41

KL30CF42

*MCase

*MCase

Spare

Spare

Spare

4/219 AUXILIARY WATER PUMP AWP Commonx

CR03

Micro

CR04

CR04

CR04

x

x

Micro

Micro

Micro

15

10 Common

Common

Spare

17/44 POWER OUTLET PASSENGER COMPARTMENT

17/69 USB CHARGING PORT REAR VIEW MIRROR

17/66 USB CHARGING PORT FLOOR CONSOLE RIGHT

KL30Spare MCase

MCaseSpare KL30

CF58

MCaseSpare

Spare

KL30

MCaseKL30

CF60

4/245 SIDE OBSTACLE DETECTION LEFT SODL

4/246 SIDE OBSTACLE DETECTION RIGHT SODR

RSOD_SOUND

CF61 CR10 MicroSpare

CF62 Spare CR10 Micro

CF63 Spare MicroCR10

CF64 Micro

CR10

Spare

4/176 SUPPLEMENTARY RESTRAINT SYSTEM SRSCF65 Micro

x

5CR10 Common

xCR104/282 FRONT RADAR MODULE FRM

4/290 FORWARD LOOKING CAMERA FLC

9/39 CV CAMERA HEATER

Micro 5 AEB I (N_LDW & LDW)CF66

CF67 MicroCR10Spare

CF68 CR10 MicroSpare

CF69 CR10 MicroSpare

CF70 Spare MicroCR10

CF71 MicroSpare CR10

x Micro 5 CommonCR11

CR11 Micro Commonx 7.517/42 USB CONNECTION

CommonMicroCR11 x 7.54/162 RAIN AND LIGHT SENSOR MODULE RLSM

10/114 VANITY MIRROR ILLUMINATION LAMP, LH SUNVISOR

10/115 VANITY MIRROR ILLUMINATION LAMP RH SUNVISOR

4/198 OVERHEAD CONSOLE OHC

10/29 GLOVEBOX ILLUMINATION LAMP

3/36 GLOVEBOX LID SWITCH

4/171 INTERIOR REAR VIEW MIRROR MODULE IRMM

CF84

CF85

CF86

CF87

CR11 Micro

Spare CR11 Micro

Spare CR11 Micro

Spare CR11 Micro

Spare CR11 Micro

Spare MicroCF90

Spare MicroCF91

x Common5

4/565 ELECTRONIC TOLL COLLECT MODULE ETCM

Spare

*Mcase-slotted version of the fuse

5x

x 5 Common

4/565 ELECTRONIC TOLL COLLECT MODULE ETCM x 5 Common

Spare

Spare

30 Common

CR15

3

2

1

5

2

CR12

5

3

1

3

C
R
1
3

5

4

2

1

87 80 71

2

3

5

1

3

CR10CR11

12

5

60

16

32

> PA6 - GF10 + M20 <

15

34

CR14

2

1

5

3

1

CR09

2

5

3

CR08

CR07

5

1

4

2

3

5

2

4

1

3

5

2

3

CR05

1

CR02

2

1

3

5

CR01

2

3

1

5

91

90

50

51

53

52

54

33

CR06

3

5

2 1

2 1

3

5

CR04

12

CR03

3

5

01
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トーボードパネルは、乗員衝突保護用の
コンポーネントです。トーボードパネルが
正しく取り付けられていない状態で、絶対
に運転してはいけません。

﻿ アラーム: トーボードが装着されてい
ないか、装着が不適切な場合、ベルト
を外した状態で衝突したときに、ベル
トを外したフロント乗員が足の上部
を負傷する危険性があります。

記載のヒューズは、特に他での記載がな
い限り、エミーラ4気筒モデルとエミーラ
V6モデルの両方で使用されています。
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車両の管理

No. 回路 定格 タイプ
1 スペア MCase
2 スペア MCase
3 スペア MCase
4 スペア MCase
5 ワイパーモータモジュール 30 MCase
6 スペア MCase
7 オーディオブースター（プレミアム仕様） 25 MCase
8 オーディオモジュール 25 MCase
9 シートモジュール-左 20 Micro

10 インフォテインメント・ヘッドユニット 10 Micro
11 ドアモジュール-フロント左 20 Micro
12 シートモジュール-右 20 Micro
13 ドアモジュール-フロント右 20 Micro
14 アクティブセーフティ・ドメインマスター 5 Micro
15 ステアリングカラムロック 7.5 Micro
16 診断ソケット（ ODB I ） 10 Micro
17 ステアリングホイールモジュール 5 Micro
18 高周波アンテナ 5 Micro
19 リレーコイル供給 5 Micro
20 センターコンソールスイッチモジュール 5 Micro
21 ブレーキペダルセンサー 5 Micro
22 クライメートコントロールモジュール 7.5 Micro
23 中央スタックディスプレイ 5 Micro
24 内部モーションセンサー 5 Micro
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No. 回路 定格 タイプ
25 テレマティクスモジュール 5 Micro
26 ドライバー情報モジュール 5 Micro
27 スタートスイッチ、ギア選択モジュール、パーキングブレーキスイッチ 5 Micro
28 スペア  Micro
29 換気フラップアクチュエータ、デフロスターフラップアクチュエータ 5 Micro
30 サイレントアラームモジュール 5 Micro
31 キーレス車両モジュール（エミーラ4気筒） 5 Micro
32 デジタルキーレスアンテナモジュール（エミーラ4気筒） 5 Micro
33 スペア 5 Micro
34 エンジンベイEFCM_2リレー 10 Micro
40 スペア MCase
41 スペア MCase
42 スペア MCase
50 補助水ポンプ 5 Micro
51 スペア Micro
52 スペア Micro
53 電源コンセント-助手席コンパートメント 15 Micro
54 充電ポート-リアビューミラー、USB充電ポート-フロアコンソール右 10 Micro
55 スペア MCase
56 スペア MCase
57 スペア MCase
58 スペア MCase
60 スペア 0 Micro
61 スペア Micro

車両の管理
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No. 回路 定格 タイプ
62 スペア Micro
63 電子料金回収モジュール 5 Micro
64 スペア Micro
65 補足拘束システム 5 Micro
66 フロントレーダーモジュール,前方監視、カメラヒーター 5 Micro
67 スペア Micro
68 スペア Micro
69 スペア Micro
70 スペア Micro
71 スペア Micro
80 サン・センサー 5 Micro
81 USB接続 7.5 Micro
82 雨/光センサモジュール、バニティミラー照明、オーバーヘッドコンソール、グローブボックス照明、 

グローブボックススイッチ、内部リアビューミラーモジュール 
7.5 Micro

83 側面障害物検知-左、側面障害物検知-右 5 Micro
84 スペア Micro
85 スペア Micro
86 スペア Micro
87 スペア Micro
90 スペア Micro
91 スペア Micro

車両の管理
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リアヒューズボックス
リアヒューズボックスは、左側のリアクォ
ータートリムパネルの後ろに配置されて
います。 

パネルを引き抜くと、リアヒューズボックス
にアクセスできます。

記載のヒューズは、特に他での記載がな
い限り、エミーラ4気筒モデルとエミーラ
V6モデルの両方で使用されています。
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No. 回路 定格 タイプ
1 ポンプ電子モジュール、パワートレインコントロールモジュール（エミーラ4気筒） 5 Micro
2 エンジンコントロールモジュール、電子ギアセレクターモジュール（エミーラ4気筒） 5 Micro
3 エアコンコンプレッサソレノイド（エミーラ4気筒） 5 Micro
4 スペア Micro
5 エンジンコントロールモジュール（エミーラV6） 10 Micro
5 エンジンコントロールモジュール、インジェクター1,2,3 + オイルレベル・温度センサー（エミーラ 4気筒） 15 Micro
6 スパークプラグ, イグニッションコイル, コンデンサフィルタ-左, コンデンサフィルタ-右（エミーラV6） 15 Micro
6 エンジンコントロールジュール（エミーラ4気筒） 15 Micro
7 インジェクター（エミーラV6） 7.5 Micro
7 エンジンコントロールジュール（エミーラ4気筒） 25 Micro
8 ポンプ-水冷式チャージエアクーラー（エミーラV6） 15 Micro
8 ポンプ燃料漏れ制御DMTL（エミーラ4気筒） 25 Micro
9 ソレノイド可変バルブタイミングVVTインレット＆エキゾーストB、エバップパージバルブ、ソレノイド可変バル

ブタイミングVVTインレット＆アウトレット、キャニスタークローズバルブ（エミーラV6）
7.5 Micro

10 酸素センサー1・左前方、酸素センサー3・右前方リニア、酸素センサー4  
右後方診断, 酸素センサー後方 (エミーラ V6)

10 Micro

11 リレーコイル供給（エミーラV6） 5 Micro
12 エンジンコントロールモジュール（エミーラV6） 5 Micro
12 パワートレインコントロールモジュールPCM（エミーラ4気筒） 15 Micro
13 電子ギアセレクタモジュール（エミーラV6オートマチックトランスミッション） 5 Micro
13 排気アクチュエータ（エミーラ） 5 Micro
14 オルタネーターコントロールモジュール（エミーラV6） 5 Micro
14 トランスミッションオイルクーラーバルブ（エミーラ4気筒） 7.5 Micro
15 ポンプ水冷式チャージエアクーラー（エミーラ4気筒） 20 Micro

車両の管理
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No. 回路 定格 タイプ
16 エアコンコンプレッサーソレノイド（エミーラV6） 7.5 Micro
16 コントロールバルブエンジンオイルクーラー（エミーラ4気筒） 10 Micro
17 ウォーターポンプリレー（エミーラ4気筒） 5 Micro
18 ビークルゲートウェイモジュール（エミーラ4気筒） 5 Micro
19 スペア Micro
20 リレーコイル供給（エミーラ＆エミーラV6） 5 Micro
21 オルタネーターコントロールモジュール（エミーラV6） 5 Micro
22 エンジンコントロールモジュール（エミーラ＆エミーラV6） 5 Micro
23 パワートレインコントロールモジュール（エミーラ4気筒） 5 Micro
24 キーレス車両モジュール（エミーラ4気筒） 5 Micro
25 スペア Micro
26 空調クラッチリレー（エミーラV6） 5 Micro
27 スペア Micro
28 オイルクーラーポンプリレー（エミーラV6オートマチックトランスミッション） 15 Micro
29 燃料ポンプリレー（エミーラV6） 20 Micro
30 スペア Micro
31 スペア MCase
32 中央電子モジュール 40 MCase
33 スペア MCase
34 中央電子モジュール 40 MCase
35 スペア MCase
36 ポンプ電子モジュール（エミーラ4気筒） 30 MCase
37 スペア MCase
38 スペア MCase

車両の管理
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車両の管理

No. 回路 定格 タイプ
39 ウィンドウォッシャーポンプ前部リレー 30 MCase
40 スペア MCase
41 リアデフロスターリレー 25 MCase
42 スペア MCase
43 スペア MCase
44 スターターリレー 30 MCase
45 スペア MCase
46 ギアシフトアクチュエーター（エミーラV6オートマチックトランスミッション） 5 Micro
47 スペア Micro
48 スペア Micro
49 スペア Micro
50 スペア Micro
51 トランスミッション・コントロールモジュール（エミーラV6オートマチックトランスミッション） 30 MCase
52 スペア MCase
53 スペア MCase
54 スペア Micro
55 スペア Micro
56 スペア Micro

M1 トランスミッション・コントロールモジュール（エミーラ4気筒） 80 Midi
M2 ウォーターポンプリレー（エミーラ4気筒） 60 Midi
M3 スペア Midi
M4 スペア Midi
M5 スペア Midi



257

車両の管理

バッテリーヒューズボックス
メガヒューズの取り外しには、ワークショ
ップ用のツールが必要です。また、これら
のヒューズを点検する前に、バッテリーの
マイナス端子のクランプをバッテリーから
取り外す必要があります。 

メガヒューズは定格電流が大きいため、
ロータスではこれらのヒューズの点検と
取り外しについてはロータス・ディーラー
でのみ行うことを推奨しています。 

0B6 BFB Armament List

The copying, distribution and utilization of this document
as well as the communication of its contents to others
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記載のヒューズは、特に他での記載がな
い限り、エミーラ4気筒モデルとエミーラ
V6モデルの両方で使用されています。

﻿ アラーム: バッテリーのマイナス端子
を接続したまま、スパナなどでメガヒ
ューズの端子をアースすると、火花が
出て電流が流れ、やけどや火災の原
因となることがありますので、必ずア
ースしてください。

No. 回路 定格 タイプ
1 バッテリー監視センサー 15 Micro
2 スターターモーター 400 Mega
3 リヤジャンクションボックス 200 Mega
4 フロントジャンクションボックス 250 Mega

﻿ アラーム: 工具や金属製の時計、宝
飾品などが、電池の端子や通電部品
に触れないように注意してください。
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エクステリアランプ
すべてのランプは発光ダイオード（LED）で
点灯し、完全なユニット交換のみで修理が
可能です。 

フロントランプ
1 ポジション/デイタイムランニング/方

向指示器。
2 サイドリピーター。
3 ディップビーム。
4 メインビーム。

注記:  フロントランプには、熱対策と
してファンモーターが取り付けられて
おり、エンジン始動時に音が聞こえる
場合があります。 

﻿

リアランプ
1  センターハイマウントストップランプ。
2  ポジション/方向指示器ー*。
3  ポジション/ブレーキ*。 
4 ナンバープレート*。 
5 リバース/リアフォグ。

*また、デイタイムランニングライトが作動
した場合にも点灯します。

注記:  すべてのランプは、レンズの内
側に一時的に結露することがありま
す。これは正常な現象であり、ランプを
点灯させれば徐々に解消されます。

車両の管理
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車両の牽引
平台の自動車運搬船にウィンチで乗り込
むなど、車両の牽引を支援するには、車両
ツールキットに付属の牽引アイボルトをフ
ロントバンパーセンターグリルの左側後
方にあるネジ式の取り付けポイントにね
じ込みます。  

﻿ アラーム: この目的のために特別に
設計された牽引装置のみを使用して
ください。

注意：車両は緊急時にのみ、牽引アイ
ボルトを使用して牽引し、牽引距離は
必要最短距離のみとします。

注意：車両の地上高が低すぎる場合、
牽引アイボルトを使用してウィンチす
ると、車両が損傷することがあります。

牽引アイボルト の使用 
	– 保護栓を取り外し、牽引アイボルトを取
り付け部分に反時計回りに完全にねじ
込み取り付けます。

注記:  車両をウインチする前に、牽引
アイボルトができるだけ取り付けポイ
ントにしっかりとねじ込まれているこ
とを確認してください。

	– 車両をイグニッションモードII（アクティ
ブ）にし、電動パーキングブレーキを解
除します。 181 ページと 197ページ
を参照してください。

	– マニュアル車の場合は、ギアレバーをニ
ュートラルにしてください。 

	– オートマチックトランスミッション車
の場合は、N-ニュートラルを選択しま
す。188ページを参照してください。  

	– 車両を牽引中は、キーフォブを車内に残
しておくようにしてください。

注記：ニュートラルが選択できない場
合、またはパーキングブレーキを解除
できない場合は、車両をウィンチする
前に、牽引用ドリーを後輪の下に置く
必要があります。

注意：ギアを入れたまま、またはパー
キングブレーキをかけたままウィンチ
を作動させると、トランスミッションや
ブレーキシステムを損傷させることが
あります。

注意：ウインチ/牽引装置を車体また
はサスペンションに取り付けると、車
両に損傷を与える可能性があります。 

車両の管理
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



1

2

3

車両輸送車による牽引 
ロータスでは、ロータス正規ディーラーも
しくは専門の車両牽引業者が、適切な平
台型の運搬装置もしくはトレーラーを使っ
て牽引するよう推奨しています。 

1 推奨方法。
2 前輪（非駆動輪）を地面で回転させ

る代替方法。
3  トランスミッションに重大な損傷を

与える可能性があるため、後輪の駆
動輪が地面で回転している状態で
車両を牽引することは絶対に避け
てください。

車両の管理

車両の固定
車両輸送車やトレーラーで車両を移動さ
せる場合、車両のロードホイールの周り
にチョッキングやストラップを装着して固
定します。

注意：サスペンションリンケージ、牽
引アイボルト、シャーシやボディーの
コンポーネントの周りに拘束用具を
取り付けると、損傷を与えることがあ
ります。

車両牽引
車両は緊急時にのみ、牽引アイボルトを
使用して牽引し、牽引距離は必要最短距
離のみとします。

牽引する前に、パワーステアリングロック
を解除し、電動パーキングブレーキを解除
することを確認してください。 181 ページ
と 197ページを参照してください。

﻿ アラーム: この目的のために特別に
設計された牽引装置のみを使用して
ください。

注意：不適切な牽引装置を使用する
と、車両に損傷を与える可能性があ
ります。

オートマチック車の牽引
オートマチックトランスミッション車を長
時間牽引することは、トランスミッションに
重大な損傷を与える可能性があるため、
絶対に行なってはいけません。

トレーラーの牽引
この車両には、後部牽引マウントや牽引バ
ー・アセンブリを取り付けるためのシャー
シ・マウントポイントが装備されていない
ため、トレーラーの牽引には適しません。
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エクステリアクリーニング 
車の塗装仕上げの定期的な点検と頻繁
な洗車は、以下のような汚染物質による
塗装の劣化を防ぐのに最適な方法です。

	– 粉塵、煤塵、灰分、酸性またはアルカリ
性のエアロゾール。

	– 樹液や虫の体液
	– 鳥の糞は塗装を化学的に侵食する可能
性があります。

	– 化学物質を含む葉は、軽い仕上げを汚
す可能性があります。 

	– 磨耗の原因となる砂やほこり。

注記： 塗装を傷めないために、汚れ
を見つけたらすぐに上記のように取り
除いてください。洗車完了まで待たな
いでください。

車両の管理

手洗い
ロータスでは、洗車は手洗いのみを推奨
しています。 

注意：自動洗車機やジェットウォッシ
ャーは、塗装面を傷めることがありま
す。これらを使用したことによる損害
は、車両保証の対象外となります。

注意：エンジンルームの清掃にジェッ
ト洗浄機を使用したり、ジェット・ノズ
ルやホースを吹き出し口に直接当て
たりしないでください。繊細なエンジ
ン部品に損傷を与え、エンジ ンが故
障する恐れがあります。この場合、車
両保証の対象外となります。

	– 汚れが落ちるまで車全体をすすいでく
ださい。これによって洗車中に塗装にす
り傷等がつくリスクを防ぎます。吸気・換
気グリルやロックに直接水をかけない
ようご注意ください。

	– たっぷりのぬるま湯と専用のカーシャン
プーを使ってよく洗い落とします。家庭
用洗剤や台所用洗剤は絶対に使用し
ないでください。

	– 洗車は日陰で行い、綿のシェニール織
のウォッシュミットかスポンジでこまめ
にすすぐと、汚れが残りにくくなります。

	– 渦巻きのような微細な傷がつかないよ
う、まっすぐ往復させるような感じで洗
い、ボディを十分にすすぎます。

	– 洗浄後は、適切なマイクロファイバーの
タオルまたはセーム皮で塗装面を乾か
してください。 

注記： カーシャンプーは、研磨剤を
含まず、強い溶剤を含まず、pH値が 
3～11（強酸性でも強アルカリ性で
もない）であることが必要です。

注記： ブレーキパッドとディスクの結
合を防ぎ、腐食の可能性を避けるた
め、洗車後はすぐに短距離を走行す
ることをお勧めします。  
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車体底部の洗浄
道路の塩害による劣化を最小限に抑える
ため、シャーシの下面は定期的にきれい
な水で洗い流してください。給油所の多く
には、この目的に適した高圧洗浄設備が
ありますが、ボディワーク、ヘッドライト、サ
スペンション、ブレーキ、パワートレイン部
品に使われている保護ゲートルの周囲に
は使用しないでください。 

タールスポット
必要に応じて、ホワイトスピリットでタール
スポットや頑固な油汚れを除去し（ただし、
ウィンドシールドのワイパーブレードやラバ
ートリムには塗布しないでください）、直ち
に水とカーシャンプーで洗車してください。 

車両の管理

ウインドシールドの清掃
ウィンドシールドやその他のウィンドウに
は、専用のガラス洗浄剤を使用してくださ
い。ウィンドシールド用の洗浄剤でワイパ
ーブレードを洗浄し、ジャダー（振動）や汚
れによる曇りなどを防止します。

エンジンルームの清掃
エンジンルーム内には、電気モジュール／
コンポーネントやコネクターなどが数多く
露出しています。

注意：エンジンルームや個々の部品 
（電 気系統または機械系統）は、絶対

に高圧洗浄機 や化学洗浄剤を使用
して洗浄してはいけません。

エンジンルームの清掃は、ロータス正規デ
ィーラーのみが行うよう推奨します。
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アロイロードホイール
アルミホイールは、ボディ洗浄用と同じカ
ーシャンプーで洗うことをお勧めします。
ブラシはナイロン毛のものを使用してくだ
さい。冬期、特に雪や氷を散らせるために
道路に塩が散布されている場合には、ホ
イールやタイヤに溜まった道路汚れを十
分に洗い落としてください。

注意：道路用ホイール洗浄液に含ま
れる化学物質は、ホイールリムの表
面仕上げを損傷することがあります。

車両の管理

エクステリアライト
ヘッドランプやその他のライトユニットは、
ぬるま湯と専用のカーシャンプーを使い、
清潔なスポンジで洗ってください。家庭用
洗剤や台所用洗剤は絶対に使用しないで
ください。

注記：洗車後、ヘッドランプやリアラン
プのレンズ内側に一時的に結露が発
生することがあります。これは正常な
現象であり、ランプを点灯させれば徐
々に解消されます。

パークアシストシステムセンサー
車体で推奨するように、センサー類は手洗
いのみとします。

パークアシストカメラレンズ
車体で推奨するように、カメラのみを手洗
いしてください。

レーダーユニット
車体で推奨するように、フロントレーダー
ユニットとリアレーダーユニットを覆うリア
バンパー部分のみを手洗いしてください。

注意：自動洗車機やジェット洗浄機
は、センサー、カメラレンズ、レーダー
ユニットを損傷する恐れがあります。 

詳細については、 261 ページを参照して
ください。
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車両の管理

塗装ポリッシュ
通常の洗車と乾燥の後、良質の液体ポリ
ッシュを塗布すると、元の塗装の光沢を取
り戻すことができます。

ワックスポリッシュを使用すると、塗装の
光沢が増し、汚れからも保護することが
できます。ただし、これは前回の塗布を除
去したきれいな面のみに使用することと
します。 

プラスチックやゴムのトリムには、ワックス
やポリッシュを塗布しないでください。プ
ラスチックやゴムに脱脂剤を使用する必
要がある場合は、柔らかいスポンジで軽く
こする程度にしてください。
トリム成形を研磨すると、表面層を損傷す
る可能性があります。

研磨剤を含むポリッシャーは使用しない
でください。

インテリアクリーニング中央ディスプレイ
パフォーマンスと読みやすさを維持するた
めに、中央ディスプレイの画面を定期的に
クリーニングすることをお勧めします。 

スクリーンクリーニングモード
	– センターコンソールの再生/一時停止ボ
タンを2秒間長押しします。

	– 中央スクリーンにオーバーレイ画面が
表示されます。

	– 画面の指示に従ってください。
	– マイクロファイバークロスを使用して、

小さな円を描くようにスクリーンを拭
きます。

	– もう一度再生/一時停止ボタンを3秒間
長押しすると、画面のホーム表示に戻
ります。

注記： 必要に応じて、マイクロファ
イバーの布を清潔な水で軽く湿ら
せます。

注意：フロントガラスやガラスクリー
ナーなどの車内用クリーナー（また
はその他の化学物質）を中央ディスプ
レイに直接吹き付けないでください。

注意：マイクロファイバーの布は清潔
で、ほこりや汚れがないようにしてく
ださい。ディスプレイ画面を傷つける
可能性のある研磨布やペーパータオ
ルは使用しないでください。

注意：ディスプレイ画面を掃除すると
きは、軽く指で押さえる程度にしてく
ださい。
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通常の清掃は、マイルドな石鹸水で湿ら
せた布で時折軽く拭いてください。布は湿
らせるのみで過剰に濡れていないことが
重要ポイントです。あるいは、布張り専用
のクリーナーを使用してもよいでしょう。

車両の管理

レザー＆ビニールトリム
時々、敏感な赤ちゃん用のウェットティッシ
ュで拭き取ってください。きれいな布と水
だけを使い、繰り返し拭きますが、レザー
に水分が浸透しないよう注意してくださ
い。仕上げに乾いた柔らかい布で乾かし、
磨きます。  明るい色のレザーの場合は、定
期的に掃除してください。

皮革メーカーは、レザーの「栄養剤」の使
用は推奨していません。石油、洗剤、家具
用クリームやポリッシュの使用も禁止し
ています。

ロータス車には、自動車用として特別に
なめされ、染色された高級レザーを使用
しています。天然素材であるレザーは、さ
まざまな方法で経年変化を起こし、時間
の経過とともに、ひび割れ、擦り切れ、収
縮などが見られることがありますが、この
ような摩耗は欠陥ではなく、レザーの寿命
による自然な事象です。

Alcantara ®トリム
定期的に柔らかいブラシ、乾いた布、また
は掃除機でゴミやホコリを取り除くことを
お勧めします。その後、少し湿らせた白い
綿布で素材表面を拭いてください。プリン
ト模様などの入った布や紙を使うと、その
インクが素材に移ることがあるので、使用
しないでください。 
汚れの除去：Alcantara ®は、その素材に
合った推奨のクリーニング剤と最適な汚
れの落とし方についてまとめています。こ
の情報は同社のウェブサイトで確認して
いただけます： alcantara.com

ロータス・カーズでは、 Evora Alcantara®

トリムの汚れ落としを行う前に、こちらウ
ェブサイトに掲載されている情報を確か
め、それに従って行うことをお勧めします。

http%20://%20www.alcantara.com%20%20
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シートベルトのクリーニング
シートベルトは、ぬるま湯でスポンジで洗
い、自然乾燥させてから使用してくださ
い。化学洗剤の使用や、ウェビングの漂白
や染色は絶対に行わないでください。

ラッチの機能に影響を与えるような異物
がバックル機構に入らないように注意して
ください。分解のための規定は設定され
ていません。

シートベルトは、ウェビングが擦り切れた
り、汚染されたり、損傷したりした場合に
交換する必要があります。シートベルトの
点検や整備を怠ると、必要なときに正しく
作動しないことがあります。すべてのベル
トを定期的に点検し、問題があればすぐに
修理してください。

フットウェルのクリーニング
フットウェルには、正しく固定したロータス
認定のカーペットマットのみを使用してく
ださい。プラスチックなどの非通気性の素
材でできた床材は、湿気がこもりやすく、
フットウェルのフロアの表面腐食が始まる
可能性があります。 

シルトリム
なお、シルトリム・カバーは、通常のキャ
ビンのアクセスでは摩耗や損傷を受ける
ため、使用頻度やオーナーの好みによっ
て定期的な交換が必要になる場合があ
ります。

ドアロック
左側外扉のキーロックを定期的に操作
し、その機能を確認・維持するようにしてく
ださい。ロック専用のスプレーグリースを
使用することで、スムーズで確実な動作を
維持することができます。一般的なシリコ
ン系のメンテナンススプレーを使用する
と、メカニズムの寿命に必要な油分が洗
い流されてしまうため、注意が必要です。
ロータスの正規ディーラーが喜んでアドバ
イスいたします。
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過酷な使用条件
特定の運転条件下では、エンジンオイル
やトランスミッションオイルの品質が急速
に劣化することがあります。以下に説明す
る「過酷な使用状況」のいずれかに該当す
る場合、エンジンやトランスミッションのオ
イルとフィルターは、整備スケジュールに
記載されているよりも頻繁に交換するこ
とを推奨します。 

	– 埃の多い場所（舗装されていない道路
など）での運転；埃の中を運転した後
は、できるだけ早くオイルとフィルター
を交換する。

	– 短距離の移動が多く、エンジンが十分
に暖まらない（特に寒冷地）、頻繁な、あ
るいは長時間のアイドリングによるスト
ップ／スタート運転。

	– 高回転、高度なスロットル開度、高油温
が繰り返されるサーキットでの使用。適
切なメンテナンスについては、ロータス
の正規ディーラーにご相談ください。

オフロード運転や、タイムランやラップを
含めた競技イベントでの使用は、保証の
対象外となり、適切なレベルの専門家に
よる車の準備と整備が必要になります。別
冊の「車両保証ブックレット」の第2章「意
図する目的」をご参照ください。次ページ
に記載されている仕様以外の製品を使用

すると、エンジンやトランスミッションにダ
メージを与える可能性があり、ロータスの
車両保証の対象外となりますので、ご注
意ください。

フルードの量については、271ページの「
容量」を参照してください。 交換時期につ
いては、別冊の「サービスブックレット」 に
記載されている整備スケジュールを参照
してくだ さい。 

認定の潤滑油は、ロータスが推奨する必
要な定期メンテナンスに基づき、長期間
にわたりお客様の車の信頼性と最適な性
能を保証するために開発・テストされた
ものです。

推奨の潤滑剤
指定された潤滑剤を使用することが極め
て重要です。
低品質のオイルでは次回の定期点検まで
に十分な保護機能を発揮できない可能性
があり、またオイルの消費量が多くなる可
能性があります。

車両の寿命を通して、完全な合成油を使
用しなければなりません。詳細について
は 269 ページの「推奨のフルードとオイ
ル」を参照してください。

注記：ロータスでは、新車保証の条
件を無効にする可能性のあるオイル
添加剤を使用しないよう推奨してい
ます。
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推奨のフルードおよび潤滑剤 
エミーラ V6
エンジン
認定製品： トータルクォーツ9000エネルギー
粘度/品質基準： SAE 0 W/40/API SN: ACEA A3/B4

マニュアルトランスミッション
認定製品/品質基準： Texaco Delo Syn-AMT XV 75W-80 (完全合成) / API GL-4
認定製品/品質基準： Havoline Multigear MTF HD 75W-80 (完全合成) / API GL-4

オートマチックトランスミッション
認定製品： トヨタ純正ATF WSトランスミッションオイル
認定製品： エクソンモービルJWS 3324トランスミッションオイル

ブレーキ＆クラッチシステム
認定製品/仕様： Petronas Tutelaトップ4/Sブレーキフルード/ドット4 

エンジンおよび充電器冷却剤添加剤
認定製品： Total Glacelf SI-OAT
タイプ/色: OAT腐食防止剤入りモノエチレングリコール / ピンク

パワーステアリングシステム（ PAS ）
認定製品/仕様： Fuchs Titan ATF 3000 Dexron II (D)

ウインドウ・ウォッシャーボトル
認定製品： Petronas Tutela SC 35フロントスクリーンワッシャーフルード
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推奨のフルードおよび潤滑剤
エミーラ4気筒
エンジン
認定製品： Total INEO XTRA EC5
粘度/品質基準： SAE 0W/20 / C5、SNプラス / ILSAC GF-6A / MB229.71

トランスミッション
認定製品： Fuchs Titan FFL-10
品質基準： MB 236.22

ブレーキ＆クラッチシステム
認定製品/仕様： Petronas Tutelaトップ4/Sブレーキフルード/ドット4 

エンジンおよび充電器冷却剤添加剤
認定製品： Total Glacelf SI-OAT
タイプ/色/品質基準： OAT腐食防止剤入りモノエチレングリコール / ピンク / MB325.6

パワーステアリングシステム（ PAS ）
認定製品/仕様： Fuchs Titan CHF202

ウインドウ・ウォッシャーボトル
認定製品： Petronas Tutela SC 35フロントスクリーンワッシャーフルード
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容量
エミーラ V6
エンジンオイル* 6.0 L

エミーラ4気筒
エンジンオイル* 6.7 L

ディプスティックマークの高 
低の違い

1.5 L

ウインドウ・ウォッシャーボトル 2.5 L

燃料タンク 58 L

トランク
151 L

*図に示すのはエンジンとオイルフィルタ
ーの容量で、オイルクーラー回路には追
加のオイルが含まれており、通常のオイ
ル交換では排出されません。

WLTP数値
エミーラ V6
燃費
低 l7.1 l/100 km
中 11.4 l/100 km
高 9.7 l/100 km
エクストラ 10.5 l/100 km
合併 11.3 l/100 km

CO2排出量
低 391 g/km
中 259 g/km
高 221 g/km
エクストラ 240 g/km
合併 258 g/km

マニュアルトランスミッション車、オー
トマチックトランスミッション車に適
用される数値

無鉛燃料要件
最少 95 RON - (E10)
おすすめ 97ロン- (E 5)

WLTP数値
エミーラ4気筒
燃費
低 14.9 l/100 km
中 9.2 l/100 km
高 7.7 l/100 km
エクストラ 8.3 l/100 km
合併 9.2 l/100 km

CO2排出量
低 338 g/km
中 208 g/km
高 174 g/km
エクストラ 188 g/km
合併 208 g/km

無鉛燃料要件
最少 95 RON - (E10)
おすすめ 97ロン- (E 5)
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エンジンデータ
エミーラ V6
パワー出力 298 kW @ 6,800 rpm

アイドリング速度 750 ± 200 rpm

最大連続エンジン回転数 6,550 rpm *

最大瞬間エンジン回転数 6,800 rpm

*スポーツモードでは4速、5速、6速です
が、エンジンの状態により異なる場合 
があります。

エンジンデータ
エミーラ4気筒ターボ：
パワー出力 268 kW @ 6,500 rpm

アイドリング速度 830 rpm *

最大連続エンジン回転数 7000 rpm

最大瞬間エンジン回転数 7200 rpm

*スポーツモードとトラックモードでは
950rpm。 

エンジンデータ
エミーラ4気筒ターボSE
パワー出力 298 kW @ 6,500 rpm

アイドリング速度 830 rpm *

最大連続エンジン回転数 7000 rpm

最大瞬間エンジン回転数 7200 rpm

*スポーツモードとトラックモードでは
950rpm。
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A B

C

DE F
G

H
I J

寸法
A 全長 4413 mm
B 全幅 1896 mm
C 全高* 1235 mm
D ホイールベース 2570 mm
E フロントオーバーハング 988 mm 
F リアオーバーハング 855 mm
G 地上高＊ 140 mm
H トラックフロント 1624 mm
H トラックリア 1610 mm
I アプローチアングルフロント 9.2°
J アプローチアングルリア 18.3°
*中荷重。

重量
エミーラ V6 マニュアルトランスミッション
未搭載：
合計 1493kg
フロント  572kg
リア 921kg

車両総重量(最大)
合計 1763kg
フロント  690kg
リア 1073kg

最大許容質量（GVW） 2 x 100kg＋荷物
50kg＋シート後方の荷物置き場20kg。

重量
エミーラ V6 オートマチックトランスミッション
未搭載：
合計 1500kg
フロント  572.5kg
リア 927.5kg

車両総重量(最大)
合計 1770kg
フロント  682.5kg
リア 1087.5kg

最大許容質量（GVW） 2 x 100kg＋荷物
50kg＋シート後方の荷物置き場20kg。
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重量
エミーラ4気筒
未搭載：
合計 1455kg
フロント  567kg
リア  888kg

車両総重量(最大)
合計 1745kg
フロント  681kg
リア 1064kg

最大許容質量（GVW） 2 x 100kg＋荷物
50kg＋シート後方の荷物置き場20kg。

バッテリー
 タイプ Platinum AGM096E
電圧（Ｖ） 12
CCA (EN) 760
Ah容量（C20） 70
サイズ、L×B×H 278 x 175 x 190 mm
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タイヤ
ロードタイヤ ポジション サイズ 負荷/速度定格 サイドウォール指定マーク
ミシュラン・パイロットスポーツカップ2 フロント 245/35 ZR 20 - 95 Y XL LTS

リア 295/30 ZR 20 ～ 101 Y XL LTS

グッドイヤー・イーグルF 1スーパースポーツ フロント 245/35 ZR 20 - 95 Y XL LTS
リア 295/30 ZR 20 ～ 101 Y XL LTS

推奨空気圧 ポジション 標準空気圧 高速度空気圧*
フロント 2.0 bar (29 lb/in ²) 2.2 bar (32 lb/in ²)
リア 2.2 bar (32 lb/in ²) 2.4 bar (35 lb/in ²)

ウィンタータイヤ ポジション サイドウォール指定マーク
ミシュラン パイロットアルペン PA フロント 235/35 ZR 20 - 92 W XL † なし-標準ミシュラン

リア 285/30 ZR 20 - 99 W XL † なし-標準ミシュラン

推奨空気圧 ポジション 冷間時の空気圧
フロント 2.6 bar (37 lb/in ²)
リア 2.5 bar (36 lb/in ²)

スノーチェーン ポジション
Konig CG - 9 105 リア

* 270km/hを超える走行速度に対応する高速度空気圧。
† 時速270kmまでの路面速度に対応した冬用タイヤ。
タイヤ空気圧をモニターし、必要に応じ て調整しないと、タイヤの早期磨耗や過度の磨耗を 招きます。
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ESC「オフ」..............................................   201
USBポート..............................................   160
一般的安全性.........................................   213
中央ディスプレイの概要..........................   122
アプリランチャー....................................   132
ウィジェット...........................................   137
キーボード............................................   134
クイックパネル.......................................   131
システム設定.........................................   133
ディスプレイ操作...................................   125
デバイスの投影......................................   126
ドライバーのプロファイル......................   138
ナビゲーションを表示............................   124
自動起動/自動解除...............................   126
手動解除..............................................   126

通知センター.........................................   127
事故イベントデータ..................................   17
交通標識の認識.....................................   108
充電.......................................................   242
冷間時のエンジン回転数..........................   70
前方衝突警告.........................................   114
自律型緊急ブレーキ..............................   116

助手席エアバッグのスイッチ......................   38
収納.......................................................   158
カップホルダー......................................   158
グローブボックス...................................   158
センターコンソール...............................   158
ドアポケット...........................................   159
ラゲッジネット.......................................   159

外気温度..................................................   69
子どもの拘束............................................   33
適切なチャイルドシート.....................   33, 35

安全に関する情報.....................................   15
車両を運転する前に................................   16

容量.......................................................   271

布製のトリム...........................................   265
手洗い....................................................   261
推奨のタイヤ空気圧...............................   229
推奨のフルードおよび潤滑剤
ウインドウォッシャーボトル............   269, 270
エンジン........................................   269, 270
エンジンおよび充電器冷却剤添加剤....   269, 
270
オートマチックトランスミッション............   269
パワーステアリングシステム（ PAS ）.  269, 270
ブレーキ＆クラッチシステム...........   269, 270
マニュアルトランスミッション..........   269, 270

整備点検の通知.....................................   214
方向指示器.............................................   144
日々の確認.............................................   215
時計.........................................................   68
死角検出................................................   111
毎週の点検.............................................   215
気温.......................................................   169
無線設備適合宣言..................................   274
照明.......................................................   142
AUTO....................................................   142
アプローチライト...................................   146
ホームセーフティライト.........................   146

インテリアライト....................................   147
アンビエントライティング......................   148
オーバーヘッドコンソールスイッチ........   147
カーテシーライト..................................   148
グランドライト......................................   148
グローブボックス照明...........................   147
トランク内のライト................................   147
バニティミラーライト.............................   147
明るさの調整.......................................   148

デイタイムランニングライト....................   142
トリップ A リセット..................................   144

ハザードランプ......................................   145
ブレーキライト.......................................   145
緊急ブレーキライト..............................   145

ヘッドライトハイビーム/ロービーム........   143
ポジションライト....................................   142
リアフォグランプ....................................   144
リバースライト.......................................   146
ロービームライト...........................   142, 143
方向指示器...........................................   144
照明スイッチ..........................................   142

照明スイッチ...........................................   142
燃料ゲージ...............................................   67
燃料消費（WLTP）...................................   271
燃料給油................................................   208
フューエルフィラーキャップ....................   208
燃料缶の使用........................................   209
燃料要件...............................................   209

燃料缶の使用.........................................   209
燃料要件................................................   209
牽引アイボルト.......................................   259
疲労アラート...........................................   105
発進後のロック.........................................   48
空気再循環.............................................   171
空気分布................................................   169
緊急キーブレード......................................   54
緊急ブレーキライト.................................   145
自動温度設定.........................................   172
自律型緊急ブレーキ...............................   116
著作権情報...............................................   17
車両カバー.............................................   212
車両の格納.............................................   211
インテリアトリム....................................   211
エアコン................................................   211
タイヤ....................................................   211
バッテリー.............................................   211
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車両カバー............................................   212
車体の手入れ........................................   211

車両の牽引.............................................   259
牽引アイボルト......................................   259
車両輸送車による牽引..........................   260

車両概要..................................................   21
車両状態..................................................   82
車両輸送車による牽引............................   260
車体の手入れ.........................................   211
車体底部の洗浄.....................................   262
車線逸脱警告.........................................   106
通気口....................................................   173
通知センター..........................................   127
速度計......................................................   69
過酷な使用条件.....................................   267
重量.......................................................   273
電動パーキングブレーキ.........................   197
電子ステアリングコラムロック.........   166, 181
電池交換................................................   241
電源ソケット
12ボルト電源ソケット............................   159
USBポート............................................   160

あ
アクティブ・ハイビーム.............................   143
アクティブ電気モジュール冷却................   174
アダプティブクルーズコントロール.............   88
アプリランチャー.....................................   132
アプローチライト....................................   146
アラーム...................................................   56
アラームの起動.......................................   57
アラームの解除......................................   57

アラームレベルの低減.............................   58
アラーム/ロックプリセットのオプション....   59

イモビライザー........................................   56
ロック＆アラームインジケーター..............   56
稼働中のアラームをオフにする................   58

アラームと注意事項..................................   14
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